






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




『銀の輪の封ふう印いん』から始まった『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイシリーズも、巻かん数すうを重ねに重ねて本書で二七冊さつ目となりました。

　シリーズ数も『アリアンロッド・リプレイ（通つう称しよう、無印）』『ルージュ』『ハートフル』『アリアンロッド・サガ・リプレイ（通称、サガ無印）』『アクロス』『ブレイク』『レジェンド』『デスマーチ』と八種類！　ずいぶんと増ふえたものです。

　そして本書──『アリアンロッド・リプレイ・アンサブル』は……っと、その前にまずは恒こう例れいとなっていますＴＲＰＧやリプレイについて解かい説せつすることにしましょう。もちろん「もう知ってるよ～ん」という方は、ここから先を読み飛ばして（＊）までお進みください。




＊　＊　＊




　ＴＲＰＧとは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟の略りやく称しようで、その名のとおりゲームの一種です。ＴＲＰＧは知らなくとも、『ファイナルファンタジー』『ドラゴンクエススト』などのゲーム機で遊ぶＲＰＧなら知っているという人は少なくないでしょう。

　ＴＲＰＧはこれらのゲームと同じように物語の登場人物となって、架か空くうの世界で遊ぶゲームです。ただし、ゲーム機で遊ぶＲＰＧと大きな違ちがいがあります。それは、ゲーム機やコンピューターなどを必ずしも必要としないこと。そして、参加者たちが集まって遊ぶということです。

　この集まった参加者たちの中のひとりがゲームマスター（ＧＭ）と呼よばれる役を担たん当とうし、シナリオという物語の雛ひな形がたを用意します。他の参加者たちはプレイヤーと呼ばれる役となり、それぞれプレイヤーキャラクター（ＰＣ）という自分のキャラクターを担当します。

　ＧＭはシナリオに基もとづいてプレイヤーにＰＣたちの状じよう況きようを説明し、それに対してプレイヤーはＧＭに質しつ問もんしたり、あるいはＰＣとなってセリフで返事をしたりします。そのプレイヤーのリアクションに対して、ＧＭは結果をプレイヤーに伝えます。

　もし、ＰＣの行動──たとえば怪かい物ぶつへの攻こう撃げきが成功したかどうかなどを決めなければならない時は、ＰＣの能のう力りよくやサイコロ（ＲＰＧではダイスという言い方をします）の出目などの結果で判はん定ていします。

　これらの積み重ねによって、ＧＭとプレイヤー全員で物語りを作り上げていく遊び──それがＴＲＰＧなのです。




　まぁ、これだけの説明で理り解かいするのは難むずかしいかと思いますが、実じつ際さいにプレイしている光景──ＧＭがプレイヤーに状況を説明したり、ＰＣ以外の登場人物となってセリフを言っていたり、あるいはそのセリフに対してプレイヤーがＰＣとして返事をしていたりを分かりやすく書かれたものがあれば、それほど大変なことではありません。

　こうして生まれたのが〝リプレイ〟です。本書もそんなリプレイの中の一冊さつです。

　なお、このリプレイで使用されている『アリアンロッドＲＰＧ』は、富ふ士じ見み書しよ房ぼうドラゴンブックから発売されています。もし、本書を読んで興きよう味みを持った方は、ぜひともルールブックの方も手にとってくださいませ。よろしくお願いいたします。




＊　＊　＊




　それでは難しい話はここまでにして（＊）、ここから『アリアンロッド・リプレイ・アンサンブル』について解説することにしましょう。

　本書には二編へんのリプレイとエリンディル大陸の東方世界の紹しよう介かいが収しゆう録ろくされています。




　リプレイ「ルネス殺人事じ件けん」───。

『ゲーマーズ・フィールド別べつ冊さつVol.12　鈴吹太郎すずふき・たろうの未来』（ゲーム・フィールド刊かん）に掲けい載さいされたリプレイです。

　著ちよ者しやは『ハートフル』『アクロス』シリーズでお馴な染じみの久保田悠羅くぼた・ゆうら。

　このリプレイは、『アリアンロッドＲＰＧ　トラベルガイド』の発売後、『ゲーマーズ・フィールド』で募ぼ集しゆうした投とう稿こうを発表する場として書かれました。

『アリアンロッド・リプレイ』で誕生し、現げん在ざいも『アリアンロッド・サガ・リプレイ』で活かつ躍やくしているベネットがＰＣとして登場しているのも特とく徴ちようのひとつです。

　舞ぶ台たいは〝温おん泉せんの街〟ルネスにあるムーンスター芸団員育成のための学園ムーンスター・エンターテインメント・アカデミー。ひょんなことから、この学園で劇げきの手伝いをすることになったベネットたち。その劇の演えん目もくはなんと〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう（『アリアンロッド・リプレイ』の物語）〟！　だが、その劇の裏でとある陰謀が進んでいたのです。果たしてベネットたちは、その陰謀を防ぐことができるでしょうか。

　ぜひ、『アリアンロッド・リプレイ』をお手元においてお楽しみください（笑）。




　リプレイ「アリアンロッド剣けん豪ごう伝　明星連也あけぼし・れんや降魔剣」───。

　こちらも『ゲーマーズ・フィールド別冊』に掲載されたリプレイです。ちなみに書名は『ゲーマーズ・フィールド別冊Vol.16　菊池たけしがこりずにまいりました』です（笑）。

「ルネス殺人事件」は劇げき中ちゆう劇げきを主題にしたリプレイでしたが、こちらはタイトルからも推すい測そくできるかと思いますがなんと時じ代だい劇げき！

　したがってＰＣはサムライ、ニンジャ、呪じゆ術じゆつ師し（シャーマン）と曲者ぞろい。唯ゆい一いつエリンディルっぽいところをカバーしている伯はく爵しやく令れい嬢じようのＰＣがいるのですが……これもひとくせもふたくせもあったりします。

　著者は『レジェンド』シリーズの丹藤武敏たんどう・たけとし。『アリアンロッド』の新たなる可か能のう性せいをご堪かん能のうください（笑）。




「ベネットのうろ覚えエリンディル東方ガイド」───。

「アリアンロッド剣豪伝」で触ふれられている東方世界について、「ルネス殺人事件」のＰＣであるベネットが語るという設せつ定ていで紹介するページです。

『アリアンロッドＲＰＧ』の関連書しよ籍せきである『アリアンロッドＲＰＧ　トラベルガイド』の追つい補ほとなります。また、東方世界のアイテムやエネミーなども合わせて掲載しておりますので、そちらもご活用ください。

　ただし、ここに書かれているガイド記事は、あくまでもベネットの視し点てんである──ということをお忘わすれなく（笑）。




　さて、それでは解説や紹介などはこの辺の終わりにして、本ほん編ぺんへと参りましょう。いつもとはちょっと違ちがう『アリアンロッド』をお楽しみくださいませ。
















〝クラン＝ベルの四英雄〟ベネット外伝！




　さて、本書のトップを飾りますのはリプレイ「ルネス殺人事件」です。

「ルネス殺人事件」は『ゲーマーズ・フィールド別冊 Vol.12　鈴吹太郎の未来』に掲載されたリプレイで、この本を読んでくださっている方ならばもうご存じであろうベネットという少女の外伝でもあります。

　ベネットは『アリアンロッド・リプレイＥＸ　死者の花嫁』に登場して以来（文庫の発売順でいうと、『アリアンロッド・リプレイ②　闇色の血の騎士』の方が先なのでちょっとややこしいのですが）、『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズ、『アリアンロッド・リプレイ・サガ』シリーズと、『アリアンロッド』の各リプレイで活躍している人気キャラクターです。

　もともとはヒロイン候補として期待されていながらも、その言動によってあっという間にその座からスピンアウトしていったベネット──。しかし、それがゆえに人気を博し、現在もＰＣとしてリプレイに登場し続けているのです。

　そんなベネットの過去の活躍については各シリーズを読んでいただくとして、本リプレイの位置づけについて説明いたしましょう。

「ルネス殺人事件」は、時系列的には『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ②　ノエルと翡翠の刻印』の直前のお話となっています。

〝クラン＝ベルの四英雄〟のひとりとして、やはり〝四英雄〟のフェルシアと共に世界を変えるために活動していたベネットですが、とてつもない運命を背負うことになったノエルという少女の前に立ち塞がることになります。

　まぁ、実際のプレイではＰＣたちに──（ネタバレにつき削除）にされ、あまつさえ──（削除）の中に入れられ、さらに──────（削除）という、かなり情けないことになっていますが（笑）。

　もっとも、本リプレイはそちらのお話とはまったく関係がありませんので、ベネットというキャラクターが遭遇したひとつの事件として読んでいただければと思います。

　なお、文章やデータは一部を除いて掲載時のままとなっております。したがって、『アイテムガイド』や『スキルガイド』には対応していませんし、現在では入手することが困難な『ゲーマーズ・フィールド』に触れている部分もあります。

　その辺りに関しては、昔──とはいっても四年ほど前のことですが、『アリアンロッド』でこんなことをやっていたんだなぁ、というように読んでいただければと思います。

　それでは、まえおきはそろそろ終わりにして、リプレイ本編へと参りましょう。

「ルネス殺人事件」の開幕でございます。







PREPLAY







◆Preplay 01◆無茶にもちょっとはほどがある




　それは、二〇〇六年某月某日のこと。

『ゲーマーズ・フィールド別冊 Vol.12　鈴吹太郎の未来』に掲載するリプレイの内容を決定する打ち合わせが、ファーイースト・アミューズメント・リサーチ（以降、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．）の会議室で行なわれていた。




編集長：と、いうわけで『鈴吹太郎の未来』に掲載されるリプレイですが……。

ゆーら：やっぱり『トーキョーＮ◎ＶＡ』とか『ブレイド・オブ・アルカナ』（どちらもエンターブレイン刊）ですかね。社長の名前が冠されている本ですし。




　鈴吹太郎。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社長にして、ゲームデザイナー。

　代表作は、先に挙げたとおりである。また、なぜか人外（異種族だったり、杖だったり、車だったり）のＰＣを使うことが多いことでも知られている。




編集長：いや、『アリアンロッド』です。

ゆーら：……はい？

編集長：だから、『アリアンロッド』です。

ゆーら：なんでそうなるんです？

編集長：（無視して）ＧＭと執筆はゆーらさんということでお願いしますね。

ゆーら：ちょ、ちょっと待った！　なぜ『鈴吹太郎の未来』なのに、『アリアンロッド』なんですかっ!?

編集長：……もう、決まったことなんですよ（ニッコリ）。

ゆーら：決まったことなんですか……（がっくり）。

編集長：あ、それから──。

ゆーら：まだなんかあるんですかっ!?

編集長：『ゲーマーズ・フィールド』で募集している〝温泉の街〟ルネスにあるムーンスター・エンターテインメント・アカデミーを舞台にしてください。それから……（以下、延々と仕様が説明される）。

ゆーら：ひぃ────っ！




　というような打ち合わせから数週間後。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には三人の男たちが集まっていた。もちろん、『アリアンロッド』のリプレイを収録するためである。

　それでは、まずはゲームに参加する面々から紹介していきましょう！




第一のプレイヤー

　メカも美少女もモンスターも描け、ＴＲＰＧが大好物なイラストレーターの安達洋介あだち・ようすけ氏。

〝萌え〟と〝燃え〟が分かる男で、『アリアンロッド』ではエネミーのイラストを担当していただいている。『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』シリーズに登場した、敵組織のエージェント辰巳狛江たつみ・こまえのプレイヤーでもある。

　そんなマルチな才能を活かして、さまざまなＴＲＰＧやＴＣＧのイラストを手がけている。また、『ゲーマーズ・フィールド』誌ではＴＲＰＧを題材にした「くいっくすたーと!!」という四コママンガも描いている。




第二のプレイヤー

『ゲーマーズ・フィールド』誌で、ちょっとエッチぃイラストを描いているツジヤスノリ氏。安達氏とともに、『アリアンロッド』ではエネミーのイラストをお願いしている。いわば、エネミー繋がりということで参加してもらった。なんと、リプレイ初参加。毎回リプレイ初参加がいるのは、ある意味うれしいものである。

　ちなみに、キャラクター作成の前に、萌えキャラを作ろうと思っていたなどと語っていたらしい。その結果がどうなったかは、本編をご覧ください（笑）。




ゆーら（以い降こう、ＧＭ）：それでは、よろしくお願いしまーす。

安達・ツジ：よろしくお願いしまーす。

安達：それで、プレイヤーはふたりだけなんですか？

ツジ：さすがにふたりだと、ちょっとつらいような気が……。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ、あとひとり呼よんであるから。どーんと安心してくれい。




　コンコン！　ちょうどその時、ドアをノックする音が会議室に響ひびき渡わたる。




第三のプレイヤー：（ドアを開けて入ってくる）こんちはー。

安達：あ、あなたは!!

ツジ：Ｏはたさん？




第三のプレイヤー

　ご存ぞんじ、Ｏはたこと大畑顕おおはた・あきら。『アリアンロッド』のリプレイでは、ベネットというキャラクターで大活躍した。主役から三下の負けキャラクターまで、幅はば広ひろく演じ分ける。




安達：ということは、もしかして……。

ＧＭ：そのもしかして、です（笑）。と、いうことで今回はベネットが参加しまーす。

一同：なんだってーっ!!




　ベネット──『アリアンロッド・リプレイ②　闇やみ色の血の騎き士し』より登場した、ヴァーナの狼族アウリルのシーフ。全ぜん財ざい産さんをクロスボウに突つっ込こみ、鎧よろいを着ないキャラとして確かく立りつしてしまったため、以後も防ぼう具ぐを着ずに（＊）最後まで参加した、ある意味で剛ごうなキャラ。

　もちろんこれは、射しや撃げき武ぶ器きを使うので鎧はそれほど重要ではないことと、シグ（＊）という超ちよう強きよう力りよくな守り役がいたからこそ、可か能のうな選せん択たくであったのは言うまでもないだろう。

[image: ]

　くわしくは、ぜひリプレイを読んでいただきたい。




Ｏはた：よろしくでやんす（笑）。

ＧＭ：さぁ、ふたりともキャラクターを創つくるのだっ！　と、その前に今回予告を読み上げます。




　ムーンスター・エンターテインメント・アカデミー。

　それは、〝温泉の街〟ルネスを拠きよ点てんとする、ムーンスター芸団だんによる後こう継けい者しやの育成を目指した学園である。

　ここでは芸に磨みがきをかけるべく、日夜稽古に励はげんでいる者たちがいる。そんな彼かれらに忍しのび寄よる黒い影かげが……。




『アリアンロッド・リプレイ』

「ルネス殺人事じ件けん」




　今、事件の幕まくが開く。

[image: ]




安達：ル、ルネス殺人事件っ!?

Ｏはた：ここはやはり、ルネス湯ゆ煙けむり殺人事件にタイトルを変へん更こうして（笑）。




　今回は学園物だってば。




ツジ：しかし、殺人事件ということは……。

ＧＭ：うむ。今回のシナリオは調ちよう査さシナリオだ。ちゃんとその辺りを考えて、ＰＣを創つくってくれたまえ。

安達：情報収しゆう集しゆう系けいですね。

ＧＭ：そう。ちなみに、ＰＣのひとりはさっきも言ったとおり、すでに決まっている。それがベネット。もちろん、情報収集の役に立たない（笑）。

Ｏはた：みんな、あっしを助けるでやんす（一同笑）。

安達：でも、ベネットじゃ、ねえ。

Ｏはた：四英えい雄ゆう（＊）なんだぞ。えらいんだぞ（一同爆ばく笑しよう）。

ツジ：で、ＰＣのレベルは？

ＧＭ：ベネットに合わせるよ。『リインフォース』の六〇ページのルールに沿そって創ることになるね。




　今回のリプレイで決定されたレギュレーションは次のとおり。




・成長点は[image: ]点

・クラスチェンジは一回まで

・フェイトは１点だけ上じよう昇しよう可能

・所持金は五六〇〇Ｇ




安達：成長点[image: ]点分のＰＣ？

ＧＭ：ベネットのレベルに合わせてもらう必要がありますから（笑）。

ツジ：ベネットが参加するってことは、どちらかがアコライトだよな。

安達：現げん金きんを最初から持っているということは、ヒーラー（＊）というのもありですよ。

ツジ：そうか、『トラベルガイド』もありか。

安達：シナリオの舞ぶ台たいが温おん泉せん街がいだから、水中戦もありかと思って、ヴァイキング（＊）を考えていたんですが（笑）。




　だから、学園物だって。




ツジ：グラディエーター（＊）の《チャンピオン》っておもしろくない？

安達：お金が入るスキル？

ツジ：そうそう。だって《チャンピオン》だよ、《チャンピオン》。よし、グラディエーターからモンクになるぞ。

安達：では、こっちがアコライトですね。となると《マジックブラスト》（＊）が欲ほしいですね。

ＧＭ：メイジからクラスチェンジ？

安達：いや、『リインフォース』のライフパスで取得します。スタートはセージにしてこのスキルとあのスキルを取って……。攻こう撃げきがふたりいるということは、完全に支し援えんに特化させた方がいいかな。シャーマンというのもありですね。あっ、でもそうすると《マジックブラスト》が取得できなくなるから……（以い下かり略やく）。




　安達氏はプライベートでかなり『アリアンロッド』をやり込こんでいるとのこと。なんか、一発でシナリオネタを見み抜ぬかれそうな予感。




ＧＭ：えっと、シナリオで情報収集あるの忘れてないよね。

ツジ：しまった。あっ、ベネット、シーフでしょ？

Ｏはた：そんなもん、取ってないでやんす（一同爆笑）。

ツジ：使えねーっ！（笑）

Ｏはた：で、けっきょく情報収集スキルどうします？

安達：《エグザマイン》（＊）を取りました。たぶん、これで大丈夫だと思います。

Ｏはた：さすが安達さん。我われ々われに必要なものをよく知っておられる（笑）。




　そんなこんなで約一時間半。ようやくキャラクターが完成したのだった。





（＊）以後も防具を着ずに……　だが、ついに『アリアンロッド・サガ・リプレイ③　殺意のエトワール』で防具を着ることになった。

（＊）シグ　『アリアンロッド・リプレイ』シリーズのＰＣのひとり。ドゥアンのアコライトである。

（＊）四英雄　正式には〝クラン＝ベルの四英雄〟。〝水の街〟クラン＝ベルを救った四人の英雄のことである。シグもそのひとりである。

（＊）ヒーラー　エリンディルの地域クラス。薬草を使用して、スキルを使用する。

（＊）ヴァイキング　エリンディルの地域クラス。水の中での戦いを得意としている。

（＊）グラディエーター　エリンディルの地域クラス。一対一での戦いを得意としている。

（＊）《マジックブラスト》　メイジのスキル。魔術の対象を「範囲（選択）」に変更する。

（＊）《エグザマイン》　セージのスキル。情報収集にボーナスを得ることができる。









◆Preplay 02◆キャラクター紹介




ＧＭ：それでは、キャラクターの紹介をお願いいたします。




ＰＣ①／Ｏはたの場合　───ベネット

Ｏはた（以降、ベネット）：えー、ベネットです。他に何か説明いるんでやんすか？（笑）




　いや、説明はいると思うぞ。




ベネット：レベルは６。装備は雷らい鳴めいの弓（＊）、他にはなにもない（笑）。それよりも、なんでこんなとこにいるか誰か説明してください（一同笑）。

ＧＭ：自分で考えろ。

ベネット：そ、そんな。まぁ、他のＰＣの設せつ定ていを聞いてから考えるでやんす。

ＧＭ：ん？　それもそうか（笑）。





（＊）雷鳴の弓　命中すると相手にバッドステータスの放心を与える弓。
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ＰＣ②／ツジヤスノリの場合　───チャンピオン・レックス

ツジ：名前はチャンピオン・レックス！

一同：ちゃんぴおん？

ツジ（以降、レックス）：そう、生まれついてのチャンピオン。35歳さいのドゥアンで、ウォーリア／グラディエーターから、モンクにクラスチェンジした。よって［出自］は〝特殊な一族〟。




　グラディエーターとは、『トラベルガイド』に掲載されている追加クラスである。このクラスを取得するためには、特殊なライフパスを選択する必要があるのだ（＊）。グラディエーターとは、闘とう技ぎ場じようで戦う闘とう士しのことである。




レックス：ちなみに［境きよう遇ぐう］は〝平へい々へい凡ぼん々ぼん〟なので、ただのチャンピオンです。

ＧＭ：なんだ？　そのただのチャンピオンって？

レックス：グラディエーターのスキルは《チャンピオン》しか取っていないということです。

ＧＭ：なんだって!?

レックス：もちろん、自動取得の《サヴァイブ》はあるからから、大丈夫！　グラディエーターの《チャンピオン》によって、興こう行ぎようごとに五〇〇Ｇ入るのだ。

ＧＭ：一応、言っておくけど現金が手に入るのは、プリプレイじゃないよ。

レックス：あ？　え？　（『トラベルガイド』を開いて）アフタープレイ……なるほど。（開き直ったかのように頷うなずいて）チャンピオンですよ、俺は（一同爆笑）。

ＧＭ：知らなかったのか。

レックス：別にいいんですよ。《チャンピオン》という名が欲ほしかったんですから。ちなみに［運命］は〝名声〟なので、将しよう来らい設せつ計けいもばっちりだ（笑）。そんなプロレスラーなＰＣ。




　ところで、萌えキャラという設定はどこにいってしまったのだろうか。それとも、これがツジ氏の萌えキャラなんだろうか？（笑）




ＧＭ：プロレスラー？　グラディエーターはネタかい（笑）。

ツジ：ネタというか、《チャンピオン》のために取ったんですよ。普ふ段だんはクールで理知的ですが、レスラーとしてのキャラクター創づくりもかねてウォー、ウォーと吼ほえるようなタイプ。

ＧＭ：ちょっと待て。《サヴァイブ》ということは……。

ツジ：背せ中なかの十字のタトゥーがお洒落しやれなナイスガイ。それが奴やつのトレードマーク。ベネットについで、防具を着ない全ぜん裸らキャラ二号だぜっ！




《サヴァイブ》

　防具を着ない代わりに物理、魔ま法ほう両方の防ぼう御ぎよ力りよくが上昇するグラディエーターの自動取得スキルである。




ＧＭ：いや、ベネットは裸じゃないから（笑）。





（＊）特殊なライフパスを選択……　『スキルガイド』を導入することで、出自を〝特殊な一族〟にしなくても地域クラスを選択することができるようになる。
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ＰＣ③／安達洋介の場合　───ビアンカ

安達：名前はビアンカで、年ねん齢れいは20歳。ヴァーナとヒューリンの混こん血けつです。

ＧＭ：ハーフブラッド？

安達（以降、ビアンカ）：そうです。《ハーフブラッド》（＊）で取るスキルは《ハイジャンプ》（＊）にしました。

ＧＭ：兎族アウリラか。名前からすると女じよ性せい？

ビアンカ：はい。クラスはアコライト／セージからバードにクラスチェンジ。

ＧＭ：完全支援型って感じか……。

ビアンカ：（ベネットを見ながら）まぁ、ひとりが……。

レックス：（ベネットを見ながら）確たしかに。

ＧＭ：（やはり見る）そうだよね。

ベネット：あっしがどうかしやしたか？




　自覚がないというのもどうかと思うぞ。




ビアンカ：それで、キャラの設定なんですが、さっきのレックスの話を聞いていて、いいことを思いつきました。

ＧＭ：いいこと？

ビアンカ：はい。ビアンカはレックスのマネージャーなんですよ（一同笑）。

ＧＭ：マネージャー？

ビアンカ：［境遇］は〝大きな夢〟で、レックスを有名にする夢を持っているんですよ。［運命］は〝忠誠〟だし。

ＧＭ：〝忠誠〟の相手はレックスかい（笑）。

ビアンカ：もちろん。そしてどうやらレックスが、野や性せい的てきなキャラとしてリングに上がっているようなので、ビアンカは黒系けい統とうのアコライト風の服ふく装そうをしているということで。そして、鞭むちを持って獣けもの使い風な感じにしましょう。

ＧＭ：黒？　それに鞭？

ビアンカ：別に邪じや神しんを信しん仰こうしているわけではないですよ。演えん出しゆつですよ、演出。

ＧＭ：あたり前だ。でも、なんでレックスのマネージャーなんてしているんだ？

ビアンカ：［出自］は〝滅んだ民族の血〟ですから、なぜかわたしの民族が全ぜん滅めつしてしまったんですよ。そして、荒こう野やで泣いているところを、レックスに拾われたんです。

レックス：じゃ、無言で泣いている少女に手を差さし伸のべると……。

ビアンカ：ふっと見上げる。そこには手を差し伸べて優やさしい笑みを浮うかべているレックス。

ＧＭ：そして、その手を掴つかんで立ち上がるビアンカ。そうして、ふたりは一いつ緒しよに旅をするようになったと。なんだか感動的じゃないか。

ベネット：なら、あっしも荒野で腹はらが減へって途と方ほうに暮くれている時に……。

レックス：やはり手を差し伸べる（笑）。

ベネット：助かったでやんす。あっしも手伝うでやんすよ。スパーリング相手として……スパーリング？（笑）　なんで、あっしが練習台になるでやんすか？　うげっー、痛いたいでやんすー（一同笑）。

ＧＭ：また勝手に負けてるし……。

ベネット：それが、ベネットの性さがというやつでやんす（笑）。





（＊）《ハーフブラッド》　ヒューリンの種族スキル。他の種族の種族スキルを取得する。

（＊）《ハイジャンプ》　ヴァーナ（兎族）の種族スキル。マイナーで離脱が可能となる。
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　ちなみに本日のギルドに関するレギュレーションは１レベル。したがって、シナリオ中に使用できるギルドスキルはふたつとなる。

　三人は、あーだこーだとギルド名やギルドスキルを相談する。

　その結果、レックスのキャラクター性や他のふたりがヴァーナ（ひとりはハーフだが）であることから、ギルド名は〝ザ・ビーストキングダム〟に、そしてギルドスキルは《蘇そ生せい》（＊）と《祝福》（＊）に決定された。

　こーして、大だい惨さん事じの予感をはらませながら、セッションがスタートしたのである。





（＊）《蘇生》　一シナリオに一回、ギルドメンバーのＨＰが全回復する。

（＊）《祝福》　一シナリオに一回、ギルドメンバーのＭＰが全回復する。









OPENING PHASE







◆Opening 01◆ルネスへ還れ！




　ルネス──エルーラン王国の北部に位置する、山に囲まれた小さな街である。

〝温泉の街〟というふたつ名のとおり、ルネス最大の特とく徴ちようはエルーラン大浴場に代表される温泉であり、エルーラン王国に住む者でこの街のことを知らぬ者は少ない。

　だが、この街を広く知らしめている理由はもうひとつある。

　ムーンスター芸団。

　それはエリンディル各地を巡じゆん回かい興行している旅芸団である。娯ご楽らくの少ない小さな街や、高い木き戸ど銭せんを払はらうことができない庶しよ民みんの楽しみのひとつである。

　その本ほん拠きよ地ち、ムーンスター芸団劇げき場じようがこのルネスにあるのだ。
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ＧＭ：さて、それではゲーム本編に入りましょう。オープニングフェイズは、三人が〝温泉の街〟ルネスに向かっている途と中ちゆうから始まります。

ビアンカ：すいません、ＧＭ。ひとつアイデアを思いついたのですが。

ＧＭ：ほえ？

ビアンカ：今回のシナリオの舞台はムーンスター芸団の学校ですよね。ビアンカはそこの出身ということにしようと思うんですが。

ＧＭ：まぁ、別にかまわないけど……。ん？　さっきのレックスとの出会いは？

ビアンカ：あ？　えーっと……（ポン、と手を叩たたく）そうだ。レックスと出会ったあとに、この学校に入ったんですよ。

レックス：なぜ？

ビアンカ：ほら、レックスのマネージャーとしてがんばるためですよ。だから、出身はマネージメント科ということで（一同笑）。

一同：なるほど、なるほど。

ＧＭ：そんな学科があったのね。

ビアンカ：あったんですよ。

ＧＭ：あるんなら仕方ないですね（笑）。

ビアンカ：仕方ないですよ（笑）。で、学校で基き本ほん的てきなことを学んだあと、ムーンスター芸団に入らずに、レックスとコンビを組んで冒ぼう険けん者しやのかたわら、各地で興行しているんですよ。

ＧＭ：となると、今回ルネスに向かったのは、近くに寄ったから挨あい拶さつという感じかな。

ビアンカ：そうですね。ところで社長？

レックス：しゃ、社長？

ビアンカ：いや、なんとなく。ほら、馬場さん（＊）みたいな感じで。

ＧＭ：まぁ、社長もギルドマスターも同じようなもんだしね。

レックス：じゃ、社長で（笑）。

ビアンカ：（ベネットを指さしながら）で、この犬はなんでしょう？

ベネット：犬じゃないでやんす。

レックス：この犬か？

ベネット：だから、犬じゃないでやんす！

レックス：一見犬のように見えるが、実は……犬なんだ（笑）。

ベネット：フォローしてくださいよ、社長。

ビアンカ：（骨ほねを投げるような仕草で）ほれ、取ってらっしゃい。

ベネット：ワンワンワンワン（一同笑）。いや、そうでなくっ！

レックス：こういうキャラとして売りだそうと思っているんだ（笑）。

ビアンカ：いいと思います。

ベネット：いいのか？

ビアンカ：〝ザ・ビーストキングダム〟に相応ふさわしいと思います。

レックス：そうか、やっぱりそう思うかね。ビアンカくん（一同笑）。

ベネット：この雰ふん囲い気きに呑のみ込こまれてしまうなんて……。このベネット様も老いたもんでやんす。〝クラン＝ベルの四英雄〟とも呼よばれたあっしが……。

レックス：また、四英雄の話か。妄もう想そうもいい加か減げんにした方がいいぞ（笑）。

ベネット：本当のことでやんすーっ！　（悲しそうな声で）誰も信じてくれないでやんす。

ＧＭ：とまぁ、そんな珍ちん道どう中ちゆうを繰くり広ひろげながら、そろそろルネスが見えてくるとビアンカが思った頃ころ、ちょっとした広場のような場所に出ます。さて、ここで【感知】判はん定ていをどうぞ！

ビアンカ：【感知】は得意ですよ。（ダイスを振ふる）９です。

ＧＭ：能のう力りよく値ちも足してね。

ビアンカ：いえ、能力値足して９なんですよ。なんで、ダイス目が４なんですか。

レックス：こっちは８。【感知】や【知力】は苦手なんだからなー。

ベネット：ふっふふふ（笑）。

ＧＭ：おっ、自信ありげ。

ベネット：ここは、本ほん職しよくであるシーフ、そして四英雄であるこのあっしが……（ダイスを振る）10かな。

レックス：ダメだな。

ビアンカ：ダメですね。

ベネット：鳥が飛んでいるでやんす。おいしそーでやんすな（一同笑）。

ＧＭ：一番高いのはベネットの10？　それなら、キミたちは広場でとある光景を目もく撃げきする。

ベネット：どんなでやんすか？

ＧＭ：周囲を妖よう魔まの集しゆう団だんに囲まれているひとりの女性だね。女性は銃じゆうらしき物を構かまえているが、妖魔たちはそれに怯ひるんでいる様子はない。

レックス：いかん。ここは、チャンピオンであるこの私がっ！　と、女性と妖魔たちの間に立たち塞ふさがる形で乱らん入にゆうする。

ＧＭ：ＯＫです。ちなみに、妖魔たちはエキストラです。

ビアンカ：つまり、戦せん闘とうは発生しないということですね。では、持っているリュートで、レックスのリングテーマをかき鳴らします。

ベネット：待て待て待てー。こちらにおわす方をどなたと心得る。クラン＝ベルの闘技場では三〇〇体のゴブリンを葬ほうむり、六〇〇匹ぴきのポメロを倒たおしたチャンピオン・レックス様でござるよ！
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レックス：（雄お叫たけびをあげる）グワォー！




　強いんだか、弱いんだか、よく分からない戦歴である。




ビアンカ：レックス様は、〝火の時代〟（＊）に終わりを告げる破は滅めつの災さい厄やく。あなたたちに勝てる相手ではありません。

ＧＭ：お？　こっちの方はまともな口上だぞ。ベネット、少しはビアンカを見習え！（笑）

ベネット：なにをおっしゃるでやんすか。レックスはあくまでも前ぜん座ざ！　真打ちはこのあっしでやんすよ！

レックス：ん？

ベネット：そして、このあっしが〝クラン＝ベルの四英雄〟、ベネット様でやんすっ！

ＧＭ：……。

ビアンカ：……。

レックス：……。

ＧＭ：妖魔たちは呆ほうけたようにポカーンとしているが（一同笑）。

レックス：ほら、ベネットくんがそんなこと言うから、場がしらけてしまったじゃないか。ビアンカくん、なんとかならんかね。

ビアンカ：では、レックスにリンゴを差し出します。

レックス：リンゴ？　よし、そのリンゴを片かた手てで握にぎりつぶす！　グシャ!!

ビアンカ：ほら、このリンゴがあなたたちの運命よ。刃は向むかわない方がいいと思いますが。

レックス：ウォー、ウォー（一同笑）。

ＧＭ：すると妖魔はあきれたように言い返す。「なんだ、お前ら？　いいから邪じや魔まするなよ」

レックス：おっ？　まともに言い返されてしまった。ど、どーする？

ＧＭ：「いいからどけよっ！」　妖魔のひとりがレックスの前に出て文もん句くを言う。

レックス：ウッ、ウォー！　（ビンタの真似まねをする）ビターン！

ＧＭ：ゴロゴロゴロ！　レックスに張はり飛とばされた妖魔は、そのまま近くにいた妖魔も巻まき込こんで跳はね飛とばされる！

ベネット：レックス様に盾たて突つくなんて百万年早いでやんす。

レックス：さ、妖魔は片かたづいた。ご無事ですか？　お嬢じようさん。

ＧＭ：と、レックスが女性に言うのだが───（不満そうに）「なんで邪魔するのよ！」

一同：おや？

ＧＭ：しかも、その女性は腰こしに手を当てて、なんだか偉えらそうだ。

ビアンカ：せっかく助けたのに、そんな言い方はないんじゃないですか？

ＧＭ：「助けたですって？　あなた方が倒した相手をよくご覧らんなさい」

レックス：相手？

ＧＭ：倒した妖魔をよーく見ると、キミたちが張り倒たおしたのは、なんと妖魔のメイクをした普ふ通つうの人たちだ。

一同：なんだって!?

ビアンカ：さっきの判定って……。

ＧＭ：そのとおり。この妖魔が、本物か偽にせ物ものか気がつくかどうかの判定だ（笑）。

レックス：ぐわっ！　ということは普通の人を張はり倒してしまったのかっ!!

ＧＭ：そういうことだね（笑）。さて、そのうちのひとりが、妖魔のマスクを取るとビアンカに声をかけてくる。「ビアンカじゃないかっ！」ムーンスター・エンターテインメント・アカデミー、通つう称しようＭＥＡの先せん輩ぱいだ。

ビアンカ：せ、先輩？　ということは、もしかして……。

ＧＭ：どうやら劇げきの練習のようだね。

ベネット：み、見事な演えん技ぎでやんす。このあっしの目をもってしても見み抜ぬけなかったでござんす（一同笑）。




　しょせん、ベネットの目は節ふし穴あなである。しかも慌あわてているせいか、語ご尾びも無茶苦茶である。




ＧＭ：「謝しや罪ざいはいいから、すまないがケガ人をＭＥＡへ運ぶのを手伝ってくれないか？」

レックス：ケガ人？

ＧＭ：そう、ケガ人。ビアンカの先輩のうしろには腰を押おさえたり、腕うでを押さえたりしている人たちが……。

ベネット：これってもしかして？

レックス：学生のふりして劇に参加するとか、そういう流れになるような気がするのだが……。

ビアンカ：そ、そうかも……しれないわね。




　予想は見事に的中した。
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（＊）馬場さん　いわずと知れた全日本プロレスの元社長、ジャイアント馬場氏のことである。二メートルを越す巨体から放たれる一六文キックが有名。物腰の柔らかさなどからプロレス界以外での人気も高かった。一九九九年一月三一日、大勢の関係者やファンに惜しまれつつ、この世を去った。

（＊）火の時代　エリンディルはいくつかの時代を経て、現在は〝火の時代〟となっている。それぞれの時代の最後には〝粛清〟と呼ばれる天変地異が起こるといわれている。









MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆劇世界の戦慄




　ＭＥＡでは年に四回、学生たちの発表会が開かれる。

　この発表会はいわば登とう竜りゆう門もん。

　この場で認められれば、晴れてムーンスター芸団の舞ぶ台たいに立つことができるのだ。




ＧＭ：とゆーことをビアンカは知っているということで（笑）。

レックス：ビアンカくんも事じ情じようを知っているなら止めてくれないと。リンゴを差し出している場合じゃないよ（一同笑）。

ＧＭ：そんなことを言いながら、キミたちはＭＥＡの廊ろう下かを歩いているわけだ。そこにはキミたちの他にＭＥＡの学生や講こう師しが行き来している。中でも目立つのはエルダナーン、ヒューリン、フィルボルの三人組だ。どうやら音楽について議ぎ論ろんをしているようだ。とゆーことで、投とう稿こう感かん謝しやです。

ベネット：投稿？

ＧＭ：ほら、『ゲーマーズ・フィールド』誌しでムーンスター芸団の設せつ定てい募ぼ集しゆうしたじゃないですか。

レックス：そういえば、ありましたね。

ＧＭ：東京都のえめどんさん、ありがとうございます。三人の音楽家で名前はエルダナーンがイサアーク、ヒューリンがヴァンベイ・トゥフェン、フィルボルがモル・ガング・モザートです。くわしい設定は次のコラムをご覧らん下さい（笑）。
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ビアンカ：名前といえば、そういえば先せん輩ぱいの名前は？

ＧＭ：先輩の名前？　えーっと、あ・い・う・え・お・か・き・く・け・こ、こ、こ、コーディーということで（笑）。

ベネット：なんだか、たくさんＮＰＣが出てきそうでやんすなー。

ＧＭ：気にするな。で、そのコーディーがキミたちにお願いするわけです。「まぁ、今回のことで人が足りなくなってね。すまないが協力して欲ほしいんだ」

ビアンカ：でも、わたしはマネージメント科ですし……。

レックス：そんなことを言っている場合じゃないだろう。ここは私わたしの顔を立てると思って、な。ビアンカくんは、私をチャンピオンにしてくれるんだろ？（一同笑）

ＧＭ：なんだか情なさけないチャンピオンだな（笑）。

レックス：だから、平へい々へい凡ぼん々ぼんなチャンピオンから、立りつ派ぱなチャンピオンになろうとしているんじゃないですか（笑）。

ビアンカ：分かりました。任まかせてください、社長（笑）。

ベネット：で、お手伝いってなにをするんでやんすか？

ＧＭ：「劇への出しゆつ演えんだよ」

一同：出演？　裏うら方かたじゃないのか！

ＧＭ：「もともと少ない人数でやっているからね。裏方と役者を兼けん任にんしている人もいる。端は役やくの人は、出番じゃない時は裏方をやるという感じなんだよ」

レックス：で、劇の題名はなんだね？

ＧＭ：「たぶんキミたちも知っていると思うよ。最近流行の英えい雄ゆう譚たんだからね」

ビアンカ：最近流行の？

レックス：英雄譚？

ベネット：て、まさか……。

ＧＭ：「クラン＝ベルの四英雄だよ」

一同：げーっ！




　おもむろにテーブルの上に『アリアンロッド・リプレイ』四冊さつを並ならべるＧＭ。このプレイヤーの反はん応のうが見たくて、今回のシナリオを組んだのだ。

　とゆーことで、今回のシナリオは『アリアンロッド・リプレイ』を参照しながらご覧下さい（笑）。




ＧＭ：「それで、さっきケガしたのがシグ役とフェルシア（＊）役の役者なんだよ。それから、もともとベネット役も事情で舞台に立てなくなってね」
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レックス：（自分を指さしながら）シグ役？

ビアンカ：（自分を指さしながら）わたしがフェルシア役？

ベネット：（やはり同じように）ベネット役……って、本人でやんす！（一同笑）

ＧＭ：それが狙ねらいだ。だから、わざわざベネットで参加してもらったわけ（笑）。

ビアンカ：ということは、さっきの女じよ性せいがアム役ですね。銃じゆうを持っていたみたいですし。

ＧＭ：「ちなみに発表会は四日後だから。もうあまり時間がない」

レックス：まぁ、そういうことなら仕方ないか。ビアンカくんの先輩でもあるし。

ビアンカ：責せき任にんはこちらにもありますしね。

ベネット：ベネット役なら任まかせるでやんす。なにせあっしこそ、正しよう真しん正しよう銘めい、本物の四英雄ベネット様でやんす。

一同：はいはい（笑）。

ＧＭ：「彼かの女じよ、本物のベネットさんなんですか？」

レックス：彼女は心から役に成りきるタイプなんだよ（一同笑）。

ＧＭ：「なるほど、もしかしたら役者に向いているかもしれませんね」

レックス：そうだろう、そうだろう。

ＧＭ：「セリフとかは舞ぶ台たい裏うらからなんとかしますので、よろしく頼たのむよ」

ビアンカ：分かりました。

レックス：まかせてくれたまえ。

ベネット：（悲しそうな声で）やっぱり、誰だれも信じてくれないでやんす。





（＊）フェルシア　シグ同様、〝クラン＝ベルの四英雄〟のメイジ。『アリアンロッド・リプレイ』シリーズのＰＣのひとり。









◆Middle 02◆狙われた劇




　こうしてなぜか舞台に立つことになった三人。しかもベネットにいたっては、自分自身の役を演えんじるという不思議な状じよう況きように（笑）。

　だが、そんな三人とは関係なく、すでに事じ件けんは裏で進行していたのだった。




ＧＭ：さて、シーンは変わって夜。ひととおり学園内を案内されて休きゆう憩けいしている時、学長に呼よびだされる。

ビアンカ：学長ですか？　んー、学長苦手なんですよ。

ベネット：なんで？

ビアンカ：ムーンスター芸団に入らずに冒ぼう険けん者しやになったからですよ。

レックス：まぁ、そんなに気にすることはないだろう。ちょうどいい機会だから、挨あい拶さつしておいた方がいいんじゃないか？

ビアンカ：そう、ですね。

ＧＭ：では、学長室の扉とびらの前です。

ビアンカ：扉をノックします。

ＧＭ：「お入りなさい」優やさしそうな女性の声が聞こえてくる。

ビアンカ：失礼します。扉を開けて、中に入ります。とっても緊きん張ちようしています。

ＧＭ：部屋の中には、60歳さいくらいのヒューリンの女性が机つくえに向かって座すわっています。おばさん、というよりはおばあさんといった感じですね。優やさしい笑顔を浮うかべていますが、その瞳ひとみには鋭するどさが見みえ隠かくれしています。ちなみに名前はクリスティーナ。

ベネット：「く」が来たでやんすよ。これでＮＰＣはあと七人でやんす（笑）。

ＧＭ：こらこら（笑）。

ビアンカ：ごぶさたしています、学長。

ＧＭ：「お久ひさしぶりですね、ビアンカ。外の世界はどうですか？」

ビアンカ：楽しいです。この学校で学んだことをいろいろと実じつ践せんできますし。

ＧＭ：「そうですか。それはなによりです。そうそう、コーディーから聞いたのですが冒険者になったとか」

ビアンカ：はい、そうですが……。

ＧＭ：「ちょうどよかった。冒険者であるあなたに、仕事をひとつお願いしたいのです。ちょうど学園内にしばらく逗とう留りゆうするようですし」

ビアンカ：仕事、ですか？

ＧＭ：「実はこの学園で事件が起こっているのですよ。一いち応おうすべて事じ故こということにしていますが、私にはなにか裏で大変なことが起こっているような気がしてなりません」

レックス：劇で事故というと、天てん井じようからライトが落ちてきたりするわけだな（笑）。

ＧＭ：「さすがにそんなミステリーみたいなことは起きていませんが、まぁ似にたようなものです。その事件を解かい決けつしていただきたいのです。もちろんただの事故ということであれば、それはそれでかまいません。真相を突つき止とめていただければと思っています」

レックス：（耳打ちするように）ビアンカくん、私はその手の頭を使うことが苦手なんだが（一同笑）。

ビアンカ：いえ、社長はどっしりとかまえていれば、それでいいですから（笑）。

レックス：そうか。じゃ、よろしく頼むよ（一同笑）。

ベネット：自じ慢まんじゃないが、あっしも頭を使うことは苦手でやんす（笑）。

ＧＭ：「なにか言いましたか？」

ビアンカ：いえ、なにも言ってません。

ＧＭ：「……そうですか。では改めて神しん殿でんからの依い頼らいということで、書類は回しておきますので、よろしくお願いしますよ」




　ここでクリスティーナ学長から事件のあらましの説明を受ける三人。それでは、そのタイムラインを並ならべてみよう。

　なお、分かりやすいように発表会を当日としている。




現げん在ざいの情じよう報ほう

　六日前：殺陣たての練習でカインが死し亡ぼう

　五日前：キャシーが何者かに襲おそわれる

　四日前：役者が大ケガを負う（笑）

　三日前：

　二日前：

　前　日：

　当　日：発表会




ＧＭ：こんなところかな。

ビアンカ：カインって誰？

ＧＭ：元エイジ（＊）役の男だん性せい。劇の練習中に死亡したとのことだ。なんでも練習用の剣けんが本物の剣にすり替かわっていたらしい。
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ベネット：なんだか、推すい理り物っぽいでやんすよ。

ＧＭ：だから、殺人事件だっていっているだろうが（笑）。

レックス：じゃ、キャシーは？

ＧＭ：ベネット役の女性。宿しゆく舎しやで何者かに襲われたらしい。今は学校ではなく、ヒーラーの診しん療りよう所じよでケガの治ち療りようを行なっているらしい。

ベネット：むむむっ！　これは、第三の事件も偶ぐう然ぜんではないでやんすよ（笑）。

ビアンカ：第三の事件？

ベネット：何者かに生徒たちがケガさせられた、あの事件でやんす。




　オープニングフェイズを参照のこと（笑）。




レックス：第三の事件については目をつぶってくれ────っ！（一同笑）

ビアンカ：それよりも、これはわたしたちの身の潔けつ白ぱくを証しよう明めいするいい機会ですね。

レックス：うぉーっ！　だから済すまなかったと言っているだろう。私の良心が痛いたむから、なんども繰くり返かえさないでくれよ。チャンピオンの胃に穴あながあいたらどうするんだ（一同笑）。

ＧＭ：チャンピオン、胃い潰かい瘍ように倒たおれるか。

ベネット：ずいぶんと弱いチャンピオンでやんすねー。





（＊）エイジ　『アリアンロッド・リプレイ』シリーズのＰＣのひとりにして主人公。彼の仲間たちが、〝クラン＝ベルの四英雄〟と呼ばれている。エイジが四英雄と呼ばれてない理由は……ぜひリプレイを読んでいただきたい。









◆Middle 03◆犯人を捜せ

───発表会三日前（昼）




　そして翌よく日じつ。

　ベネット、レックス、ビアンカの三人は、いよいよ劇の練習に参加することになる。それと共に事件の真相を探さぐり、もし事件の黒くろ幕まくがいるならば捕つかまえなければならないのだ。




ＧＭ：さて、発表会の三日前。三人は練習場に連れていかれます。観音開きの扉をコーディーが開けると、その中にはＭＥＡの制せい服ふくを着た学生たちが、劇の練習に勤いそしんでいる。




　ＭＥＡの制服は東京都の佐久間詔子さんのデザインが採さい用ようされました。なお、『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』の第二巻かん『ノエルと翡ひ翠すいの刻こく印いん』では、佐さ々さ木きあかね先生が描えがき起こしたイラストが掲けい載さいされていますので、そちらもぜひご覧下さいませ。




ＧＭ：「みんな、聞いてくれ。昨日も話したが、今日から練習に参加することになったビアンカ、レックス、ベネットだ」と、三人を紹しよう介かいする。

レックス：（頭を下げながら）今回は我われ々われが大変ご迷めい惑わくをおかけしました。

ＧＭ：と、学生のひとりが「そんなに気にするなって。間ま違ちがいは誰にでもあるもんだぜ」

ベネット：そうでやんすよ、はっはっは。

レックス：いきなりタメ口かよ（笑）。

ＧＭ：年ねん齢れいはまちまちだからね。普ふ通つうの学校と違ちがって、入学に年齢制せい限げんはないし。ということは、先に入学していた方が先輩ということになる（笑）。

レックス：それはそうだが。年上はある程てい度どは敬うやまうべきだと思うぞ。

ビアンカ：ちなみに劇に参加する人は全員いるの？　できれば、ひとりひとりの情報を知りたいんですけど。

ＧＭ：ＯＫ。では、まず最初にヒューリンの女性がキミたちの近くまでやってくる。「冒険者だったらあそこで助けに入るのは当然だからな。あんまり気にすることはない」

ビアンカ：アム役の女性ですね。お名前をお聞きしましょう。

ＧＭ：「私の名前か？　アルティ……いや、アルトだ」

レックス：ん？

ベネット：なんだか偽ぎ名めいっぽいでやんすね。もしかして怪あやしい？

ビアンカ：アルトはヒューリンだよね？

ＧＭ：そうです。「私も部外者みたいなもんだからな。よろしく頼む」

レックス：部外者？

ＧＭ：「アルトさんは冒険者なんだ。今回の劇で殺陣の指南役として協力してもらっている」と、コーディーが説明してくれる。

ビアンカ：それがなぜアム役を？

ＧＭ：「アム役のエリーが急に役を降おりたいと言ってきてね。仕方なくアルトさんに代役をお願いしたんだよ」

ベネット：ますます怪しいでやんす。

ＧＭ：さぁ、どうでしょう。あとはこんな感じですね。もちろん、これ以外にも人はいるけど、シナリオには関係ないということで（笑）。




アルト

　ヒューリン。19歳の女性。冒険者。劇における殺陣の指南として協力している。しかし、アム役のエリーが役を降おりたため、急きゆう遽きよエリーの代役として舞台に立つことになった。




イワン

　ヒューリン。17歳の男性。エイジ役のＭＥＡの学生。もともとはエイジ役ではなかったのだが、カインが事じ故こ死ししてしまったため、エイジ役に抜ばつ擢てきされた。武ぶ器きを扱あつかうのが得意。




ウサーマ

　ドゥアン。17歳の男性。照明、演えん出しゆつ担たん当とうのＭＥＡの学生。魔ま術じゆつを使用することができるため、照明や演出を務つとめている。




エリー

　フィルボル。16歳の女性。音楽担当のＭＥＡの学生。元アム役であったが、本人の希望により、役を降りることになった。楽器演えん奏そうや歌が得意。




オイゲン

　ネヴァーフ。25歳の男性。小道具、大道具担当のＭＥＡの学生。小道具の管理もオイゲンが行なっている。錬れん金きん術じゆつを学んだことがある。




ケント

　ヒューリン。38歳の男性。ムーンスター芸団の花形役者。劇の演出や指し導どうを行なっている。発表会ではガイア＆ディアネッド役として協力することになっている。




ＧＭ：こんな感じですね。

ベネット：「か」と「き」と「く」がいないでやんす。

ＧＭ：ちゃんと説明を聞けって。カイン、キャシー、クリスティーナがいるだろう（笑）。

ビアンカ：あれ、コーディーの担当は？

ＧＭ：えーっと、どうしようかな。そうだ、コーディーは監かん督とく兼けん脚きやく本ほん。だから、舞台には立ちません。

ベネット：怪しいでやんす。

ＧＭ：アドリブでシナリオに登場したＮＰＣが怪しいと言われても困こまるんだが……。

ベネット：いや、前にそんなシナリオをプレイしてるんですよ。いい加か減げんな名前をＧＭがつけた振ふりして、実はそいつがラスボスだったという（笑）。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ。今回はそんなことはないから。さて、今日の練習はウンディーネの神殿のシーン。リプレイでいうと、第一巻の『銀の輪の封ふう印いん』だ。

ベネット：ちょっと、待つでやんすよ。それだとあっしの出番がない（一同笑）。




　ベネットが登場したのは第二巻『闇色の血の騎き士し』（正せい確かくには番ばん外がい編へんの『死者の花はな嫁よめ』）からである。したがって、第一巻ではベネットはまだいないのだ。出番がないのも当然である。




ＧＭ：ベネットは待機（笑）。でも、その時間を利用して、ベネットは誰だれかひとりと話をすることができる。

ビアンカ：なるほど。こうやって発表会までの間に、いろんな人から話を聞いて犯人を捜さがすというわけですね。

ＧＭ：そのとおり。ちなみに、このシーンで聞けるのはひとりだけ。次のシーンからは、発表会の日まで、劇の練習シーンと情報収しゆう集しゆうシーンを交こう互ごに行なっていく。練習と情報収集で一日と考えてもらえばいいかと。ただし、練習シーンでは情報収集はできない。このシーンだけ特別ということで。

レックス：ということは、三回情報を集めることができるのか。

ＧＭ：そういうこと。くわしくは、次のシーンで説明するよ。さて、ベネットは誰に話を聞きに行く？

ベネット：誰がいいかなぁ。

ビアンカ：まずは最初の事件の関係者ってところじゃないですか？

レックス：まぁ、妥だ当とうな線かな。まだまだ何も分からないわけだしな。

ベネット：じゃあ、オイゲンに話を聞きに行くでやんす。

ＧＭ：了りよう解かい。では、オイゲンは舞台の裏の方で小道具の整理を行なっている。「急に舞台に立つことになったんだって？　とんだ災さい難なんだったな」

ベネット：それほどじゃないでやんす。で、オイゲンさんは小道具を担当しているんでやんすよね？

ＧＭ：「ああそうだよ」

ビアンカ：（神しん妙みような顔になって）カインさんの事故の時も小道具の搬はん入にゆうはオイゲンさんが？

ＧＭ：「いや、普ふ段だんはそうなんだけどな、あの日はちょっと熱を出して休んでいたんだよ。そんな時にあの事故が起こってしまってな。まったく、いつ真しん剣けんが紛まぎれ込こんだのやら」

ベネット：オイゲンは事故だと思ってる感じなんですか？

ＧＭ：そうみたいだね。

ベネット：ちなみにカインさんを斬きっちゃった人は誰なんでやんすか？

ＧＭ：「確たしか、イワンじゃなかったかな。まぁそんな彼がエイジ役になるとは、運命とは皮肉なもんだな」

ベネット：イワンが怪しいでやんす（笑）。

レックス：ベネットにとっては、出てくる人物みんな怪しいようだな。

ビアンカ：まぁ、重要な情報を手に入れたということでいいんじゃないですか？　オイゲンは容よう疑ぎ者しやから外してもいいかと思います。

レックス：そうだな。しかし、ちょっと気に入らんぞ。

ビアンカ：何がですか？

レックス：劇の練習のシーンのはずなのに、私たちが目立っていないじゃないか。

ＧＭ：何かやりたいことがある？

レックス：もちろん。（真面目な顔をして）おーい！　すばらしいチェインメイルを見つけたぞ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：そこかいっ！

ビアンカ：いいなシグはセリフが多くて。フェルシアはセリフが少ないから。

ＧＭ：ほっといてくれ（笑）。




　ちなみにフェルシアは、今回のＧＭである久く保ぼ田たのキャラである。




ベネット：あっ、そのシーンのあとなら、シグの頭の上に妖よう精せいをのっけないと。妖精の人形を角に結びつけるでやんす。

レックス：じゃあ、その人形をブラブラさせながら、チャンピオンであるこの私がなんでこんなことを……と、文もん句くを言ったりして（笑）。

ビアンカ：次は……。




　こうしてしばらくの間、リプレイ第一巻の模も様ようが繰くり広ひろげられた。ある意味で思った以上に効こう果か的てきだったようである。なんていうか、プレイヤーの三人、ノリよすぎ（笑）。







◆Middle 04◆四英雄の悪夢

───発表会三日前（夜）




　一日目の練習は何事もなく終わった。そして、本ほん格かく的てきな調ちよう査さが始まる。




ＧＭ：さっきも言ったとおり、次は情じよう報ほう収しゆう集しゆうのシーンです。それぞれのＰＣが、一回ずつ情報を集めることができる。

ビアンカ：どうやって情報を集めるの？

ＧＭ：情報を集める方法はふたつあります。ひとつは直ちよく接せつ誰だれかに会って話を聞く方法。この場合、特に判はん定ていはいりません。ただし、その人が知っていることしか教えてくれませんし、自分に不利になることは基本的に教えてくれません。

レックス：なるほど。

ＧＭ：もうひとつは、ＭＥＡ内のいろんな人に聞きき込こみをする方法。こちらは判定が必要となります。この時、情報収集できるようなスキルも使用可か能のうです。

ビアンカ：判定に使う能のう力りよく値ちは？

ＧＭ：この能力値で、こういうふうに情報収集します、と宣せん言げんしてください。説得力がある、あるいは面白ければ採さい用ようしますよ。

ベネット：面白ければいいのか。

ＧＭ：面白ければいいんです（笑）。では、ひとりずつどうするか宣言してください。順番もおまかせします。




　さっそく相談し始める三人。先に話を聞く方がいいのか、それとも情報を集めてから聞きに行くのがいいのか。そして、誰だれについて調べるのか。

　意見はなかなかまとまらない。




ビアンカ：とりあえず、わたしが情報収集しようと思うんですよ。情報収集用のスキル持っているのわたしだけだし。

レックス：となると、ベネットと私わたしで誰かに話を聞きに行くという感じか。どちらもその手の判定は失敗しそうだからなぁ。

ベネット：そうでやんすなー。

ＧＭ：最初からあきらめてるし（笑）。で、誰に聞きにいきます？

ビアンカ：やっぱり、イワンについて調べます。まずは最初の事じ件けんについて調べましょう。

レックス：いいんじゃないかな。

ベネット：任まかせるでやんす。

ビアンカ：では、イワンについて調べます。《エグザマイン》でダイスが一個こ増ふえますから（＊）……（ダイスを振ふる）12！　【知力】を加えて17です。

ＧＭ：それなら二個こ目めの情報まで分かりますね。

ビアンカ：二個目？

ＧＭ：達成値によっていくつ情報が入るかが決まるんですよ。ちなみに手に入る情報は一個か二個こですから、今回はすべて手に入れたことになります。

レックス：やるじゃないか、ビアンカくん。

ＧＭ：さすが元セージといった感じですか。さて、イワンについて聞くと、どうやらカインとはいわゆるライバル関係。

ベネット：おっ！

レックス：いきなり当たり？

ＧＭ：のようなものだったんですが、お互たがいの芸を認みとめ合っていて、カインがエイジ役に決まってからは彼かれを応おう援えんしていたようですね。

ビアンカ：なるほど。

ＧＭ：たとえば芸についてアドバイスするとか、セリフ合わせを手伝っていたりとか、そういうことをしてたらしい。

レックス：イワンはシロのようだな。

ベネット：これはアレですよ。実は全部私がやりましたという遺い書しよを無理やり書かされたあげく殺されてしまう、そういう役ですよ、イワンは（笑）。

ビアンカ：これでわたしの行動は終わり。

ＧＭ：あとふたりはどうする？

レックス：エリーに話を聞きに行こうかな？

ＧＭ：（なんでいきなりエリーなんだ？）エリーに話を聞きに行くと。えっと、エリーは音楽担たん当とうのフィルボルの女の子だね。

ベネット：元アムでやんすね。

ＧＭ：では、エリーの部屋。「こんな夜にどうしたんですかぁ？」

レックス：実は今回のことでいろいろ調べていることがあってね。

ＧＭ：「もしかして、あの事じ故このことですか？　あっ、学長に頼たのまれたんですね」ちょっと興きよう味み津しん々しん。

レックス：あれ、意外だな。

ＧＭ：いや、バード志し望ぼうだから。事件とか伝説とか好きなんですよ。

レックス：まぁ、そういうことなんだよ。まだ、情報を集めている段だん階かいでね。もし何かあったら私に教えて欲ほしいんだ。

ＧＭ：「別にかまいませんよぉ。あたしで分かることであればですけど」

レックス：じゃあ、いろいろとエリーに他の人の話を聞きつつ、そういえば、せっかくのアム役を降おりたんだってね、と話を振ふってみよう。

ＧＭ：「実はですねぇ。二週間くらい前かな。なんかこう夢ゆめ見みが悪いというか、なんかいやな夢を見るようになったんですよぉ」

レックス：夢？

ＧＭ：「内ない容ようはよく覚えていないんですけど。で、なかなかセリフとか覚えられなくて、残念だったんですけど役を降ろさせてもらったんですよぉ」

レックス：役を降りたのはいつ？

ＧＭ：「一週間くらい前ですね」

ビアンカ：これはシャーマン（＊）が犯はん人にんですよっ！

ベネット：『トラベルガイド』で追加されたクラスでやんすね。確かキルディア共和国の地域クラス……。

レックス：キルディアっていうとドゥアンか……ん？　わ、私は違ちがうぞ。第三の事件の犯人は私かもしれんが（一同笑）。

ビアンカ：当たり前です。えっと、ドゥアンは……（メモを確かく認にんする）。

一同：ウサーマ！

ビアンカ：きっと《デイメア》を使って、悪夢を見させたんですよ。




《デイメア》

　悪夢を見せて、ダメージを与あたえるシャーマンの魔ま術じゆつ。しかし、なぜそこまで断だん言げんするビアンカよ。




ＧＭ：エリーはそんなところでいいかな。最後はベネット。

ベネット：ふっふふふ。ついにあっしの交こう渉しよう術じゆつを見せる時がきたでやんすよ。ということで、キャシーに話を聞くために診しん療りよう所じよに忍しのび込こむ。

ＧＭ：忍び込む？

ベネット：話を聞きにきたでやんす。あんたがキャシーさんでやんすな？

ＧＭ：「だ、誰ですか？」

ベネット：ふふふ。光あるところに影かげがあり、影あるところに光あり。あっしはあんたの代役になったベネットという奴やつでやんす。奴？　違う、ベネットというものでやんす（笑）。

ＧＭ：「え、え、あ、え？（何を言いたいのか分からずうろたえている）」

ベネット：ベネット役のベネットでやんす。

ＧＭ：「あ、ベネット役の方ですか」

ベネット：もうそこは開き直ったでやんすよ。あんたはべネット役に対してどういう意い気き込ごみかと問いつめる（笑）。

ＧＭ：そうすると彼かの女じよの中のベネット像ぞうというのを語ってくれるわけですが……どういうのがいい？（笑）




　お互いのベネット像について語るベネットとキャシー。だが、けっきょくキャシーに本人であると信じてもらえないベネットであった（笑）。

　そして、キャシーから聞き出した情報は次のとおりである。




・キャシーはアルトの部屋から出てくる時に刺さされた。

・キャシーがアルトの部屋にいたのは、台本を忘わすれてきたアルトがキャシーに取ってきてくれるように頼たのんだからである。

・キャシーのケガは小型の刃は物ものによるもの。そのナイフは証しよう拠こ品ひんとして残されている。しかし、その凶きよう器きに比くらべて傷きずは深すぎる。

・キャシーは犯人の顔を見ていない。




ＧＭ：それでは相談タイムどうぞ。

ビアンカ：けっこう、重要な情報を得ましたね。

ベネット：それなり、それなり。

レックス：キャシーはアルトと間ま違ちがえられて刺されたという可か能のう性せいもありそうだな。

ビアンカ：ちょっと『トラベルガイド』見せて？　（シャーマンのスキルを見ている）これですよっ！　《ピアシングペイン》。このスキルで大きな傷をキャシーに与あたえたんですよ。




《ピアシングペイン》

　呪のろいによって痛いたみを増ぞう大だいさせるシャーマンの魔術。




ベネット：なるほどー。

ビアンカ：ドゥアンでメイジってあたり、ウサーマが超ちよう怪あやしいですよ。

ベネット：とりあえずアルトとウサーマはそれなりに臭くさいということで。





（＊）ダイスが一個増えますから……　『スキルガイド』によって、《エグザマイン》はダイスが二個増やせるように変更されている。

（＊）シャーマン　エリンディルの地域クラス。普通の魔法とは異なり、呪いの力を使う魔法使い。









◆Middle 05◆姿なき妨害者

───発表会二日前（昼）




　ＧＭはとても焦あせっていた。

　あまりにもビアンカの指し摘てきが的てき確かくであったからだ。そう、賢けん明めいな読者のみなさんならお分かりであろう。

　まさか一日目の情報収集で、犯人を言い当てられるとは思っていなかったのだ。

　だが、もちろん途と中ちゆうで犯人がばれることは想定してシナリオを作ってあるので、なんの問題もない。ただ、ここまで的確に推すい理りしてくるとは予想していなかったのだ。というか、なぜそこまでシャーマンのスキルを覚えているのか。

　安達洋介あだち・ようすけ氏──。なかなかあなどれない男である（笑）。




ＧＭ：では、発表会二日前の練習シーン──ウェルチを助けに行く塔とうのシーンです。

ベネット：おお、そんなシーンもありましたな。ついにあっしの出番でやんす。

レックス：今回、ベネットの出番があるのか？（笑）

ＧＭ：どうだっけ？　えーっと……（リプレイをパラパラとめくる）いた、いた。

ベネット：当たり前でやんす！

ＧＭ：すまん、すまん（笑）。で、大道具としてバックに塔があって、沼ぬまのシーン。

ベネット：沼？　ふふふ、懐なつかしいでやんすな。あの時のあっしの活かつ躍やくを思おもい浮うかべるでやんす。

ＧＭ：何したっけ？

ベネット：何したっけな？（一同笑）

ＧＭ：シグが頭の上の妖よう精せいを投げていたような気がする。

レックス：じゃあ人形を、うりゃあああ！　と、気合を込こめて投げつけたりとか。

ＧＭ：「もっと手て加か減げんして投げてくれ。人形が壊こわれちまう」と、オイゲンが（笑）。

ビアンカ：わたしのセリフって《ファイアボルト》しかないんでしょうか？

ベネット：そんな気もする（笑）。

ＧＭ：他に何かやっていた気も……なんかやったっけ？（一同笑）　まあそんな感じで練習が進んでいく。と、ここで第四の事件が発生！　書かき割わりの塔が倒たおれてくるぞっ!!

ベネット：げっ！

ＧＭ：誰かが「あぶない！」という声をあげる。一いち応おうみんながバーっとバラバラに逃にげているんですが、ここで【感知】でチェックしようか。

レックス：（ダイスを振る）おりゃー！　11。

ビアンカ：低い。９です。

ベネット：13でやんす。

ＧＭ：10以上はレックスとベネット？　じゃあ、そのふたりはアルトだけ逃にげ遅おくれているのが目に入る。

レックス：危あぶない、アルト君、ダッダッダッダ。かばいに行く。今こそ《カバーリング》（＊）の時だっ！

ＧＭ：では、アルトをかばうためにレックスが書き割りを受け止めるという感じでいい？
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レックス：あっ！

ＧＭ：ん？

レックス：《カバーリング》のＭＰは減へらしたほうがいいですか？（一同笑）

ＧＭ：（きっぱり）減らしてください。

レックス：やっぱり減らすのか（笑）。だが、スキルなんてキャラクターの演えん出しゆつのためにあるものだっ！　ここでアルトを守らなくてどうするーっ！

一同：社長が燃もえているっ！（笑）

ＧＭ：では、書き割りのダメージ４Ｄ６が２回分、レックスに行くぞっ！

ベネット：４Ｄ？　書き割りの殺意高すぎるでやんす（笑）。

ＧＭ：それだけ書き割りが巨きよ大だいということで（笑）。ダメージは……（ダイスを振る）18点。

ベネット：社長ーっ！

レックス：物理防ぼう御ぎよ力りよくが13なので、ＨＰダメージは５点だっ！

ＧＭ：それが二回分ね。

レックス：ウォー、10点もくらっちまった。

ビアンカ：残りのＨＰは？

レックス：84点（笑）。

ビアンカ：それでも、わたしの二倍以上あるのね（笑）。

ＧＭ：で、大だい丈じよう夫ぶかと言いながらみんながわらわらと……あっ、近づけないじゃん。書き割りが倒れてるから（笑）。

レックス：では、よっこらしょっと書き割りを片かた手てで持ち上げる。

ＧＭ：片手で？

レックス：そのとおり。そしてもう片かた方ほうの手でアルトをかばっているのだよ。無事だ、みんな。心配ない。

ＧＭ：「おおお[image: ][image: ][image: ][image: ]」

ベネット：これがチャンピオン・レックスの力でやんすっ！

レックス：アルト君、怪け我がは無いかね？

ＧＭ：「あ、ありがとう」

ビアンカ：あ、好感度が上がった。

ベネット：ピンピロリン（笑）。

レックス：なんだ？　そんな目で見てもなにもでないぞ（笑）。

ＧＭ：「いや、意外だったから」

レックス：意外？　何がだい？

ＧＭ：「いや、本当に冒ぼう険けん者しやだったんだな」（一同笑）

レックス：なんだね、私の腰こしの低さにだまされていたのかね。

ＧＭ：「いや、そういうわけじゃないけど。とにかく礼を言わせてくれ。ありがとう」

ビアンカ：でも、冒険者のあなたが、この程てい度どのものを避さけられないんですね。

ＧＭ：するとアルトは苦笑いを浮うかべながら「そう、責めないでくれ。私だって書き割りが倒れてくるのは判わかったんだが、急に足が動かなくなってな」

ビアンカ：足が？　えーっとシャーマン、シャーマン（笑）。回かい避ひ判定のダイスを減らす《タングル》か、移い動どう力を減らす《スタンブル》かな。

ベネット：ちなみにばっと見回して、ウサーマはいるでやんすか？

ＧＭ：もちろんいるよ。

ビアンカ：それはいるか……。でも、この状じよう況きようじゃ特定できませんしね。身体にタトゥーがあれば、間ま違ちがいないと思うんですけど。

レックス：埃ほこりまみれになってしまったな。ウサーマくん、いっしょにドゥアン同士、風ふ呂ろにでも入りに行かないか？

ＧＭ：言うの？（笑）

レックス：もちろん（一同笑）。

ＧＭ：すげー怪しいんですけど（笑）。ウサーマは「いや遠えん慮りよする」と言いますよ。

ビアンカ：よし。ウサーマが犯人ですよ。これで決定ですよ（笑）。

ＧＭ：というか、そんなこといきなり言われたら断ことわるって。胡う散さん臭くさそうな目でレックスを見てるよ、こっちも。

ベネット：そういう趣しゆ味みはないですから大丈夫でやんすよ（笑）。

レックス：でなきゃ、女ふたりと旅をしているはずがないじゃないか。

ベネット：女ふたりが無事だってことは、しかし逆ぎやくに言えば……（笑）。

ビアンカ：なんですって！（笑）

レックス：そんな趣味はないっ！（爆笑）





（＊）《カバーリング》　ウォーリアのスキル。他のキャラクターをかばうことができる。









◆Middle 06◆怪しいウサーマ

───発表会二日前（夜）




　犯人をウサーマだと推すい測そくしている三人。だが、いまだその動機が分からない。どうやらアルトが関係していそうだと考えるが……。




ＧＭ：二回目の情報収集シーンだ。

ビアンカ：ここはもう決まりですね。ウサーマについて調べるしかないでしょう。（ダイスを振る）16です。

ＧＭ：ウサーマは、つい最近ＭＥＡに入学したようですね。半月ほど前です。

ビアンカ：ということは、エリーが悪夢を見始める前？

ＧＭ：ほぼ同じ時期です。あとは、身体にタトゥーを彫ほってあるのを見た人がいました。

レックス：ビンゴだ！

ベネット：では、さっそく社長がウサーマを学園の屋上に呼よび出だして、あっしがビルの上から四〇メートル先のウサーマを狙ねらうっていうことで（一同笑）。

ＧＭ：どこの暗殺者だっ！

レックス：まぁ、狙そ撃げきは冗じよう談だんとしても、いいのか？　こんなに早く？

ビアンカ：早い段階で問とい詰つめちゃうのもありかもしれないよ。

ベネット：まあ、裏うらがあるならあるで、その時はその時でやんすよ。

ビアンカ：説得力があるんだか、ないんだか（笑）。

レックス：じゃあ、ウサーマに会いに行ってみますか。ん？　待てよ、私がひとりで会いに行っちゃうんですか？

ＧＭ：別にベネットと一いつ緒しよでもいいよ。ただし、情報収集が一回減へるけど。

ベネット：もしハズレでもフォローは利くはず。利かなかったら利かなかった時に考えるということで（笑）。

レックス：よしっ！　ウサーマに会いに行ってみるか？

ベネット：行くでやんす。

ＧＭ：ウサーマに会いに行きますか？

レックス：ウサーマに会いに行きます。

ビアンカ：大丈夫、社長だったらウサーマなんかに負けませんよ（笑）。

レックス：よし、ベネットくん！　行くぞー。

ベネット：おーっ！

ＧＭ：では、ふたりでウサーマの部屋に行くということで。しかし、ウサーマの部屋には灯りがついてません。どうやら留る守すにしているようです。

ベネット：逃にげられたでやんすか。

レックス：いや、もしかすると中で死んでいるパターンかもしれない。

ベネット：ああ、どっちかっていうと殺人事件の定番の方か（笑）。

レックス：その場合、ここで我われ々われがぬれ衣を着せられそうな気もするが……（ドアをノックする）ドンドンドン。

ＧＭ：返事はありません。

ベネット：扉とびらは開きます？

ＧＭ：もちろん鍵かぎが掛かっている。

ベネット：ふっふふ。あっしの出番でやんすね。こう見えても、あっしはクラン＝ベルの……。

レックス：いいから、早く鍵を開けてくれ。シーフなんだろう？

ベネット：しくしくしく（一同笑）。（ダイスを振る）そして、ここでクリティカルを出すあっしがいるでやんす（笑）。




　しかし、ウサーマの部屋に特に何かあるわけではなく、レックスたちは何も情報を得ることができなかった。

　だが、彼らはここで致ち命めい的てきなミスをひとつおかしていたのである。

　鍵を掛かけ直さなかったのである（笑）。




現在の情報

　二週間前：ウサーマがＭＥＡに入学

　　　　　　エリーが悪夢を見始める

　一〇日前：エリーがアム役を降りる

　六日前：殺陣たての練習でカインが死亡

　　　　　オイゲンは休んでいた

　五日前：キャシーが何者かに襲われる

　四日前：役者が大ケガを負う（笑）

　三日前：特になにも起こらず

　二日前：舞ぶ台たいの書き割りが倒れてくる

　　　　　ウサーマが行方不明

　前　日：

　当　日：発表会







◆Middle 07◆アルト暗殺計画

───発表会前日（昼）




ＧＭ：ついに発表会の前日です。

ベネット：ウサーマはいるでやんすか？

ＧＭ：いませんね。

ビアンカ：コーディーに聞いてみましょう。ウサーマさんは今日休みですか？

ＧＭ：「部屋に行ったんだけど、どうやらいないらしい。困こまるんだよな、明日は発表会だっていうのに」

ベネット：ウサーマはどこに行ったでやんすかね？

レックス：もしかすると、私わたしたちが追っていることがばれたのか？




　鍵かぎを掛け忘わすれたからだ。それに風ふ呂ろに誘さそうのは怪あやしすぎです（笑）。




ビアンカ：でも、現げん状じようでウサーマを押おさえる術は無いですよ。それにわたしたちまで練習に参加しないわけにはいかないですし。

レックス：この劇げきを成功させるのも我われ々われのミッションのひとつだしな。

ＧＭ：そういうことだね。さて、いよいよ練習もクライマックス間近。クラン＝ベルの神しん殿でんの地下のシーンだ。

ベネット：ほほう。ここはあっしが活かつ躍やくする場面でやんすね。ボスキャラ倒たおすぜーと言いながら……。

ＧＭ：ん？　そうだっけ？

ベネット：ちょっと待ってくださいよ、ゆーらさん。ここはあっしが唯ゆい一いつボスをしとめた、あのシーンですよ（笑）。

ＧＭ：（リプレイをパラパラとめくる）あ、ほんとだ！（一同笑）

ベネット：この脚きやく本ほんちょっと変でやんす！　ここはラスボスをベネット様が倒すところでやんすよ。

ＧＭ：「ここはもっとエンターテインメント性せいを重じゆう要よう視しするところだから、ベネットの場所ではないよ」と、コーディーが（笑）。

ベネット：そんな、存そん在ざいを否ひ定ていされたでやんす（一同笑）。

ＧＭ：で、妖よう魔まがアム、つまりアルトに攻こう撃げきする、というようなシーンがあるんですよ。ここで【感知】判はん定ていをどうぞ。

レックス：【感知】判定っ！　どぅあ！

ビアンカ：どう？

レックス：……５（一同笑）。

ベネット：こっちも微び妙みよう。12でやんす。

ビアンカ：仕方がありません。フェイトを１点使用して……（ダイスを振ふる）16です。

ＧＭ：どこかで魔ま術じゆつが使われた気配を、ビアンカだけかすかに感じる。

ビアンカ：狙ねらいはアルト？

ＧＭ：続けて再ふたたび魔術が使われ、アルトの足が捻ひねったかのようにカクッとなり、妖魔（役）の攻撃を避さけ損そこねる。

ビアンカ：《ピアシングペイン》！　それに《タングル》！　アルトに《プロテクション》（＊）を使用します。

ＧＭ：ご名答。魔術のターゲットは両方ともアルトだっ！

ビアンカ：（ダイスを振る）13に《エフィシエント》（＊）の６点が追加されて、19点までダメージを軽けい減げんします。

ＧＭ：妖魔（役）の武ぶ器きがアルトに当たるっ！　と思った瞬しゆん間かん、持っている武器が不ふ可か視しの壁かべに弾かれる。

ビアンカ：危あぶないところでしたね。フェイト使って正せい解かいでした。

ＧＭ：「ダメじゃないですか、本当に魔ま法ほう使っちゃ」とかコーディーが言ってきますが。もちろん誰だれも気づいてません。

レックス：ビアンカくん、君はちゃんと舞ぶ台たいを成功させようという心こころ構がまえが出来ていないんじゃないか？（一同笑）

ビアンカ：社長ー（笑）。

ＧＭ：しかし、アルトがビアンカに助け船を出します。「いや。今、魔法を使われた」

レックス：なんだって！　辺りを見み渡わたす。

ＧＭ：そうすると、黒い影かげがスススッと舞台のキャットウォークの方から消えていくのが見える。

ベネット：あそこでやんす！　とはいっても、追うのは難むずかしいでやんすね。

ＧＭ：相手はキャットウォークだからね。《フライト》（＊）とかで飛行状じよう態たいになれば、キャットウォークに登れることにしてもいいけど。あとは、他に何かアイデアがあれば。

ビアンカ：では、仕方ありませんわね。
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ＧＭ：周りの人たちが「もしかして今までの事じ故こも……」とか言っている。

ベネット：十中八九、犯はん人にんはウサーマでやんすね。

ビアンカ：どうする？　そのことをここで言う？

ベネット：言うと、演えん劇げきが止まっちゃったりしない？　あっしたちはふたつのミッションを受けていることを忘わすれてはならないのではないかと、思うでやんすよ。この〝クラン＝ベルの四英雄〟としては（笑）。

ビアンカ：社長、どうしましょう？　わたしは言ってしまった方がいいと思います。これ以上犠ぎ牲せい者しやを増ふやしたくありません。

レックス：社長的にはね……。

ベネット：社長的には？

レックス：どちらも丸く収めたいんで（一同笑）。

ビアンカ：日和ひより見み社長め（笑）。

ＧＭ：そうすると、コーディーが「ハイ、ぼさぼさしないっ！　劇を進めるよ」とかいって、全員を劇の方に集中させる。

ベネット：アレがリーダーの進め方でやんすよ。社長も見習いましょう。

レックス：さあみんな、ちゃんと劇に集中して（笑）。

ビアンカ：もう遅おそいって（笑）。





（＊）《プロテクション》　アコライトのスキル。受けたダメージを減らすことができる。

（＊）《エフィシエント》　セージのスキル。魔術の効果を上げる。

（＊）《フライト》　メイジのスキル。空を飛ぶための魔法。









◆Middle 08◆あなたは誰？

───発表会前日（夜）




　犯人をウサーマと断だん定ていした三人。しかし、まだなぜアルトが狙ねらわれているか分からない。それに、他の事じ件けんとの関係も不明のまま。そして発表会までの時間もない。

　すべての鍵はアルトにある。そう考えた三人はアルトの部屋へと向かった。




ＧＭ：さて、これで情じよう報ほう収しゆう集しゆうは最後になります。心残りのないように。

ビアンカ：先にアルトに話を聞きに行く人はお願いします。その結果で情報収集の判定をします。

レックス：では、アルトくんの部屋に話を聞きに行ってみようではないか。

ベネット：あっしも行くでやんす。ここでアルトが狙ねらわれないとも限かぎらないし。

ＧＭ：それでは、アルトの部屋。レックスがドアをノックすると、中からアルトが出てくる。「たぶん、来ると思っていた」

レックス：失礼するよ。しかし、今回は災さい難なんだったね。

ＧＭ：「まあ慣なれてるから」肩かたをすくめながらアルトは言う。

レックス：慣れてるから……って、え？（笑）　個こ人じん的てきに狙ねらわれるような憶おぼえがあるのかい？

ＧＭ：「あなたにそれを言う必要があるのか？」

レックス：そこはほら、君を庇かばってケガをした人間の言うことだよ（一同笑）。

ベネット：恩おんに着せたでやんす（笑）。

ＧＭ：「そうだったな」

ビアンカ：さすが社長っ！

ＧＭ：「分かった。でも、このことは誰にも言わないで欲ほしい」

レックス：黙だまってうなずく。

ベネット：社長の隣となりでコクコクうなずく。

ＧＭ：「とりあえず、冒ぼう険けん者しやなんてやってるが、実は……」

レックス：実はお嫁よめさんになりたいの、とか（笑）。

ＧＭ：誰が、誰の（笑）。

ベネット：そりゃ、もちろん命の恩おん人じんのでやんすね……。

レックス：私かっ！　よし、どんと来なさい。いつでも来なさい（笑）。

ＧＭ：来るかっ！　そうじゃなくてだな。えっと、なんだっけ？

ベネット：冒険者なんてやってるけど？

ＧＭ：あっ、そうそう。「私の名はアルトではない」

ベネット：やはり偽ぎ名めいでやんしたか。では、その真の名は？

ＧＭ：「私の本当の名前は──アルティアナという」

ビアンカ：アルティアナ!?
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レックス：ん？　誰？　名前だけ言われてもきょとんとした顔してるぞ。

ベネット：そりゃ、狙われてもおかしくないでやんすね。

レックス：そうなのか？　じゃあ狙われてるんだ（笑）。じゃあ劇当日まで君は危ない目にあうかもしれないわけだ。

ＧＭ：「そうは言っても、受けた仕事は最後までこなさないといけないからな」

レックス：うむ、それはいい心がけだ。分かった。及およばずながら私も君の身を守るのに力を貸かそう。

ＧＭ：「ありがとう。感かん謝しやする」

レックス：とはいえ、誰だれかに狙われてるって、どういうことだ？

ビアンカ：狙われる理由ありすぎですよ、この人（笑）。

レックス：ふむ、さっぱり分からないでいるけれども（笑）。

ＧＭ：「まさかこんなところで狙われるとは思っていなかったんだがな」

ベネット：そりゃ、そうでやんすな。

レックス：どうしよう。だんだんプレッシャーを感じ始めたぞ（笑）。真面目に誰だか分からない。ＰＣ的にもプレイヤー的にも（一同笑）。

ＧＭ：本当に分かっていなかったのか。てっきり、ロールプレイだと思っていた。誰か教えてあげなさい（笑）。それとも、【知力】判定してみる？

レックス：もちろん。たぁっ！　（ダイスを振る）……７？

ＧＭ：やっぱり知りません（一同笑）。

ビアンカ：仕方ないですね。もう、情報収集は必要ないでしょう。わたしがここで登場して、【知力】判定します。（ダイスを振る）16です。成功してます？

ＧＭ：成功してます。

ビアンカ：アルティアナ殿でん下か。神しん聖せいヴァンスター帝てい国こくの皇おう女じよ様ですね。

ＧＭ：「まぁ、そういう言い方もあるな」苦笑いを浮うかべるアルティアナ。

レックス：なんだってー！（一同笑）




　本当に分からなかったらしい（笑）。




レックス：それなら、狙われるのも当然というか、なんというか……。

ベネット：でやんすねー。

ＧＭ：「一いち応おう身分は隠かくしているつもりなんだけどな。私もこんなところで〝クラン＝ベルの四英雄〟のひとりに会えるなんて思っていなかったぞ」

ベネット：！　あっしは輝かがやいた目で、やっと信じてくれる人が出てきたでやんすー、と喜ぶ（笑）。

レックス：アルティアナ殿下の素す直なおな心につけこんで、騙だますのはよくないことだぞ。

ビアンカ：そうそうそう（笑）。

ベネット：皇女様、あいつらに言ってやるでやんす（笑）。

ＧＭ：「私が？　そのことを信じさせるのはあなたの役目ではないか？」

ベネット：そんな御ご無む体たいな（笑）。

レックス：いい加か減げん、詐さ欺ぎから足を洗あらいたまえ。

ベネット：詐欺なんてしてないでやんすよ。あっしが本物のベネットでやんす（笑）。

ビアンカ：まだ言ってるし。皇女様とは露つゆ知らず、数々の暴ぼう言げんをお許ゆるしください。

ＧＭ：「ここは宮きゆう殿でんではない。よって、私はただの一冒険者だ。気にすることはない」




　ここでアルティアナからいろいろと情報を聞き出す三人。その結果、彼かれらは次のように推すい測そくした。




・最初の事故は、エイジ役のカインをアム役のアルティアナがかばうシーンで起こった。つまり、最初から犯人はアルティアナを狙ねらっていた。しかし、劇に不ふ慣なれなアルティアナが演えん技ぎでミスしてしまい、その結果カインが殺されてしまった。




・ふたつの目の事件は、犯人が単たん純じゆんにキャシーをアルティアナと間ま違ちがえた。




・アルティアナをアム役に推すい薦せんしたのはウサーマであった。エリーに悪あく夢むを見せた理由は、エリーを役から降おろしたのちにアルティアナを舞台に上げ、そして事故にみせかけて殺すためである。




レックス：しかし、なんでウサーマにばれたんだろうなぁ。そうか、風呂に誘さそったのがいけなかったんだ（笑）。

ビアンカ：ウサーマのこと聞いて回りましたしね。

ベネット：みんなダメでやんすな。といいながら、あっしが部屋の中に飛とび込こんだんだけど。はっ！　そういえばあの時鍵かけずに出てきたような……。も、もしかしてあっしのせい？




　そのとおりである。




ビアンカ：アルティアナの暗殺が目的ということは、敵てきは〝竜の顎あぎ門と〟（＊）ですね。

ベネット：シャーマンで、暗殺者だと、間違いなく〝竜の顎門〟でやんすね。

ビアンカ：あの辺りのＮＰＣのイラスト描いたんで、よく憶えているんですよ（笑）。

レックス：しかし、イラストの仕事がこんなところで役に立つとは。

ＧＭ：というわけで、シーン終わりでいいかな。次のシーンはクライマックスフェイズになります。

ベネット：クライマックスフェイズ。そう、あっしたちの舞台でやんすよ（笑）。




　二週間前：ウサーマがＭＥＡに入学

　　　　　　エリーが悪夢を見始める

　　　　　　※《デイメア》と推測

　一〇日前：エリーがアム役を降おりる

　六日前：殺陣たての練習でカインが死し亡ぼう

　　　　　※アルトを狙ったものと推測

　　　　　オイゲンは休んでいた

　五日前：キャシーが何者かに襲おそわれる

　　　　　※アルトと間違えたと推測

　四日前：役者が大ケガを負う（笑）

　　　　　※これは関係ない

　三日前：特になにも起こらず

　二日前：舞台の書かき割わりが倒たおれてくる

　　　　　※アルトを狙ったものと推測

　　　　　ウサーマが行方不明

　前　日：アルトに魔術が使われる

　　　　　アルトの正体が判はん明めい

　当　日：発表会





（＊）竜の顎門　キルディア共和国に巣くう、邪神クロムクルーを信仰している暗殺者カルト教団。









CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆劇場最大の侵略（前編）

───発表会当日




　舞ぶ台たいの幕まくが上がる。

　今までの練習の成果か、他の学生たちの協力もあり、多少のトラブルがありながらも順調に劇げきは進んでいく。

　そして、クライマックス。

　クラン＝ベルの英えい雄ゆうたち（の役者）は、決戦の場である遺い跡せき（という舞台）に到とう着ちやくした。




ＧＭ：キミたち三人、そしてエイジ役のイワン、アム役のアルトの前には、最後の魔ま将しようディアネッド（役のケント）が立たち塞ふさがる。（『金色の鍵かぎの英雄』のディアネッドのセリフを読み上げる）「ようこそ、我わが居きよ城じようへ。約束のものは持ってきたのだろうな？」（一同笑）

ベネット：おっ！　えーっと次のセリフは……エイジでやんすね。

ＧＭ：エイジ？　ＮＰＣということはこっちが言うのか。えーっと──。




　と、いうような風景がしばし続く。

　なお、まだリプレイを最後まで読んでいない人のため、ここでの演えん出しゆつは割かつ愛あいさせていただきます。未読の方は、ぜひ読んでください（笑）。




ＧＭ：「……人柱とさせてもらうわっ！」とディアネッドが言った時！　「よくやった、ディアネッド」舞台のソデから、ローブに身を包んだ男が登場する。もちろん声には聞き覚えがある。

ビアンカ：ウサーマですね。
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レックス：なるほど、舞台で戦せん闘とうか。

ベネット：そうきたでやんすかっ！

ＧＭ：観客も、おっ？　といった感じだ。てっきりディアネッドがラスボスだと思っているからね。

ビアンカ：一いつ般ぱんに知られている四英雄という話と違ちがいますからね。

ＧＭ：「お前は邪じや魔まだ」ウサーマは、腕うでの一ひと振ふりでディアネッド役のケントを吹ふき飛とばす。

レックス：ケントさん！　登場すると同時にやられてしまうなんて（笑）。

ＧＭ：死んでないって。気き絶ぜつしただけだ。そして、ウサーマが指を鳴らすと同時に、舞台に三人の暗殺者たちが現あらわれる。〝竜の顎門〟の暗殺者、ドラゴントゥースだ。
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レックス：エイジ役のイワンと、アルティアナを舞台から下がらせよう。これ以上、犠ぎ牲せい者しやを増ふやすわけにはいかない。

ＧＭ：イワンは言われたとおりに舞台から下がるが、アルティアナは言う。「そんなことできるか。私わたしも戦う！」

ビアンカ：武ぶ器き持ってないでしょ？

ＧＭ：その声にはっとしたアルティアナは手元を見つめる。そこにあるのは張はり子この銃じゆう。

ベネット：あっしたちに任まかせるでやんすよ。こう見えてもあっしは四英雄のひとりでやんす。

レックス：同じ冒ぼう険けん者しやである私たちを信用して欲ほしいな。

ＧＭ：「そうだな。キミたちも冒険者だったな」アルティアナは素す直なおにしたがう。

ベネット：そういえば、あっしたちの武器はどうなっているでやんす？

ＧＭ：レックスは格かく闘とう。ビアンカは鞭むちでしょ？　全然問題なし。ベネットはベネット役だから、本物を持ってきていたということでＯＫだよ。

レックス：では、シグの衣い装しようをバサッと脱ぬぐぞっ！　イッツ、ショウタイム！（笑）







◆Climax 02◆劇場最大の侵略（後編）

───発表会当日




　マントをひるがえし、ウサーマは両手を合わせて、精せい神しんを集中する。その腕には奇き妙みような形のタトゥーが刻きざまれていた。
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ビアンカ：タトゥー？　やっぱり予想どおりシャーマンですね。

ＧＭ：まさか、あんなに早くばれるとは思っていなかったけどね。では、戦闘開始だっ！




▼第１ラウンド
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ビアンカ：セットアッププロセスに《ウィークポイント》を使用します。相手の弱点はここですと、みんなに教えます。（ダイスを振ふる）判はん定ていは成功。ダメージが一回だけ＋６されます。

ＧＭ：それは防ふせぎようがないからな。だが、攻こう撃げきを受けなければ問題ない。一番最初に行動するのは行動値ち11のウサーマだ。マイナーアクションの《マジックブラスト》で対象を三人に広げて、メジャーアクションで《ピアシングペイン》。達成値は……（ダイスを振る）16。さぁ、この魔ま術じゆつをくらうと、次に受けるダメージが＋６Ｄ６されるぞ。

ベネット：16？　《バタフライダンス》（＊）を持っているあっしなら、楽勝でやんす……（ダイスを振る）ファンブル（一同笑）。

ＧＭ：さすがベネット（笑）。

ベネット：フェ、フェイトを使って振ふり直すでやんすー……（再ふたたびダイスを振る）13。あれ？　なんで三つ振って６しか出ないでやんすかっ！

レックス：ちっとはダメージを受けないと面白くないからな。回かい避ひは失敗。

ビアンカ：こっちも失敗です。

ＧＭ：これで、全員次にダメージを受けた時に＋６Ｄ６されるぞ。そしてドラゴントゥースはひとりだけ突つっ込こんでいって、一番脆もろそうなビアンカを攻撃する。残りは待機。

ビアンカ：一番回避の低いアコライトから攻撃ですか。定石どおりですね。

ＧＭ：熟じゆく練れんの暗殺者だからね。では、マイナーで移い動どう、メジャーで《バッシュ》を使用する。姿し勢せいを低く構かまえると、そのまま音も立てずに接せつ近きん。そしてダガーを横一文字に振ふり切きる！　（ダイスを振る）ダイスは15だから、命中は26！

ベネット：さすがに命中は高いでやんすなー。しかも３個こ振ってるし。

ビアンカ：（ダイスを振る）回避判定は失敗です。

レックス：では、ビアンカを《カバーリング》！　させるかっ！

ＧＭ：ダメージは10＋２Ｄ。これに《バッシュ》（＊）で＋３Ｄ、さらに《ピアシングペイン》で＋６Ｄ。

ベネット：いきなり11Ｄでやんすか。鎧よろいのないあっしだと、一いち撃げきで持っていかれるかもしれないでやんす（一同笑）。

ＧＭ：まだまだ！　ここでウサーマが《アニスゼティク》を使用。ダメージが１点でも入ると、バッドステータスのマヒのおまけつきだっ！　ダメージは……（ジャラジャラとダイスを振る）46点！

ビアンカ：そのダメージに《プロテクション》。（ダイスを振る）28点軽けい減げんします。

レックス：物理防ぼう御ぎよ力りよくが13あるから、５点ダメージか。さすがにマヒは入ったな。つーっと流れた血が目に入る（一同笑）。

ビアンカ：社長、流血が（笑）。

レックス：こんなものはかすり傷きずだっ！　ちょっとマヒったけど（一同笑）。

ＧＭ：あれだけの攻撃が５点!?　さすがにグラディエーターの防御力は伊達だてじゃないな。ベネットとは大おお違ちがいだ。

ベネット：うちの社長をあっしと同じと思ったら大おお間ま違ちがいでやんすよ（笑）。

ＧＭ：お前がいうな！　で、こちらの行動は終しゆう了りよう。次はベネットとビアンカ。

ビアンカ：わたしが先に行動しますね。マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《インヴォーク》です。

ＧＭ：それに対して、ウサーマが《ディビレテイト》を使用。判定のダイスを１個減へらすっ！

ビアンカ：うっ、ここでフェイトは使いたくないし……。うん、きっと大だい丈じよう夫ぶ。失敗する確かく率りつは１／６。判定は……（ダイスを振る）成功です。これで全員の回避判定にダイス＋１個こです。

レックス：ありがたいっ！

ベネット：最後はあっしでやんすね。ここは待機しているドラゴントゥースを攻撃するでやんす。

レックス：ウサーマじゃなくて？

ベネット：あっしの武器は雷らい鳴めいの弓でやんすからね。命中した相手に放心を与あたえるのでやんすよ。放心はクリンナッププロセスまで続くから、まだ行動していない奴やつの方が有ゆう効こうなんでやんす。

一同：おぉー！

ビアンカ：さすが四英雄ですね。

ベネット：えいっ！（ダイスを振る）




　机の上には無常にも１の目が三つ。いわゆるファンブルというやつである。

　ちなみに、このあとフェイトを使って振り直すも、暗殺者たちにあっさりと回避された。




ビアンカ：（ベネットを見ながらため息）はぁ。

ベネット：そんな目で見ないでください。うーっ！　悔くやしいでやんすっ！（一同笑）

レックス：これで前ぜん座ざは終わり。ここからメインイベントだっ！

ベネット：あっしは前座でやんすか？　この〝クラン＝ベルの四英雄〟と呼よばれたあっしが……あっしが……（一同笑）。

ＧＭ：では、社長どうぞ。

レックス：マイナーでマヒを解かい除じよ！　メジャーで《ペネトレイトブロウ》（＊）で目の前の敵てきを粉ふん砕さいするっ！　えっと、胸むな板いたに水平チョップで、ビシーッ！（一同笑）

ベネット：おお、すげえ！

レックス：そして、このチョップは格闘武器のクラッチクロウを装備しているので、回避判定のダイスは一個へるのだっ！

ＧＭ：チョップじゃないやんっ！（笑）

レックス：そこは演出ということで。（ダイスを振る）ダイス目は16だから22で命中！

ＧＭ：それ無理だって（笑）。せっかく回避が高い敵を出したのに……。

レックス：そんなわけでダメージは……うりゃ！（ダイスを振る）

ベネット：す、すげー。

レックス：６ゾロ！　ちっ、これが命中判定で出てれば。ダメージは27で物理防御力を無む視し!!

ビアンカ：《ウィークポイント》ものっているから＋６しておいて。

レックス：おー、そうか。じゃあ33点。

ＧＭ：残りＨＰは14点。いきなり半分以下になった。あとは待機している連中か。どうしようか、固まるとまとめてなぎ倒たおされそうだし……。

レックス：さあ、寄よってきたまえ、寄ってきたまえ（一同笑）。

ＧＭ：むぅ。突っ込んで攻撃すると《インベナム》（＊）が使えないから……。でも、次のラウンドこっちの方が先なのか。

ベネット：迷まよっているでやんすねー。

ＧＭ：戦せん略りやくを立てているといってくれ（笑）。よし、突っ込んで攻撃した方がいいとみた。全員突っ込むっ！

レックス：ほんとに来たぁー！（一同笑）

ビアンカ：大丈夫、社長にはもう呪のろいはかかっていません。さっきので《ピアシングペイン》の効こう果かは消えました。

レックス：む、そうか。よし！　《カバーリング》ガシガシいくぞっ!!

ＧＭ：まず最初のひとりはベネットを攻撃するっ！　メジャーで《バッシュ》を使用。

ベネット：こいやー！

レックス：さあしっかりかわすのだ。

ベネット：了りよう解かいでやんす。

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は21。

ベネット：21？　14以上ですね。

ＧＭ：そしてもちろん《ディビレテイト》。

ベネット：まあ、そうでやんすね。３Ｄで14以上か。とたんに厳きびしくなるでやんす。

ビアンカ：大丈夫です。こっちには社長がいます。

ベネット：そうでやんすね。（ダイスを振る）回避失敗。ここは社長に頼たよるでやんすと言って、サッと社長の後ろに隠かくれる（一同笑）。

レックス：じゃあ、こいや、おらぁ！　《カバーリング》を使用。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは30点！

ビアンカ：《プロテクション》で社長を守ります。（ダイスを振る）ダメージを27点減へらします。

レックス：こっちの物理防御力と合わせてダメージはなし。ドラゴントゥースのダガーを胸板で受け止めて、いまなにかしたかね？（笑）　キミたちは戦う相手を間ま違ちがえた。我われら〝ザ・ビーストキングダム〟にケンカを売ってしまうとはな（一同笑）。

ＧＭ：では、次！　ビアンカにやっぱり《バッシュ》で……（ダイスを振る）命中は21だ。

ビアンカ：はい、普ふ通つうに回避します。《ディビレテイト》は使います？

ＧＭ：社長が《カバーリング》に入ることが分かったので使わない。

ビアンカ：（ダイスを振る）はい、回避は失敗です。お願いします社長（笑）。




　そして、レックスの言葉を裏付けるように、やはりダメージは０。




レックス：キミたちは、私の新弟子からやり直したほうがよさそうだな（笑）。





（＊）《バタフライダンス》　シーフのスキル。回避判定のダイスを一個増やす。

（＊）《バッシュ》　ウォーリアのスキル。武器攻撃のダメージを上げる。

（＊）《ペネトレイトブロウ》　モンクのスキル。相手の防御力を無視してダメージを与える。

（＊）《インベナム》　シーフのスキル。１点でもダメージを与えたら、相手にバッドステータスの毒を与える。






▼第２ラウンド
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ビアンカ：この調子でドラゴントゥースをさっさと倒たおしましょう。セットアップで《ウィークポイント》を使います。（ダイスを振る）判定は成功です。

ＧＭ：で、最初はボスからか。んー、攻撃するか……、いや、ドラゴントゥースがエンゲージしている今は支し援えんに徹てつしよう。レックスに《ピアシングペイン》を使用！　（ダイスを振る）魔術判定の達成値は22！

レックス：これで回避をすればいいんですな？　回避判定のダイスが増ふえているから、なんとかなるかも……。（ダイスを振る）おしい！　回避できない。

ＧＭ：ではレックスに《ピアシングペイン》。次に受けたダメージに＋６Ｄ６ね。

ビアンカ：これでマヒと毒を受けるのは仕方ないですね。《キュア》（＊）も取っておいた方がよかったですね。

ＧＭ：バッドステータスは地味に痛いたいからねー。

レックス：バッドステータス？　そういえば《インデュア》（＊）を取っていたの忘わすれていたよ（笑）。

一同：しゃ、社長───っ！（笑）

ＧＭ：くーっ！　となるとこの《インベナム》のプラス命中だけが有効か（笑）。

ベネット：でもそれが結けつ構こう怖こわいんですよ。こっちが回避できないんで。

ビアンカ：まあ、社長の場合は《インデュア》で払はらうＭＰの方が大変ですけどね。




　それでも当たらなければ意味がない。

　残りのドラゴントゥースが、それぞれＰＣをひとりずつ攻撃をするものの……。




ベネット：ふっふふふ。今までのベネット様だと思ったら大間ま違ちがいですよ。なんと、回避のダイスは四個！　無む敵てき、無敵、無敵。もう、防ぼう具ぐをつけていないなんて関係ないでやんす（一同笑）。

ＧＭ：けっきょく、社長が《カバーリング》するから回避のダイス減へらしても意味ないんだよな。

ベネット：それならば、遠えん慮りよなくいかしてもらうでやんす。（ダイスを振る）クリティカル!!　ついにあっしの時代が来たでやんすっ！

ＧＭ：くっ。しかしまだふたり残っている。つぎはさっき社長に水平チョップをくらった奴が反はん撃げきする！　もちろん《インベナム》と《バッシュ》！　（ダイスを振る）おっ！　今度はこっちがクリティカル!!

レックス：なんだってー!!

ＧＭ：今度の攻撃は痛いぞ。《ピアシングペイン》も加わるからな。

ビアンカ：社長、ピンチ。

レックス：しかし相手の攻撃を受けてこそプロレス！　さあ、きたまえ。あ、避さけていいのか（一同笑）。

ベネット：６ゾロが出るかもしれませんから。ここで６ゾロ出たら社長偉えらい。

レックス：（ダイスを振る）残念、出ない。いやいや、相手の全力の攻撃を避さけたら罰ばつが当たる（笑）。

ＧＭ：基き本ほんで２Ｄ、クリティカルで＋２Ｄ、《バッシュ》で＋３Ｄ、《ピアシングペイン》で＋６Ｄの合計で13Ｄ＋10！　（ダイスを振る）びみょーに平へい均きんっぽい。55点の物理ダメージ！

ビアンカ：《プロテクション》を使用します。（ダイスを振る）あれ？　出目が悪いかも……ごめんなさい。18点しか減らせません。

レックス：ということは24点のダメージか。じゃあ、全身血まみれになりながら、チラリとそっちを見て、血をじゅるりと舐なめた（笑）。で、そこから反撃という感じで。

ビアンカ：社長、社長。《インデュア》しないと。

レックス：おっ？　忘れていた（笑）。

ベネット：あれ？　マヒは使用しないんでやんすか？

ＧＭ：うん、使うの忘わすれた（笑）。どっちにしろ《インデュア》を使われるし。

レックス：となると毒だけか。ＭＰを温おん存ぞんして攻撃にまわした方がいいかな。

ビアンカ：もう一回来ますしね。

レックス：どうせ、まだＨＰは65点もあるわけだしな。

ＧＭ：だが、仲間をかばい続けていれば、次第にダメージは蓄ちく積せきしていくのだよ。




　しかし、この攻撃はレックスとビアンカの《カバーリング》＋《プロテクション》のコンボに弾はじかれ、レックスの肉の壁かべを突とつ破ぱすることができない。




レックス：しかし、このままだとジリジリと削けずられていくばかりだな。

ビアンカ：《ボルテクスアタック》（＊）をここで使い切ってもいいかもしれませんね。

ベネット：ここはいっきに三人を叩たたきつぶすでやんすよ。あっ！

一同：？

ベネット：《バーストブレイク》（＊）を持っているの忘れていたでやんす。

レックス：それって範はん囲い攻撃じゃない？

ビアンカ：ダメージは何点いくの？

ベネット：２Ｄ＋18かな。命中判定も必要ないはず。よし、せっかく敵が固まっていることだし、ここは行くでやんす！　フェイトは……どうしよう。

ビアンカ：じゃあ、こっちで《ディスコード》（＊）を使用しましょうか？

ベネット：お、ありがたや。それならフェイトは使いません。うおおお、行くぜ、ドゴーン！　《バーストブレイク》のダメージは……（ダイスを振る）23でやんす。

ビアンカ：そして誘ゆう爆ばく、＋17（一同笑）。さらに、《ウィークポイント》も追加。

ベネット：46点のＨＰダメージでやんすね。うぉー、なんかすげー活かつ躍やくしているような気がするでやんす（一同笑）。

ＧＭ：もくもくと立ち上る土つち煙けむり。だが、その向こうに立つふたつの影かげ！

ビアンカ：社長の攻撃を受けたドラゴントゥースは倒たおれましたか。

ベネット：さすがに全ぜん滅めつとはいかなかったでやんすか。

ＧＭ：そうだね。残りＨＰは１点（笑）。

ベネット：１点？　さっきダイス目さえよければ……。しょせんあっしはこの程てい度どでやんす（一同笑）。

ビアンカ：でも、これで社長は《ボルテクスアタック》を使用しないでもいける感じですね。ということなら、わたしは待機して様子を見ます。

レックス：ここでとどめっ！　《ヴァイタルフォース》（＊）と《ブランディッシュ》（＊）を使用！　そんなわけで、うおぉっと吼ほえながら……。

ＧＭ：その前に《ディビレテイト》を使用。判定のダイスを一個減らしてください。

レックス：くっ……。しかたがない。ここはフェイトを使って、《ディビレテイト》の分を相殺する。さっきの《バーストブレイク》で倒たおれた奴の足を掴つかんで、そいつをジャイアントスイングしながら、残りのふたりをなぎ倒たおすという演出で。ぬはははは……と笑いながら、（ダイスを振る）命中は17！

ベネット：今世紀中にこの技わざを見ることができるとはー、と適てき当とうなことを言いつつ観戦（笑）。

ＧＭ：クラッチクロウの効果で、回避判定は１Ｄ減へるんだよね。それ避さけられないし。

レックス：ではダメージを。《ヴァイタルフォース》で＋５Ｄされるので７Ｄとなるから……（ダイスを振る）このジャイアントスイングは41点！

ＧＭ：なんと恐おそろしい技だ（笑）。

レックス：最後にその掴んだ奴を一いつ緒しよに放り出してから、ウサーマに向かってこう言う。さあ、残るは貴き様さまだけだ！（一同笑）

ベネット：わー、と観客席も大盛り上がりに盛り上がる。あっしもパチパチと拍はく手しゆでやんす（笑）。

ビアンカ：ベネットさんも、遊んでないで戦ってくださいっ！　《ジョイフルジョイフル》（＊）をベネットに（笑）。

ＧＭ：ここでそっちに行動されてはまずいっ！　《ディビレテイト》を使用。

ビアンカ：（ダイスを振る）でも、判定は成功です。ベネットさん、どうぞっ！

ベネット：ふっふふふ。これで《サプライザル》（＊）を使えるでやんすよ。行きますっ！　と言って舞台の下に隠かくれながら……。

ビアンカ：もっとかっこよく演出しましょうよ。ぱっと空中に飛んで照明で見えなくなるとか。

ベネット：そ、そうでやんすね。じゃあ、ベネットジャーンプ！　はっ、照明で目が見えないっ！　とベネットが言う（一同笑）。

レックス：自分で照明を見てどうするんだっ！

ベネット：そして、バーンと適当な方向に弓を撃うつ！　そしてそれがシャンデリアに当たって、ベネットの上に落ちてくる！　うぎゃー（一同笑）。

ＧＭ：もう、ぐでぐで。ていうか、シャンデリアってなんだよ。どこの舞台にシャンデリアがあるんだ（笑）。

ビアンカ：せっかくカッコイイ演出を考えてあげたのに（笑）。

ベネット：おいしいネタをありがとう。と、いうことで普通に《ディスアピア》（＊）＋《サプライザル》でウサーマを攻撃。

ＧＭ：では、普通に《ディビレテイト》。




《ディビレテイト》によって、命中判定が４Ｄから３Ｄに落ちるベネット。ここでフェイトを使用するかどうか迷まようが、けっきょくそのままでいくことに。だが、ダイスを振るが出目はあまりよくない。

　そこでフェイトを使用して、ダイスを振り直すと……。




ベネット：おっ！　クリティカル!!

レックス：お!?

ベネット：しかも《マーダースキル》（＊）を持っていますよ！

ＧＭ：くっ！　こんなところでクリティカルを出すとは……。回避でクリティカルする以外、手はないんだよな。

ビアンカ：回避をしない。相手の全力を正面から受けるっていうのは？

ＧＭ：いや、プロレスラーじゃないから。ただの暗殺者だから。

ビアンカ：ただの暗殺者って（笑）。




　回避判定はもちろん失敗。だが、ここでウサーマは《ラスティ》を使用して、ベネットのダメージロールのダイスを三個減らし、クリティカルと《マーダースキル》の分を打ち消した。しかし、それでも35点のダメージを叩たたき出だす。





（＊）《キュア》　アコライトのスキル。バッドステータスを回復する。

（＊）《インデュア》　モンクのスキル。バッドステータスを即座に回復する。

（＊）《ボルテクスアタック》　ウォーリアのスキル。白兵攻撃のダメージを上げる。一シナリオに一回だけ使用できる。

（＊）《バーストブレイク》　ニンジャのスキル。リアクションのできない攻撃を行なう。一シナリオに一回だけ使用できる。

（＊）《ディスコード》　バードのスキル。自分以外の攻撃のダメージを上げる。

（＊）《ヴァイタルフォース》　モンクのスキル。格闘武器による攻撃のダメージを上げる。

（＊）《ブランディッシュ》　ウォーリアのスキル。範囲（選択）の対象に白兵攻撃を行なう。

（＊）《ジョイフルジョイフル》　バードのスキル。行動済の対象を未行動にする。

（＊）《サプライザル》　シーフのスキル。隠密状態から攻撃することで、命中とダメージを上げる。

（＊）《ディスアピア》　レンジャーのスキル。マイナーアクションで隠密状態になることができる。

（＊）《マーダースキル》　ニンジャのスキル。攻撃でクリティカルした時にダメージを上げる。






▼第３ラウンド

　ようやくウサーマにダメージを与あたえた三人。しかし、すでにドラゴントゥースたちの攻撃によって、ＭＰは底を尽つきかけていた。




ＧＭ：「そのような技では、俺おれを倒たおすことはできんぞっ！　それに我が部下との戦いで、そろそろ息が上がってきているのではないか？　ならば、貴様らを倒したあとに、あの女の命を奪うばうとしよう」

ビアンカ：言ってくれますね。でも、確たしかにＭＰが尽きかけているのは確かですからね。社長は？

レックス：こっちもそろそろ厳きびしい、かな。

ビアンカ：となると、このラウンドでギルドスキルの《祝福》を使ってＭＰを回かい復ふくする感じ？

ベネット：社長が行動した後に《祝福》とかじゃないっすかね。

ビアンカ：分かりました。それならもう一度《ウィークポイント》を使用します。

ＧＭ：もちろん《ディビレテイト》を使用。

ビアンカ：ここで失敗するわけにはいかない……（ダイスを振る）成功です。

ＧＭ：「ではいくぞっ！」《マジックブラスト》＋《デイメア》で攻撃。（ダイスを振る）ダイス目は９？　む、これは避けられたか。魔術判定で17！




　予想どおり、レックスは普通に回避。《ディビレテイト》を使用されたビアンカもフェイトを使って回避に成功。そしてベネットにはなんとクリティカルで回避された。

　そして、三人の反撃が開始される。




ベネット：先せん鋒ぽう、ベネットいくでやんす！　マイナーで《ディスアピア》、メジャーで《サプライザル》で攻撃する！

ＧＭ：もちろん《ディビレテイト》でダイスを減らす。

ベネット：問題ないでやんす。《コンシールアタック》（＊）で＋２されるから、フェイトは使わずに……（ダイスを振る）18で命中！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避は失敗！

ベネット：そしてついでに《ブルズアイ》（＊）も使用するでやんす。フェイトを使って、封ふう印いんを解除する。基本で２Ｄ、《サプライザル》で＋４Ｄ６、《ブルズアイ》で＋６Ｄ、ついでにフェイトを１点使って＋１Ｄ６。《コンシールアタック》と《ウィークポイント》で＋11されるから合計で13Ｄ６＋20！　ダメージは……（ダイスを振る）61点でやんすっ！　社長のウイニングロードを作るぜって弓を撃つと、稲いな妻ずまが道を作るようにウサーマの方へ伸のびていくっ！

ビアンカ：社長、このまま行ってください。わたしは待機します。

レックス：ならば、私はせっかく作ってもらったウイニングロードを突つっ走ぱしろう（一同笑）。魔族め、天の裁さばきを受けるがいい、とそれなりに芝しば居いがかったセリフを言って、マイナーで移動。

ベネット：そういえば、これって劇でしたっけ？

ＧＭ：そうですよ。まぁ、劇の中で実じつ際さいの戦闘をやっているわけですが（笑）。

ビアンカ：わたしも忘れてました。

レックス：覚えていたのは私だけ？　ビアンカくん、ベネットくん、そんなことじゃ困こまるなぁ。興こう行ぎようとはこうやるものだよ、と言いつつ《ペネトレイトブロウ》で攻撃！

ＧＭ：ここでその攻撃を受けるわけにはいかない。《ディビレテイト》！

レックス：ならばフェイトを使って、当てるまでよっ！　（ダイスを振る）16だから22で命中！

ＧＭ：それはムリっ！

レックス：うぉーっ、と叫さけんでジャンプ。そして走ってきた勢いきおいで伝家の宝ほう刀とうを抜くっ！　三二文ロケット砲ほう！　《ボルテクスアタック》も使用する！　というわけで、壁のあたりまで串くし刺ざしにするように思い切りウサーマを蹴けり込こみます。まずはダメージを……ていっ！（ダイスを振る）

ベネット：おお！　さすが伝家の宝刀。




三二文ロケット砲

　ジャイアント馬場のドロップキック。一六文キックが両足分ということで、三二文ロケット砲という名がつけられた。




レックス：20、30、34の55点の防御力無視の物理ダメージでどうぞー（笑）。

ＧＭ：ウサーマの身体がレックスのキックで吹ふき飛とび、そのまま壁に叩たたきつけられる。そして、そのまま倒たおれ込こむかのように思われたその瞬しゆん間かん、ウサーマの懐ふところに光ひかり輝かがやくものがっ！

レックス：？

ベネット：なんでやんすか？

ＧＭ：その光が、ウサーマの身体全体を包つつみ込み、回復していく。

ビアンカ：生命の呪符？

ＧＭ：そのとおり、戦闘不ふ能のうになった瞬間にＨＰを１Ｄ回復してくれる呪符だ。回復するＨＰは……（ダイスを振る）２点（一同爆ばく笑しよう）。

ベネット：２点？

ＧＭ：２点……。せっかくかっこよく演出したのにー（笑）。

ビアンカ：待機しているし、パンチしにいこうかな（笑）。

レックス：ぺちって（笑）。

ビアンカ：とはいっても、ここで外してしまってはどうにもならないので、《ジョイフルジョイフル》を使って、社長かベネットに攻撃してもらおうかと。

レックス：そういうことなら、ここは人気キャラのベネットに（笑）。

ベネット：分かりやした。では、ここはあっしに任せるでやんす。

レックス：ここは今こそ自じ爆ばくを（笑）。

ベネット：それだっ！　ニタリと笑いを浮うかべて、マイナーアクションでエンゲージをします（笑）。誰だれも見ることのなかったあの光を、おぬしに味わわせてやるでやんす。《ブロウアップ》、フェイトを２点使います。これで判定は４Ｄ＋３（笑）。

ビアンカ：もしかすると、結構当たらない可か能のう性せいある？

レックス：いや、さっきから相手の回避は２Ｄだから、なんとかなるんじゃないかな？　ここはベネットくんに期待しようではないか（笑）。

ベネット：それでは《ブロウアップ》（＊）の判定いくでやんすよ。それっ！（ダイスを振る）




　４つのダイスは宙ちゆうを舞まい、そしてテーブルの上へと降おり立たつ。あるものは回転し、あるものは跳ちよう躍やくする。不ふ規き則そくでいながらも美しさを感じさせる、４つのダイス。

　だが、運命の神は微笑ほほえまなかった。




ベネット：おや、９ですよ（一同爆笑）。

レックス：ということは達成値は12？

ＧＭ：（ダイスを振る）７で回避（笑）。




▼第４ラウンド

ＧＭ：「ふっ、勝手に自じ滅めつするとはなぁ。あとは残るふたりを始末すれば、いいことよっ！」とはいっても、ビアンカを倒しても次のレックスの攻撃避ける自信ないからなー（笑）。

ビアンカ：クラッチクロウで回避のダイスが減りますからね。

ＧＭ：よし、決めた。レックスに《デイメア》を使用。ここでレックスさえ倒してしまえばいいことよっ！　（ダイスを振る）ダイス目は18で魔術判定は26！

レックス：それは普通に避けるしかない。（ダイスを振る）回避失敗！

ＧＭ：ならばここで《マジックフォージ》（＊）。これでダメージは16Ｄ。「幻げん覚かくの中で死ぬがいいっ!!」

ベネット：ここにきてＧＭの出目が走ったでやんす。

レックス：なんのっ！

ＧＭ：ダメージは70点！　しかも《デイメア》はＨＰダメージとなる。したがって、グラディエーターの《サヴァイブ》も無む効こう！

レックス：うぐっ！　しかし、我われ々われには絆きずなという強い力があるのだよっ！（笑）ギルドスキルの《蘇そ生せい》を使用！　これでＨＰが最大まで回復するっ！

ＧＭ：ということは、70点では届とどかない？

レックス：私の最大ＨＰは94だからな。そして、その攻撃を受けたうえで《ソウルバスター》を発動っ！

ＧＭ：いや、こっちのＨＰは２点しか残っていないから、そこまでしなくても（笑）。

レックス：（話を聞いていない）魔ま法ほうの光をズバーっと、平手で切きり裂さいて……。

ビアンカ：魔法を素す手でで？　なんて非ひ常じよう識しきなっ！（一同笑）

レックス：そしてそのまま相手をわしっと掴んで、そのまま上空にジャンプっ！

ベネット：と、飛んだっ！

レックス：そして、回転しながら脳のう天てんからガスーンと落とすっ！　スクリューパイルドライバーだっ！（一同笑）
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ＧＭ：スクリュー……って、ザン○エフかよっ！（笑）　って、もうＨＰは２点しか残ってないんだってば。

ビアンカ：わたしがザザーッと滑すべり込こんで、ワン、ツー、スリー、カンカンカン（笑）。

ＧＭ：そこっ！　カウント取っているんじゃないっ!!（笑）

レックス：ウォーっ！（一同笑）

ＧＭ：いや、雄お叫たけび上げている場合じゃないし（笑）。

レックス：そしてレックスは、血まみれの姿すがたで立ち上がった後、観客の方を向かないで、背せ中なかを向けたまま拳こぶしを高々と突つき上げる。

ビアンカ：では、わたしはすぐに舞ぶ台たい裏うらに走って、邪じや神しんクロムクルーの脅きよう威いは去った。とナレーションでフォローを始めます。光の騎き士しは倒たおれ、そして邪神クロムクルーの脅威も去った。ありがとうシグ。これからも負けるなシグ（笑）。と、いう感じで幕を下ろします。





（＊）《コンシールアタック》　ニンジャのスキル。隠密状態からの攻撃の命中とダメージを上げる。

（＊）《ブルズアイ》　レンジャーのスキル。射撃攻撃のダメージを上げる。一シナリオに一回だけ使用できる。

（＊）《ブロウアップ》　ニンジャのスキル。自爆することで相手にダメージを与えるが、自分は戦闘不能となる。

（＊）《マジックフォージ》　メイジのスキル。魔法のダメージを上げる。一シナリオに一回だけ使用できる。









ENDING PHASE







◆Ending 01◆帝国から来た皇女




　無事、仕事を終えた三人。

　けっきょく、舞台の方はなんだかんだで、丸く収おさまったようである。

　シグの異い常じようともいえる活躍は、エイジの力をシグが受うけ継ついだということになり、メイジ以外の魔法を使うフェルシアは神の使徒ということになった。そして自爆したベネットについては、実は魔将の手先だったベネットが魔将を裏うら切ぎったために粛しゆく清せいされたという決着となったようである。

　このまったく新しい解かい釈しやくの〝クラン＝ベルの四英雄〟の物語は、意外にも人気が高く、以後ムーンスター芸団だんの定番の演えん目もくとなるのは、また別の話である。




ＧＭ：では、エンディングといきましょう。場所は街道の分かれ道。アルト、そしてレックスとビアンカは別れを惜おしんでいるという感じです。

ベネット：あれ？　あっしは？

ＧＭ：ベネットのシーンは別に用意してあります。自爆で大ケガしたから、そのままルネスで療りよう養よう中ということで。

ベネット：なるほど。

ＧＭ：それでは続き。「今回は世話になったな」と相変わらず偉えらそうな口調のアルト、いやアルティアナ。

ビアンカ：それは仕方ないですね。だって、皇女殿でん下かですから。

レックス：いえいえ、私たちは冒険者として当然のことをしただけですよ。

ＧＭ：「そう言ってくれると私も嬉うれしい。そうだ、何かの役に立つかもしれない」アルティアナはひとつの指輪を取り出す。

ビアンカ：指輪？

ＧＭ：よく見ると、ただの指輪ではない。神しん聖せいヴァンスター帝国皇家の紋もん章しようの入ったものだ。「帝国内であれば、この指輪を見せれば多少のことはなんとかなるだろう」

レックス：なんだって！　この指輪があれば帝国内での興行は可か能のうですか？

ＧＭ：「あ、ああ。おそらく問題はない」

レックス：よし、興行だっ！　帝国で興行だっ!!　このまま西へ向かうぞっ！







◆Ending 02◆ザ・ビーストキングダム西へ




　神聖ヴァンスター帝国帝てい都と、〝天空の街〟ヴァンスター。

　この街に帝国最大の神しん殿でん、ヴァンスター神殿がある。修しゆう練れん派はとして名高い、この神殿にビアンカ、そしてチャンピオン・レックスはいた。




レックス：こんなもんかっ！　神殿の僧そう兵へいとはこの程度のものなのかっ!!　これではこのチャンピオン・レックス様を倒すことはできんぞっ！

ＧＭ：「誰だれか、誰か剛ごうの者はおらんのか？　そうだ、クリス・ファーディナントはどこだっ!!」禿とく頭とうの眼鏡めがねをかけた神官が怒ど鳴なり声ごえをあげる。

ビアンカ：クリスって、『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』の？

レックス：それに、禿頭の眼鏡神官って……。

ＧＭ：「クリスはここにはおりませぬ。マティアス様が極ごく秘ひ任にん務むを与えたのではありませんか」側近らしき男が眼鏡神官に耳打ちする。

一同：やっぱりマティアスっ！（一同笑）

ＧＭ：「このままでは、このヴァンスター神殿の名折れ。わしが出るっ！」

ビアンカ：神官長みずから？　って、マティアス、こういうの好きそうだもんね。

レックス：では、手を前に出して指先で手て招まねきしよう（笑）。

ＧＭ：「わしを愚ぐ弄ろうする気かっ！」




　レックスとマティアスは、真正面からぶつかり、互たがいの右手と左手、そして左手と右手を掴つかみ合あった。




ＧＭ：「ただの大道芸人かと思ったが……。なかなかやるではないかっ！」

レックス：「そちらこそ、修練派として名高いヴァンスター神殿の神官長を務つとめるだけのことはあるな」

ＧＭ：「だが、まだまだ詰つめが甘あまいわっ！　ふんっ！」

レックス：「甘いのはどっちだっ！」




　そして戦いは続く……。







◆Ending 03◆あの方からの使者




「あー、いい湯でやんす」

　久ひさ々びさに自由を獲かく得とくしたベネット。〝ザ・ビーストキングダム〟というギルドも居い心ごこ地ちは悪くなかったが、ギルドマスターのスパーリングの相手をするのが苦く痛つうといえば苦痛だったか。

　そんな想い出に浸ひたりながら、ベネットは湯浴みを堪たん能のうしていた。




ベネット：しかし、いい湯でやんすなー。身体の傷きずも心の傷も癒いえていくでやんす（一同笑）。

ＧＭ：心の傷？

ベネット：いや、ほら、その……。

ビアンカ：《ブロウアップ》の不発とか……。

ベネット：みなまで言わないでやんす。あの想い出はお湯と一緒に流すでやんす（笑）。

ＧＭ：と、今まで吹ふいていた心地よい風が、ふっと止む。ただ、湯気だけが立ち上る露ろ天てん風ぶ呂ろ。だが、何者かの気配をベネットは感じていた。

ベネット：誰でやんすか？

ＧＭ：いつのまにか、ベネットの真後ろの木の陰かげに黒いローブに身を包んだ人物が立っている。「ベネット様。あのお方がお呼よびです」

ベネット：あのお方？

ＧＭ：「はい。あのお方です」

ベネット：誰？

ＧＭ：それは……。




「そういうことであれば仕方ないでやんすね。また忙いそがしくなるでやんす」

　ベネットは夜空に浮うかぶ月を見上げながら呟つぶやく。

「これも彼かれと、彼と一緒に旅している彼かの女じよのためでやんす」

　彼女の独ひとり言ごとと共に再び風が戻もどってくる。だが、風によって飛ばされた湯ゆ煙けむりの向こうに、すでにベネットの姿はなかった。




『アリアンロッド・リプレイ』

ルネス殺人事じ件けん

─完─




Next Story

Noel & Jade Green Stigma
















血湧き肉躍るチャンバラ活劇！




　さて「ルネス殺人事件」はいかがでしたか？

　ここからは、「アリアンロッド剣けん豪ごう伝でん　明あけ星ぼし連れん也や降ごう魔ま剣けん」となっております。東方からやってきたサムライ、アケボシ・レンヤが大活躍する剣豪小説風のリプレイという、数あるアリアンロッドのリプレイの中でも異色の作品となっております。執筆は、『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』シリーズでおなじみとなりました丹藤武敏たんどう・たけとし。リプレイ執筆者としては、本作がデビュー作となります。




＊　＊　＊




　このリプレイはゲーム・フィールドより発刊された『ゲーマーズ・フィールド別冊16号　菊池たけしがこりずにまいりました!!』に掲載されたものです。

　発表された当時は、戦乱のアルディオン大陸を舞台にした『アリアンロッド・サガ』シリーズが始動する直前でした。アリアンロッドが新しい展開を迎える一方、これまでの舞台であるエリンディル大陸の方もフォローしていこうという方針でした。

　そのうえで、今までとはちょっと違った要素を加えたい───。

「アリアンロッド剣豪伝」は、そうした経緯があって誕生しました。

〝剣豪伝〟と言うだけあって、東方から渡ってきたというサムライやニンジャといったクラスに焦点が当たっており、シナリオも和風な雰囲気に仕上がっています。

　また、当時発売されていた『リインフォース』をはじめ、『アイテムガイド』や『エネミーガイド』、文庫サイズの『アリアンロッドＲＰＧトラベルガイド』などのサプリメントを駆使して血湧き肉躍るチャンバラ活劇を再現し、これらを使った遊び方の一例になればとの目的もありました。そのため、多くのデータを使用して戦闘をすることができる８レベルでキャラクター作成が行なわれています。

　なお、本文中に登場するデータの数々は、基本的に掲載時のものを掲載しています。よって『アイテムガイド』や『エネミーガイド』などには対応していますが、本作の後に発表された『スキルガイド』には対応していない部分がありますので、ご了承のほどを。




　それでは、前置きはこの辺としましょう。

　ここから先は、本編をお楽しみください。




「アリアンロッド剣豪伝　明星連也降魔剣」の始まり始まり～。







PREPLAY







◆Preplay 01◆プレイヤーは集まった




　皆みなさま、初めまして。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の丹藤武敏です。

　普ふ段だんは、シナリオの執しつ筆ぴつがメインであります。この機会に、これまで発表された自分のシナリオを数えてみたのですが……百二十本を超こえていました。

　正直、自分でもびっくりです。

　さて、そんな自分にリプレイに挑ちよう戦せんする機会が巡めぐってまいりました。

　そこで、思いついたのがこれ。




〝アリアンロッド剣豪伝〟




　さて、この時じ代だい劇げきと『アリアンロッド』のコラボレーションリプレイ、御ご用ようとお急ぎでない方は、ゆっくりと楽しんでいってください。

　そして、セッション当日──。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には、私わたしを含ふくめ五人のゲーマーが集結しました。




稲葉義明いなば・よしあき（以下、稲葉）

『トーキョーＮ◎ＶＡ』などのリプレイの執筆で、高い筆力を発はつ揮きしているフリーライター。『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』の主人公〝快かい男だん児じ〟天花寺大悟てんげんじ・だいごのプレイヤーとしても活かつ躍やく。

　藤沢ふじさわ・周平しゅうへい（＊）の時代小説が好みの様子。今回のテーマを考えると願ったりかなったりの人材。




大畑顕おおはた・あきら（以下、大畑）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社員。『アリアンロッド』のリプレイではベネットやヴァリアスのプレイヤーとして数多く参戦。三下、負けプレイの楽しさを世に広めた。

『アリアンロッド』はよく遊んでいて、ルールとデータに精せい通つうしている。




鈴吹太郎すずふき・たろう（以下、鈴吹）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取とり締しまり役やくにして『トーキョーＮ◎ＶＡ』や『ブレイド・オブ・アルカナ』のデザイナー。

　時代劇や時代小説の大ファンで、ときどき時代劇チャンネルの予約を自じ宅たくに電話している姿すがたを見かけることも。




田中信二たなか・しんじ（以下、かわたな）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社員。〝かわいそうな〟田中信二、略りやくしてかわたな。数々のリプレイで主人公をつとめ、湯水のごとくカッコいいセリフを吐はき、カッコいいシチュエーションを提てい案あんする。また、ヘンなキャラクターも得意。




丹藤（以下、ＧＭ）：というわけで、皆みなさんよろしくお願いします。

一同：おー、よろしくお願いしまーす。

稲葉：今回のテーマはアリアンロッド剣豪伝だと聞いたんだけど？

ＧＭ：はい、東方から渡わたってきたサムライが、エリンディルの地でばったばったと敵てきを倒たおしていくっていうシナリオを用意してきました。

鈴吹：ああ、〝イースト・ミーツ・ウェスト〟って感じか。

ＧＭ：まさしくそんな感じです。

大畑：いいですね、そういうの。

鈴吹：しかし、稲葉さんと俺おれと丹藤くんで剣豪モノだろ？　他のプレイヤーおいてけぼりにしかねないよな（笑）。

ＧＭ：自分と社長が山田風太郎やまだ・ふうたろう（＊）の話とかしようものなら、一ひと晩ばん明かせますもんね（笑）。




　お互たがい自重しましょう。




ＧＭ：というわけで、主役が剣豪らしく強くなければと、今回は８レベルでキャラクターを作成してもらいます。

大畑：なるほどなるほど。そのレベルだと、特にサムライは強いですね。

かわたな：でも、さすがに全員サムライってわけじゃないのよね？

ＧＭ：その辺の説明も含めて、今回予告とシナリオハンドアウトを読み上げしましょう。




「今より一六年前──。

　東方より渡ってきた魔族・落らく葉ようがエルーラン王国デュラン伯はく領りようで倒たおされた。

　落葉は、最期に呪のろいの言葉を残した。

　一六年後、デュラン伯はこれより生まれる娘むすめが原げん因いんで滅ほろびる、と──。

　そして時は経たち、呪いが成じよう就じゆする。

　デュラン伯は反はん乱らんの罪つみを着せられ、命を落としてしまう。

　無実の罪を着せられた父の無念を晴らすため、呪のろわれた娘は王都を目指す。

　その傍かたわらには、ひとりのサムライの姿があった」




稲葉：おー、たしかに剣豪モノっぽいね。

大畑：エリンディルに、サムライがやってきた、みたいな。




「敵は、怪かい剣けん士し集しゆう団だん〝落葉五人衆しゆう〟!!」




一同：らくようごにんしゅう!?（爆ばく笑しよう）

大畑：怪かい剣けん士し集団!?

かわたな：何者だよそいつら!?（笑）

ＧＭ：何者と言われましても、剣豪モノには欠かすことができない、〝なんちゃら五人衆〟なんですが。

稲葉：そんなことを言われると「ケケーッ」とか笑ってるちっちゃいヤツや、そいつを肩かたに載せてるでかいヤツを連想するんだが（笑）。

ＧＭ：おおむねそんな感じです。

稲葉：合ってるのかよ！（笑）




「──破やぶれるか？　秘ひ剣けん闇月無明剣!!」




一同：あんげつむみょうけん!?（爆笑）

鈴吹：秘剣きたー！　円えん月げつ殺さつ法ぽうとか諸もろ刃は流正せい眼がん崩くずし（＊）とかだな（笑）。

稲葉：また、ずいぶんあやしげな技わざの名前が（笑）。

ＧＭ：まあ剣豪モノですから。

かわたな：剣豪モノなめんな！（笑）




「アリアンロッド剣豪伝

　──『〝ＰＣ①〟降魔剣』」




かわたな：ちょっ、ＰＣ①って!?（笑）

ＧＭ：ええ、ＰＣ①の名前が決まると、今回の正式なタイトルも決まります。

稲葉：しかし、本当に『アリアンロッド』なのか、これ？（笑）

ＧＭ：そこはご安心を──。




「──冒ぼう険けんの舞ぶ台たいがキミを待つ!!」




一同：ほんとに『アリアンロッド』になったー！（爆笑）

鈴吹：定番のセリフがあるだけで、アリアンロッドの雰囲気になるな（笑）。

大畑：いちおー冒険の舞台が待ってるんですね（笑）。

ＧＭ：何をおっしゃいますか。どこに出しても恥はずかしくない、立りつ派ぱな『アリアンロッド』ですよ。

鈴吹：まあ、舞台はあくまでもエルーラン王国の地方領みたいだしな。

[image: ]

稲葉：エルーランというのは？

大畑：エリンディル西方で、もっとも古い歴史を持つ王国です。

稲葉：ああ、なるほどね。

ＧＭ：では、続いてシナリオハンドアウトです。





（＊）藤沢周平　江戸時代を題材にした作品を多く残した小説家。

（＊）山田風太郎　戦後日本を代表する娯楽小説の大家。忍法帖シリーズはつとに有名。

（＊）円月殺法とか諸刃流正眼崩し　円月殺法は眠狂四郎の秘剣である。剣が円を描ききると対した相手は気絶するが、途中で斬りかかれば必ず斬られる。諸刃流正眼崩しは旗本退屈男こと、早乙女主水之介の秘剣。






●ＰＣ①用ハンドアウト

コネクション：ライドウ　　　関係：師し匠しよう

推すい奨しようクラス：サムライ

　数年前、キミは剣聖と名高きライドウに師し事じし、兄弟子のヒョウゴとともに剣の修しゆ行ぎように明あけ暮くれていた。だがあるとき、師匠ライドウはヒョウゴによって殺されてしまう。ヒョウゴは、師匠が封ふうじていた妖刀・落葉を奪うばい、西へと出しゆつ奔ぽんした。

　以来、キミは旅を続け、エリンディルへとやってきた。




稲葉：このキャラクターの名前が決まると、シナリオのタイトルが決定するんだよね。

ＧＭ：そうです。剣豪モノっぽいタイトルにしたかったもので。

鈴吹：ＰＣ①の兄弟子はヒョウゴか。こりゃ強いぜー。

かわたな：元ネタがあるんですか？

稲葉：柳生やぎゆう・兵庫助ひようごのすけ（＊）って名前の剣士がいるんだよ。江え戸ど時代最強剣士のひとりだ。

ＧＭ：兵庫助は五味康祐ごみ・やすすけ（＊）の小説なんかだと無む敵てきですからねー。

稲葉：やっぱり名前は重要だよな。俺、今回は剣豪モノだって聞いたから、それらしい名前をあらためて調べ直してきたんだ（笑）。

ＧＭ：おおっ、そういうことならＰＣ①を稲葉さんにお願いしましょう。

鈴吹：稲葉さんがサムライ役やるのはバッチリじゃないかな。

稲葉：じゃあ、名前を選んでおくよ。それでタイトルも決まるし。

ＧＭ：お願いします。では、続いてＰＣ②のハンドアウトですね。





（＊）柳生兵庫助　江戸時代初期の剣豪。尾張柳生の創始者。

（＊）五味康祐　小説家。柳生一族をあつかった剣豪小説を多数執筆。






●ＰＣ②用ハンドアウト

コネクション：デュラン伯　　　関係：保ほ護ご者しや

推奨クラス：指定なし

　キミは、エルーラン王国の地方領りよう主しゆ、デュラン伯の娘である。キミには呪いがかけられており、物心つくと父はキミに仮か面めんを被かぶせ、城しろの塔とうへと閉とじこめた。

　だが、キミが一六の誕たん生じよう日びを迎むかえたとき、父は無実の罪を着せられ、フォスター伯に殺されてしまう。キミは、父からフォスター伯の陰いん謀ぼうの証しよう拠ことなる手紙を託たくされ、逃にげ延のびた。




かわたな：最初から呪われてるのかよ!?　しかもこの父親、仮面被せて塔に閉じこめてますよ。ひどい虐ぎやく待たいだ（笑）。

ＧＭ：そこはファンタジーの作法ということで、ご理り解かいください。

稲葉：デュマの鉄てつ仮か面めんみたいだな。

ＧＭ：ＰＣ②はデュラン伯の娘で、妙みよう齢れいの姫ひめ様さまってことでお願いします。

かわたな：鉄仮面の姫様かー。

大畑：ところで、この呪いというのはどんな呪いなんですか？

ＧＭ：くわしくはオープニングで説明しますが……このＰＣ②の素す顔がおを見ると、大変なことになってしまいます。

大畑：だから仮面を被かぶせられたと。

ＧＭ：すべては呪いのせい。ですから、フォスター伯の行動も仕方のないことなんですよ。

かわたな：ということは、このＰＣにとって仮面は愛の象しよう徴ちようってこと？

鈴吹：きっと、仮面の裏うらに〝愛〟って書いてあるんだよ（一同爆笑）。

稲葉：そりゃすごい（笑）。

ＧＭ：父の愛の証拠が仮面に！（笑）




　その愛の表ひよう現げんはどうかと。




かわたな：じゃあ、これは自分が引き受けましょう。突つっ込こみを入れているうちに、いろいろアイデアが出てきたので。




●ＰＣ③用ハンドアウト

コネクション：魔族・落葉　　　関係：強きよう敵てき

推奨クラス：指定なし

　今から一六年前、キミはデュラン伯とライドウと共に、その瘴気で人々を妖よう魔まに変えてしまう落葉という魔族と戦った。かろうじて勝利したものの、落葉は滅びる前に恐おそるべき呪いの言葉を吐はいた。キミたちは、ふたたびデュラン伯領に集う約束をして別れた。

　そして、再さい会かいの時がやってきた。




大畑：こっちは今回の一六年前の事じ件けんに関わってるわけですな。

鈴吹：つまり、ＰＣ①の師匠とＰＣ②の父親と知り合いか。

ＧＭ：はい、ハンドアウトの設せつ定てい上、年ねん齢れい高めのキャラになるかと。

稲葉：助言役みたいな？

ＧＭ：そんなイメージです。

大畑：年齢高くていいのなら、実はやってみたいキャラクターがあるんですよ。

ＧＭ：……三下？

大畑：いや！　今回は断だん固こ三下じゃない……はず。……だといいなぁ。

かわたな：どんどんトーンが下がってんな（笑）。

ＧＭ：ではＰＣ③は大畑くんで。




●ＰＣ④用ハンドアウト

コネクション：ヒョウゴ　　　関係：恩おん人じん

推奨クラス：ニンジャ

　キミは落葉五人衆のひとりだ。今から数年前、キミの故こ郷きようはＰＣ①というサムライに滅ほろぼされた。ただひとり生き残ったキミを助けてくれたのが、ヒョウゴだった。それ以来、キミはヒョウゴのギルド〝落葉五人衆〟の許もとでＰＣ①を討うつための修行に励はげんできた。

　そして、憎にくいＰＣ①を討つ機会が巡ってきた。




鈴吹：いきなり敵か。

稲葉：しかも、俺に故郷を滅ぼされてるのか。「ひゃっはー！　こいつまだ息があるぜー」みたいな（一同爆笑）。

ＧＭ：ダメですよ、主人公がいきなり外道になっては（笑）。

稲葉：（ガラの悪そうな声で）「あ～ん、忍しのびの里？　しらんなぁ」とか。

大畑：だ、だめだ、このイメージからもう戻もどれない（笑）。

鈴吹：プレイしていくうちに真相がわかるんだろう。残るこのハンドアウトが俺だな。




　全員のハンドアウトが決まったのち、プレイヤーたちはキャラクター作成に移うつる。

　キャラクター作成は、剣豪と呼よぶにふさわしい強さとなる８レベルを上じよう限げんとし、経けい験けん点三〇〇点、所持金九〇〇〇Ｇ、クラスチェンジの制せい限げんはなしというレギュレーションで行なうことにした。

　そしてしばしの後、キャラクターが出来上がった。







◆Preplay 02◆キャラクター紹介




ＰＣ①の場合／稲葉義明───アケボシ・レンヤ

稲葉：さっきも言ったけど、剣豪モノということで、キャラクターの名前をいろいろと用意してきたんだ。

ＧＭ：おお、さすがですね。

稲葉：（単語帳をめくりながら）……一文字、剣けん菱びし、御み子こ柴しば、明あけ星ぼし……、この中のどれがいいと思う？

かわたな：結けつ構こう候こう補ほありますね。

ＧＭ：わざわざ単語帳に書かき込こんできてもらえるとは。ちょっと感動ですよ。

鈴吹：この中だと……〝闇月〟に対たい抗こうして〝明星〟がいいんじゃないか？

大畑：〝闇の月〟と〝明けの星〟まさしくライバルって感じですね。

稲葉：明星に決めるとして……そうだな、フルネームは柳生やぎゆう・連也斎れんやさい（＊）からとってアケボシ・レンヤにしよう。

ＧＭ：では、レンヤに決定ってことで。

鈴吹：しかし、ヒョウゴ対レンヤか。夢ゆめの柳生対決だな（笑）。

ＧＭ：対決も盛もり上あがりそうですね。

稲葉：それで、キャラの性せい格かくなんだけど、石川賢いしかわ・けんの時代劇漫まん画がに出てくるような豪ごう放ほう磊らい落らくなサムライにしようと思うんだが。

ＧＭ：石川賢（＊）！　こう目をぐるぐる回して敵をぶった斬ぎっていく!?（笑）

稲葉：もう師匠のライドウでさえ、ジジイ呼よばわりしているようなヤツ。

ＧＭ：わかりました、その方向で問題ないと思います。

稲葉：ならよかった。

ＧＭ：ライフパスは？

稲葉：ダイスを振ふったところ、出自が〝騎き士し〟。特とく徴ちようが〝騎き士し道どう〟と出たんだが、〝武ぶ士し道どう〟に変へん更こうしてもいいかな？

ＧＭ：構かまいませんとも。なんせ今回は〝剣豪伝〟リプレイですから。

稲葉：境きよう遇ぐうは〝探たん索さくの旅〟。これは落葉と仇あだを捜さがすからちょうどいい。これが終わったら巻まき物ものとか探さがすんだろう（笑）。最後は追加運命表から〝放ほう浪ろう生活〟を選んだ。

ＧＭ：わかりました。




ＰＣ②の場合／かわたな───リオナ

かわたな：それでは自分の番で。名前はリオナ。一六歳さいのお姫様でデュラン伯の娘です。ハンドアウトの推奨どおりです。

ＧＭ：は、ありがとうございます。

かわたな：ハンドアウトにあるように、父親に仮面を被せられ、幼おさない頃ころに城の塔に閉とじこめられてしまいました。

稲葉：それだけ聞くとデュラン伯ってひどい父親だな（笑）。

かわたな：これはもう屈くつ折せつするしかない。もう家族すら信じられない。では、この世の中で信じられるものは何か？

ＧＭ：ほほう、何でしょうか？

かわたな：……それは金だ！　お金さえあれば、こんなわたしでもみんなが慕したってくれる!!

鈴吹：金にがめついヒロインかよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：哀かなしい背はい景けいではありますが。

かわたな：国を栄えさせ、財ざい源げんを確かく保ほすれば領りよう民みんたちからの尊そん敬けいを受け、こんな境遇からも解かい放ほうされるんじゃないかと思い、塔の中でコツコツ錬れん金きん術じゆつを研究したんですよ。

稲葉：なんて遠大な計画だ（笑）。

ＧＭ：塔にこもって錬金術というとウェブトレーダーか何かのような。

鈴吹：モニター並ならべて株かぶ式しき情じよう報ほう見ながら「買いよ！」とか言ってるのか（笑）。

かわたな：ライフパスはハンドアウトにならって、境遇は〝逃とう亡ぼう者しや〟、運命は〝波は瀾らん万ばん丈じよう〟をチョイス。……ああっ！　わたしの一生はどうなってしまうのでしょう？（笑）

鈴吹：仮面被せられて塔に閉じこめられたり父親殺されたりしてるからな。

かわたな：出自は〝始し祖その紋もん章しよう〟です。特徴の〝神の恩恵〟の効こう果かで《ヘイスト》（＊）を取りたかったので。きっと、デュラン伯はく爵しやく家けはそういう特別な血けつ統とうなのでしょう（笑）。





（＊）柳生連也齋　江戸時代初期の剣豪。尾張の麒麟児の異名を持つ。

（＊）石川賢　漫画家。ダイナミックでパワフルな作風が特徴。二〇〇六年急逝。

（＊）《ヘイスト》　対称の行動値を上昇させるメイジのスキル。






ＰＣ③の場合／大畑顕───ナジャール・コジャール

ＧＭ：では次、ＰＣ③お願いします。

大畑：それでは、名前はナジャール・コジャール。

かわたな：なんだその変な名前（笑）。

稲葉：セザールでゴザール？

鈴吹：バザールでゴザール？

大畑：いえ、ナジャール・コジャール。

鈴吹：やっぱり変な名前だ（笑）。

ＧＭ：で、どのようなキャラですか？

大畑：キルディアという砂さ漠ばくの国出身の元シャーマンで、フィルボルのちっちゃいジジイです。年齢は六〇歳とし。

ＧＭ：シャーマンというと『トラベルガイド』の地ち域いきクラスですね。

大畑：キルディアにいたとある悪あく徳とく商人から、得意のギャンブルで金を巻まき上あげたのち、エルーラン王国に逃のがれました。

稲葉：キルディアっていうのは？

ＧＭ：エルーランの北にある、砂漠の共きよう和わ制せい国家です。

稲葉：なるほど、北の国から賞金首に追われて逃げて来たのか（笑）。

大畑：しかし、逃にげた先で派は手でにギャンブルでスッてしまったので足がつき、危あやうく命を取られそうになったところをデュラン伯に拾われたという駄だ目めジジイ（笑）。

稲葉：ギャンブル得意だったんじゃないのか？（笑）

かわたな：デュラン伯、優やさしいな。

ＧＭ：懐ふところの深い人物なんですよ。

大畑：そういうことを繰くり返かえしていたため、今ではすっかり裏社会の連中から狙ねらわれるはめに。でも、パーッと使うことはやめません。なので、ライフパスの境遇は〝賞金首〟。

ＧＭ：そりゃ賞金もかけられますね。

大畑：なのでライドウを頼たより、東へ逃とう亡ぼうしました、シナリオ開始前に（笑）。

ＧＭ：そして一六年後、ほとぼりが冷めたと思ったので戻もどってきた、と。

大畑：シャーマン選んだので出自は〝特とく殊しゆな一族〟です。特徴は〝地域クラス〟（＊）。運命は〝渇かつ望ぼう〟。まだまだ遊びたりんのじゃ～、みたいな（笑）。

ＧＭ：ファミリアはどうするんで？

大畑：そうですねー。なんか謎なぞの影かげみたいなのを呼よび出だしてそれを使役してしまったとか？　こう、ギャンブルに勝とうとして呼よび出したりして（笑）。

ＧＭ：本人も何だかわかってないんですね、そのファミリアについて（笑）。

かわたな：知らぬ間に悪あく魔まと契けい約やくしちゃったとか、そういう感じか。





（＊）地域クラス　地域クラスは特定の地域出身者でなければ取得できなかったが、『スキルガイド』で改訂された。






ＰＣ④の場合／鈴吹太郎───シノブ

鈴吹：みんな聞いてくれ！　一発で、誰だれでも俺のキャラを女ニンジャだとわかってくれるいい名前を思いついたんだ！

一同：ほう！

ＧＭ：一体、その名前というのは？

鈴吹：その名も───シノブ!!

大畑：ほ、ほんとだー!!（笑）

ＧＭ：たしかに、誰が聞いてもキャラがニンジャだとわかりますね！

稲葉：まず、名前を見てクラスを間ま違ちがえることのない名前だよね。

鈴吹：年齢は十三歳。忍しのびの里をレンヤに滅ぼされたというのでそのくらいにした。ライフパスも出自は〝滅ほろんだ民族の血〟。

ＧＭ：ハンドアウトの設定を拾っていただいたわけですね。

鈴吹：それで、つい最近落葉五人衆に入った。ほんと、つい昨日くらい（笑）。

かわたな：新人なんですね。

鈴吹：シノブが落葉五人衆になる前には、先代がいたんだよ。

ＧＭ：ほう、先代が？

鈴吹：その名も……〝ラ・ニンジャ〟！

一同：ラ・ニンジャ!?（大だい爆ばく笑しよう）

大畑：ど、どこの悪魔超ちよう人じんかと（笑）。

鈴吹：それは〝ザ〟だろ。俺のは〝ラ〟。全然違ちがう。




　……〝ラ〟。

　おフランスの香かおりがします。




鈴吹：ともかく、このラ・ニンジャはすごく悪いヤツだったんだよ。

ＧＭ：悪いんですか、ラ・ニンジャ。

鈴吹：しかし、シノブはそんなことちっとも知らずに育ってきた。ヒョウゴに言われるがまま、落葉五人衆を正せい義ぎの集団だと思っている。運命は〝世間知らず〟ね。

かわたな：シノブは悪事を働いていないのに、前ぜん任にん者しやのせいで勘かん違ちがいされる？

鈴吹：跡あとを継ついだシノブが「落葉五人衆の新人シノブでーす」と名乗っても「貴き様さまが悪人のラ・ニンジャか！」と言われちゃう。だから境遇は〝汚お名めい〟。

ＧＭ：シノブ、やけに軽いっすね（笑）。

鈴吹：こういう設定なら悪事も働いていないし、すんなり合流できる。

稲葉：なるほど、誤解が解ければ仲間になれるわけだ。




ＧＭ：……というわけで、キャラクター作成は終わりましたね？

一同：はーい。

ＧＭ：今回は『上級ルールブック』にあるＰＣ間コネクションのルールを使おうかと思います。コネを取る順番は、レンヤ→リオナ→ナジャール→シノブ→レンヤの順になります。

レンヤ：リオナと出会うシーンは用意してあるのかな？　そのとき決めたいんだが。

ＧＭ：ふたりはオープニングで出会うことになります。出会ったところでコネの関係決めるのは、悪くないと思います。

リオナ：ナジャールに対しては［貸かし］にしましょう。父親からの付き合いで。

ナジャール：デュラン伯の娘はしっかりしておる（笑）。では、シノブに対してはダイスで決めよう（ダイスを振ふる）。

ＧＭ：（表を見て）……［腐くされ縁えん］（笑）。

シノブ：借金で追われたところをかわいそうに思って助けたんだよ（笑）。

ＧＭ：では、シノブからレンヤへのコネクションですね。

シノブ：レンヤに対しては［仇きゆう敵てき］で。里を滅ほろぼしたアケボシ・レンヤめー、ゆるさーん！

ＧＭ：そんなところで、オープニングに……。

レンヤ：いや、まだやることがある。

ＧＭ：おっとそうでした、正式なタイトルコールがまだでした。では───。




　アリアンロッド剣豪伝

　──『明星連也降魔剣』
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OPENING PHASE







◆Opening 01◆落葉の最期




　すべての発ほつ端たんは一六年前──。

　降ふりしきる豪ごう雨うの中、デュラン伯領を脅おびやかした東方渡わたりの魔族、落葉が滅ほろびたときのことであった。




ＧＭ：では、オープニング。最初のシーンはナジャールのシーンです。

ナジャール：おっ、ワシからか。

ＧＭ：場所は、一六年前のエルーラン王国はデュラン伯領、廃はい墟きよとなった集落です。降りしきる豪雨と稲いな妻ずまの中、魔族、落葉が追おい詰つめられています。

ナジャール：ワシは、いきなり戦ってるんじゃな。

ＧＭ：ええ、デュラン伯領に現あらわれた落葉を討とう伐ばつせんと剣を取ったデュラン伯。それに続くのは東方から落葉を追ってきたライドウ、そしてナジャールがいます。

ナジャール：デュラン伯に何とかしてもらった恩おん返がえしということで。

レンヤ：しょうがねえじいさんだ（笑）。

ＧＭ：落葉は東方の女官風の装しよう束ぞくをまとった女怪です。デュラン伯領の住民を何人も妖魔に変えてしまいました。

ナジャール：で、デュラン伯みずから剣を取ったというわけじゃな？

ＧＭ：デュラン伯、ライドウのふたりが、落葉との間合いを詰つめ、ナジャールがサポートしているって感じで。

ナジャール：では、呪いのエキスパートたるワシの力を見せよう。《ディビレテイト》！　と言うとシャーマンの呪いの効果で相手のダイスが減へるんじゃ。これは昔のことなので、使用回数には加えないでおくれ（笑）。

ＧＭ：いいでしょう、回想シーンだし。

ナジャール：今じゃ、ライドウ！

ＧＭ：すると、ライドウが「助力、感かん謝しや！」と、一気に踏ふみ込こみます。




　ナジャールの魔ま法ほうで動きを封ふうじられた落葉の隙すきを逃のがさず、大だい上じよう段だんに構かまえたライドウが一気に間合いを詰つめた。

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、一いつ閃せん!!

「──外道、滅殺ッ!!」

　魔族、落葉は、一太刀にて倒たおれた。




ＧＭ：「ギャアアアアアッ！」と落葉は崩くずれ落おち「おのれぇ……許ゆるさぬぞ！」

ナジャール：おぬしに許ゆるしてもらっても、ワシにかけられた賞金はなくならんわい！（笑）

ＧＭ：「口惜しや……。デュラン伯よ！　我わが呪のろいを受けるがいい。おぬしの娘が一六の歳を迎えたとき、その娘のせいでおぬしは滅びるであろう!!」と、呪いの言葉を吐きます。

ナジャール：ぬぬう、なんという怨おん念ねん。

ＧＭ：「ライドウ！　おぬしは弟子の手にかかって死ぬであろう!!」

ナジャール：ワシは？　ワシは？

ＧＭ：「おぬしは……わらわを貫つらぬいたこの刀で死ぬであろう！」

ナジャール：なんじゃ、わりと普通じゃ。

レンヤ：そうか？　急にライドウが振ふり返かえってニヤリと笑ったりしたら……、かなり怖こわいと思うぞ（笑）。

ナジャール：ブルルッ！　それは勘かん弁べんじゃ！

ＧＭ：ともかく呪いの言葉を吐き終えると、ようやく落葉は息いき絶たえました。いつしか雨も止み、空も晴れます。デュラン伯が駆かけ寄よって「……手強い敵であった」と。

ナジャール：ふう、あの呪じゆ文もんがやつに通じておらねば、今いま頃ごろは……。

リオナ：なんか恩おん着きせがましいセリフだわ（笑）。

レンヤ：世話になった分働いたという、ナジャールのアピールなんだろう。

ＧＭ：ライドウは「デュラン伯、ナジャールどの。これで東方より追ってきた落葉も滅びた……。だが、なんとも不気味な言葉でござった」と不安を漏もらします。

ナジャール：ワシにも呪いの言葉が向けられたしの。そこは気になるぞ。

ＧＭ：「……この刀から、不気味な血曇くもりが消えぬ」と。なんか落葉を斬った刀身に顔っぽく映うつるものが。

ナジャール：こう背せ伸のびして覗のぞき込こみ、まるであの女怪の顔のようじゃな。

ＧＭ：まさにそれです。デュラン伯も「私の娘を呪うとは、何ともおぞましい言葉であった……」と不安そうです。

ナジャール：たしかに心配じゃのう。

ＧＭ／ライドウ：「デュラン伯、どうやらこの刀には落葉の怨念が宿ってしまった様子。東方へ持ち帰り、清めよう。さすれば落葉の呪いも消えるであろう」

ナジャール：ともかく、デュラン伯よ。これで貸かし借かりなしということで。

ＧＭ／ライドウ：「いやいや、ナジャールどの。我われらは一六年後、ふたたびこの地へ集まる必要があるだろう」

ナジャール：な、なんで!?　ワシ、ちゃんと世話になった分は働いたよ!!

ＧＭ：デュラン伯が「ナジャールどのの使った額がくを合わせると、合計でこれほどの額に……」と算盤を弾いて金額を見せます（一同爆笑）。

ナジャール：なんだってー!?　バ、バカな話が違うぞ。

ＧＭ／デュラン伯：「各地でナジャールどのが豪ごう遊ゆうした経けい費ひも、このように私が一本化して整理しておいたのだ」

ナジャール：ちょっ!?　デュラン伯、やけに経けい理りにくわしいぞ!?（笑）

レンヤ：ライドウが「そうは言っても、おぬしにも〝もののふの心〟がある。拙せつ者しやには、わかっておるぞ」とか言うんだろ（笑）。

ナジャール：もちろんじゃ！　〝もののふの心〟……ワシにもあるよ！

リオナ：とてもそうは見えない（笑）。

ＧＭ：すると向こうから、いかにも借金取りな感じの男たちが。

ナジャール：いかん！　ライドウどの、早く行くぞ！　その呪いはワシがちゃんと処しよ置ちしないと！　……言い忘わすれたが、ワシは《ハーミット》（＊）というスキルのおかげで、ランクの高いシャーマンとして扱あつかわれるのじゃ!!（一同笑）

レンヤ：なんだ、じじい偉えらいんじゃないか。

ナジャール：では、一六年後、この地で会おう、と約束するのじゃ。

ＧＭ：「娘に何かあったときは、頼たのみますぞ」と、デュラン伯が見送ります。

レンヤ：お、ちょっと思いついた。するとライドウが去り際ぎわに「拙者、こたびの戦いで秘剣に開かい眼がんした。その名は──無明剣！」と語るわけだ。

ＧＭ：おお、なるほど!!　……　無明剣、なんか考えておきましょう。

シノブ：これが闇月無明剣への伏ふく線せんに。

ＧＭ：そして、一六年の月日が流れ……。




　あれから一六年──。

　ナジャール・コジャールは、異い郷きようの地にてあの日の約束を思い出していた。




ナジャール：では、時は流れて現げん在ざい。一六年前の約束を果たすときが来たようじゃなと、ワシは遠く西の空を見る。

ＧＭ：（すごんだ声で）「……じいさ～ん、大切な話の最中によそ見はいけねえな」と怖いお兄さん方が、一六年後のナジャールを囲んでいます。

ナジャール：うおっ、ワシピンチ!?

ＧＭ：で、怖いお兄さん方は「こちとら結構捜さがしたんだぜぇ、ナジャール・コジャールさんよぉ～」と、すごんできますが。

ナジャール：ま、まあ待つのじゃ！　話し合おう。

ＧＭ：「おいおいじいさん、今さら何を話し合うっていうんだ？」

ナジャール：ほら、どうせあの金っておぬしらの雇やとい主ぬしがあくどいことやって稼かせいだ金じゃろ？

ＧＭ：「そういう問題じゃねえ！　さあ、お前がイカサマで巻き上げた金、全部返してもらおうじゃねえか」

リオナ：またそういうギャンブルに手を出して……一六年じゃ人間変わらないのね。

ナジャール：……ならば仕方なし。

ＧＭ：「しおらしくなったな。始めからそうしてりゃいいんだ」

ナジャール：のう、お前さん方。この剣をちょっと見てくれ。なかなかの値ね打うち物なんじゃがと、腰こしに差した赤レツきドサ斜ンセ陽ツトのソー剣ド（＊）を抜ぬいて見せる。

ＧＭ：「……これは？」

ナジャール：そこで《デイメア》（＊）！　短たん剣けんからまばゆい光が放たれ、そいつらに悪あく夢むを見せるのじゃ！（爆笑）

レンヤ：このじじい、やりやがった！（笑）

ナジャール：ワシのファミリアが恐おそろしい形相になって襲いかかる悪夢を見てもらおうかの。

ＧＭ：ああ、例の悪魔の影の。




　ナジャールの背はい後ごから悪魔のような影がにじみ出し、恐ろしい形相で襲おそいかかった！

　だがそれは、あくまでもナジャールが呪じゆ術じゆつで見せた幻げん影えいである。




ＧＭ：では、そいつらは突とつ如じよパニックに襲われて逃にげ回まわっています。

ナジャール：そして、気づくとワシはもうその場から逃げ出しているのじゃ。

ＧＭ：気づくとナジャールの姿がない。「ジジイやりがったな!?」やら「追えっ！　追うんだっ!!」と大だい混こん乱らんです。

ナジャール：お前らなんかに払はらう金はないもんね～！

レンヤ：このじじい、まるで駄目だな（笑）。

ナジャール：ワシは、このままデュラン伯領に向かうということで。

ＧＭ：では、シーン終しゆう了りようです。





（＊）《ハーミット》　高名なシャーマンであることを表わすスキル。

（＊）赤き斜陽の剣　赤銅色の柄を持つ、魔術用のショートソード。魔術のダメージを＋３する。

（＊）《デイメア》　悪夢を見せ、ダメージを与える魔術。シャーマンのスキル。









◆Opening 02◆奪うばわれた城




　デュラン伯領の姫ひめ君ぎみは、仮面を被せられて塔に幽ゆう閉へいされているという。

　なんでも、一六年前に滅びた東方渡りの魔族の呪いがかけられているそうな……。




ＧＭ：次はリオナのシーンです。舞台は、あなたの故郷デュラン伯領です。

リオナ：はい、了りよう解かいです。

ＧＭ：物心ついたときから、あなたの周囲では争いが絶たえませんでした。

リオナ：やめてー、わたしのために争わないでー！　みたいな？

ＧＭ：そんな感じです。あなたを巡めぐる争いはかなり激はげしいもので、中には流血沙ざ汰たとなることも珍めずらしくなかった。

リオナ：ちょ、ちょっと！　いくらなんでも、そこまでだとひくわ。

ＧＭ：デュラン伯には思い当たるところがあり「これは、もしや……」と。

リオナ：もしかして、これが呪い？

ＧＭ：はい。あなたには、その顔を見た男たちが、他の男たちを殺してでも自分のものにしたくなるという、たいへん恐ろしい呪いがかかっています。

一同：なんだってー!?（爆笑）

シノブ：まさに傾けい国こくの呪いなのね（笑）。

リオナ：なんていやな呪い!?　そりゃお父様も閉とじこめるわ。

ナジャール：モテモテじゃが、ところ構かまわず効果を発揮。しかも、ひと目見ただけでしつこいストーカーになるという……。

リオナ：そんなのいやすぎるわ！

ＧＭ：まあ、呪いですからね。そこで、デュラン伯は決けつ断だんします。「すまん、リオナよ。これはお前のためなのだ」と、リオナに仮面をつけさせます。

リオナ：お父様、待って～！

ＧＭ：そして、誰の目にも触れないよう城の塔の一室に閉じこめられるわけです。

ナジャール：ギィ～、ガチャーン！（扉が閉ざされる音）




　それから……。

　リオナは長い間、鉄の仮面を被り、塔の中で暮くらすこととなった。領民たちは呪われた姫君と噂うわさし、ごく一部の者以外は近づこうともしない。

　閉じこめられた彼かの女じよは、孤こ独どくを癒いやすように錬金術の研究に没ぼつ頭とうしていった。




リオナ：というわけで塔に閉じこめられたわたしは、書物を山積みにして錬金術を独どく学がくで学んでいます。部屋には、試験管やら薬やらが散さん乱らんしている、と。

ＧＭ：デュラン伯は、あなたを不ふ憫びんに思いつつ毎日様子を見に来ますが、仮面も外してはくれませんし、この塔から外にも出してくれません。「これはお前のためなのだ」と悲しげに言うばかりです。

リオナ：そんな自分の境遇に葛かつ藤とうがあったのだけど、ある日を境に変わったわ。

ＧＭ：ほう、それは？

リオナ：世話をしにきた女官に宝ほう石せきを渡わたしたら、今まで腫はれ物ものに触さわるような態たい度どが豹ひよう変へんし、扱あつかいがよくなったのよ。

ＧＭ：そこで「これだ！」と（笑）。

リオナ：そうよ！　お金さえあれば、父から疎うとまれ、呪われたわたしでも、みんながよくしてくれるわ！

ナジャール：だいぶ屈折しとるのー。

リオナ：ともかく、世の中はお金で成り立っているという思いを強くします。

ＧＭ：わかりました。そして、リオナが一六歳の誕たん生じよう日を迎えたとき事件は起こるのです。

リオナ：いつものように仮面を被ったまま、錬金術の研究に没頭しています。そういえば、今日は誕生日だったかしら？　と興きよう味みなさげに。

ＧＭ：すると塔の外から喧けん噪そうの声が聞こえ、デュラン伯がやってきます。

リオナ：お父様、何があったのです？

ＧＭ：デュラン伯は塔の鍵かぎを解かい除じよし「今まですまなかったな、リオナ」と。

リオナ：そして今いま更さらそのセリフは（笑）。

ＧＭ：「と、ともかく逃にげる支し度たくを……。この城は、落ちる……」

リオナ：何ですって!?　とは言いながら、こんな日のためにバックパックにベルトポーチが用意されてます（笑）。

ナジャール：逃げる気満々じゃな。

レンヤ：きっと、脱出する機会を虎こ視し眈たん々たんと待っていたんだろう、このお姫様は。

ＧＭ：「そうか、常つねに父のもとから逃にげようと……不ふ憫びんな子だ」（笑）

リオナ：どこかの国が攻せめてきたのですか？　それとも反乱ですか？

ＧＭ：「フォスター伯はく爵しやくが私に反乱の濡ぬれ衣ぎぬを着せ、兵を挙げたのだ」

リオナ：エルーラン王国に対する反はん逆ぎやく罪ざいということですね？

ＧＭ：そうです。「せめてお前だけでも！」と、リオナの手を引いて落ちのびようとします。

リオナ：わたしもお父様の娘です。踏ふみとどまって戦いのお手伝いをさせてください！

ＧＭ：「いや、お前にはやることがある」と言って一通の手紙を渡します。

リオナ：お父様、これは？

ＧＭ：「フォスター伯がヴァンスター帝国と内通し、エルーランを売うり渡わたそうとしている証拠を記した手紙だ」

リオナ：ヴァンスター？　西方で勢せい力りよくを増ましている強国のことですね。

ＧＭ：「これを王都ログレスの国王陛へい下かにお渡しするのだ。そうすれば真実は明らかになろう」と、手紙を握にぎらせる。

リオナ：ですが、この呪われた身のわたしが、ひとりで王都に辿たどり着つけるでしょうか？

ＧＭ：するとデュラン伯は「その仮面が割われたとき、きっと力を貸してくれる者が現あらわれるであろう」と答えます。

リオナ：この仮面にそんな仕し掛かけが？

ＧＭ：そういう魔法の品です。

ナジャール：娘が呪われていると知って、デュラン伯もいろいろ手を打っておったんじゃな。

ＧＭ：そこに新たな登場人物が。「（イヤミな声で）残念ですなあ。貴方あなたほどの方が反逆を企たくらむとは」ピーンとしたヒゲして、羽根つき帽ぼう子しを被った、イヤミな感じの貴き族ぞくです。

リオナ：わかりやすいキャラね（笑）。これがフォスター伯？

ＧＭ：そうです。デュラン伯が「おのれ、フォスター伯め！」と剣を抜ぬく。兵たちもリオナを守るように陣じんを組みます。

リオナ：ああ、お父様!?

ＧＭ：フォスター伯は「さすがは武ぶ勇ゆう名高きデュラン伯だ。だが、私には切り札がある。さ、お願いしますよ」

ナジャール：出たーっ！　時代劇の定番「お願いしますよ、先生」じゃ!?（笑）

レンヤ：用よう心じん棒ぼうの先生が「どうれ」とか言って出てくるパターンだな。

ＧＭ：すると、まずザバァーッと堀ほりから……。

レンヤ：ちょっとまて！　〝まず〟!?　〝まず〟堀からなのか！（笑）

ＧＭ：堀から水飛沫が上がった途と端たん、バタバタと兵士が倒たおれっ！

ナジャール：〝兵士が倒れ〟！（笑）

リオナ：（おどおどしながら）な、なんなの？　何が出てきたの!?

ＧＭ：鋭するどいサンマ顔のギルマンがっ！

一同：サンマ顔!?（一同爆笑）

ＧＭ：「ギョー、ギョッギョッギョッ」と、奇き怪かいな笑い声を上げながら現われる！

リオナ：〝ギョ〟!?　魚だけに〝魚〟!?（笑）

ＧＭ：「〝天てん然ねん魚ぎよ人じん流りゆう〟ザンマ推すい参さん！」

一同：天然魚人流っ!?（一同大爆笑）

レンヤ：これはすごい！　サンマ顔で天然魚人流の使い手、ザンマ！（笑）

ナジャール：この名、絶ぜつ対たい忘わすれられん。

リオナ：やめてー！　お城が生なま臭ぐさくなってしまうわー！（爆笑）

ＧＭ：さらに目を移うつせば、数人の兵士が脛すねからズザザーッと斬きられる！

リオナ：はっ!?　新手！

ＧＭ：「ぎゃあああ！　俺の足が！」「ど、どこに敵が!?」と、大混乱です。

リオナ：今度はなんなのっ!?

ＧＭ：「〝地じ摺ずり〟のガント！」地に這はうように低く薙刀なぎなたを構かまえたネヴァーフの姿がっ！

ナジャール：〝地摺り〟のガント!?

レンヤ：ああっ！　低い位置で構えて兵士たちの死角にいたのか！

シノブ：薙刀には、〝お脛〟（＊）があるからね。

ＧＭ：そして、次は城じよう壁へきが崩くずれ！

リオナ：え!?　城壁が!?

ＧＭ：ぬっと太い腕うでが、兵士の首の骨ほねをへし折ります。見れば、本来巨きよ躯くであるオウガより、なおひと回り大きいオウガが。「〝轟拳〟のゴウハ」と名乗ります。

シノブ：妖魔もいるんだ！

ナジャール：そもそもザンマなんか動物じゃ（＊）！（爆笑）　ていうか、シノブの仲間じゃろ？

シノブ：実は、どんな仲間がいるかはまだ全然聞かされていない（笑）。

ＧＭ：続いて落葉五人衆シノブが登場するシーンですが……。

シノブ：ああ、違う違う、ここではまだあたしは登場しないよ。

ＧＭ：ああ、なるほど。……では「落葉五人衆、ラ・ニンジャ、ここにっ！」（笑）

リオナ：プリプレイで言ってただけのラ・ニンジャまで!?（笑）

シノブ：ラ・ニンジャは手しゆ裏り剣けんを雨あられのように放ち、次々と兵士たちを倒していく。

ＧＭ：はっ、ではそのように。しゅぱんしゅぱんと手裏剣を投げて、衛えい兵へいを倒していきます。

リオナ：ああ、衛兵が次々と！　やっぱり、お給料をケチっていてはこういう弱い兵士しか雇やとえないんだわ！（笑）

ナジャール：経費ケチったから、精せい鋭えい兵じゃなくて兵士なんじゃな。




『エネミーガイド』によると、精鋭兵は６レベル。兵士は２レベルである。経費をケチったばかりに、兵の質がさがったらしい（笑）。




ＧＭ：「落葉五人衆筆頭〝闇月〟のヒョウゴ」と最後に超ちよう絶ぜつ美形なサムライが現あらわれます。

ナジャール：超絶美形!?（笑）

リオナ：……具体的に、どんな感じの人？

ＧＭ：それはもう、月すら恥はじらい霞かすもうかというほどの美び麗れいな剣けん客かくで……。

レンヤ：わかんねーよ！（笑）

ＧＭ：えー……では、肌はだは白はく磁じのように白く、流れる髪かみは銀。瞳ひとみは宝石のように赤く冷たい輝かがやきを湛たたえ、どこか〝虚きよ無む〟を漂ただよわせているサムライです。

レンヤ：ああ、ありがとう。とにかく、ヒョウゴがすごい美形なのはわかった。

リオナ：でも、目が赤いってことは？

ＧＭ：はい、ヴァンパイアです。

リオナ：つ、次から次へと……（笑）。

ＧＭ：フォスター伯もご満まん悦えつで「彼かれらは落葉五人衆、東方より来た凄すご腕うでの剣客たちですぞ！」と自じ慢まんげに。
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リオナ：落葉五人衆、これが……（笑）。

ＧＭ／デュラン伯：「リオナ、下がっておれ！　……こやつ、できる！」

リオナ：エルーランにその名を馳はせたお父様が、気け圧おされてるわ!?

シノブ：「ヒョウゴ様が出るほどもありますまい。ここはまずそれがしが！」と、ラ・ニンジャがずいっと前に！（笑）

ＧＭ：ここで、ラ・ニンジャが！

シノブ：ラ・ニンジャは、無数の手裏剣をしゅぱぱぱーっ！　と投げる！

リオナ：お父様ぁーっ!?

シノブ：で、ラ・ニンジャはすぐにデュラン伯にやられてしまう（笑）。「ぐわあああ！　バカな！」って感じで。

ＧＭ：いきなりやられるんですか!?




　落葉五人衆のひとり、ラ・ニンジャ。

　１シーンもたずに倒たおれる。




レンヤ：フォスター伯も「や、やられたではないか！」とうろたえ（笑）。

ＧＭ：今度はヒョウゴみずからが剣を抜ぬき、デュラン伯と対たい峙じします。「なるほど、よい退たい屈くつしのぎになりそうだな」と、ヒョウゴは余よ裕ゆうの表ひよう情じようです。

リオナ：いよいよ、本命が来たわね。

ＧＭ／ヒョウゴ：「デュラン伯よ。冥めい土どの土産に、面白いものを見せてやる」

リオナ：……面白いもの？

ＧＭ：ヒョウゴが剣を構えたそのとき、月がみるみるうちに霞かすんでいきます。

一同：えええーっ!?




　ヒョウゴが剣を構えた途端であった。

　それまで夜の闇を照らしていた月が、ヒョウゴの美しさに恥じらい霞かすむがごとく、見る間に欠けてゆくではないか。

「こ、これは……」

　一寸の光もない闇に閉とざされ、さしものデュラン伯もうろたえる。

「どこを見ている？　私はここだ」

　そして───。




ＧＭ：斬──ッ、と刃はが肉を断たつ音が聞こえたのとともに、闇が晴れていきます。すると、デュラン伯がゆっくりと倒たおれます。

リオナ：い、一体何が……？

ＧＭ：「秘剣、闇月無明剣───」ヒョウゴが血振ぶりしながら呟つぶやきます。

ナジャール：……本当に月が霞んだ!?

レンヤ：剣けん術じゆつってレベルじゃねえ！

リオナ：これが闇月無明剣……。

レンヤ：俺、こんな技破やぶるのか？（笑）

ＧＭ：フォスター伯も「さすがだ！　高い金を出して雇やとっただけはある！」と手を叩たたいて大喜びです。

ナジャール：おお、フォスター伯も盛もり上あがっとる。

シノブ：でも、ラ・ニンジャがやられたときはかなり慌あわてふためいていたような（笑）。

リオナ：「お父様ぁっ!!」　仮面の下で涙なみだを流しながら駆かけ寄よりますっ!!

ＧＭ：「……に、逃にげろ、リオナ」と、最期の力であなたの手を取り、事切れてしまいます。

リオナ：お父様……。でも悲しんでる暇ひまはないわ。お父様の遺ゆい言ごんを受け、走り出します。

ＧＭ：「追え！　逃のがすでないっ!!」と、フォスター伯が追っ手をかけます。

リオナ：よくもお父様と城の仲間を！　必ずあなたたちからこの城を取とり戻もどしてみせるわ！

ナジャール：ザンマあたりが「ギョッギョッギョ！　お館、どうしやす？」と。

ＧＭ：「女おんな子こ供どもを追うなどそこらの雑ぞう兵ひようでもできること、私は気が乗らん」

リオナ：女だと思って甘あまく見たわね。【移い動どう力】は16と高め、こう見えて結構走れるわ。したたたたーッ！

ＧＭ：では、リオナがその場から退たい場じようしたところで、シーン終了です。





（＊）お脛　薙刀の試合では、相手の脛を打っても一本となる。戦後、女流薙刀武道家と幾人かの剣道家が対戦する機会があったが、剣道家たちは「薙刀は脛があるから強かった」と述べたという。

（＊）ザンマなんか動物じゃ　ザンマはギルマンであり、ギルマンは［種別：動物］のエネミーである。









◆Opening 03◆東方から来た男




　エルーラン王国デュラン伯領へと続く街道を、ひとりの男が歩いていた。

　身みの丈たけは六尺豊か（＊）。大男である。

　そのいでたちは、塗ぬり笠がさに浅黄裏の着物、脚きや絆はんと野袴ばかま。東方の旅装だった。

　着物はところどころほつれ、旅の垢あかにまみれるままに任まかせている。

　その腰に差してあるのは、ひと振りの刀。

　男は、サムライであった──。




ＧＭ：では、続いてレンヤのオープニングとなります。

レンヤ：おう。しかし、今までのオープニングでかなりお腹なかいっぱいだ（笑）。

シノブ：リオナのオープニング、ツッコミどころ満まん載さいだったし（笑）。

ＧＭ：あなたは妖刀・落葉を追って、エリンディルはエルーラン王国にやってきました。

レンヤ：俺は、旅のシーンからか？

ＧＭ：はい。こう、謎の剣豪がやってきたみたいな演えん出しゆつにしたかったので。そこで旅にいたるまでの経けい緯いは、この後で回想シーンとして入れようかと。

レンヤ：なるほど。




　魔族・落葉を討うち、東方へ帰き還かんして一流をなしたライドウであったが、その弟子ヒョウゴに敗れ、死の床とこにあった。

　その死の間ま際ぎわ、破は門もんしたアケボシ・レンヤを呼よび戻もどしたのである。

　レンヤは門弟が制せい止しするのも聞かず、どかどかと道場へ乗のり込こんでいく。




ＧＭ：回想は、ライドウがヒョウゴを追うよう命じた場面ですが。

レンヤ：ジジイ、来てやったぞ！　と久ひさ々びさに帰ってきた道場に乗のり込こむ。

ＧＭ：では、そのようなシーンにしましょう。門弟たちが「お待ちください、あなたは破門の身ですぞ！」とレンヤを止めようとしますが……まあ、一いつ顧こだにしない、と。

レンヤ：ああ、ずかずか乗り込むよ。「そのジジイから手紙が来たのだ」

ナジャール：おお、ワイルドじゃのう。

ＧＭ：ライドウは床から起き上がれず、「……来たか、レンヤよ」

レンヤ：ジジイ、ヒョウゴにやられたそうだな？　老いては麒き麟りんも駄だ馬ばに劣おとるというが、本当のようだ。

ＧＭ：「相も変わらず、野や猿えんのような男よ」と、含ふくむような笑いを。

レンヤ：ぬかせ。しかし、その傷きずではもう助かるまい。死相が出ておるぞ。

ＧＭ：実じつ際さい、息も絶たえ絶だえです。「ヒョウゴが、〝落葉〟を持って出奔した……」ここで言う〝落葉〟は、魔族・落葉の怨念が宿って妖刀と化した刀の方です。

レンヤ：それで俺を呼び戻したのか？　まあ、ヒョウゴを斬きれるとしたら俺しかおるまい。

ＧＭ：「ヒョウゴを追え、ヤツをこのままにはしておけぬ……」

レンヤ：いいだろう。ジジイの仇あだ討うちなんざまっぴらだが、師匠を討うたれて黙だまったままと思われるのも我が慢まんならん。

ナジャール／門弟：「おのれ、師匠に向かってなんたる暴ぼう言げん！」

シノブ／門弟：「この忘ぼう恩おんの徒め！」

ＧＭ：「それぞ、おぬしの気き概がい」と、ライドウは門弟たちを制せいして「行け……ヒョウゴは、西に逃のがれた」と。

レンヤ：西か。長い旅になりそうだな。

ＧＭ：「ヒョウゴの闇月無明剣……。気をつけよ、あれは魔ま性しようの剣……うっ!?」と、それがライドウの最期の言葉です。

レンヤ：闇月無明剣だと……？　その技の名を覚えておこう。実際、オープニングを見るかぎり、月が霞むすごい技だった（笑）。

ＧＭ：「お師匠！」と、門弟たちがライドウに駆け寄ってきます。

レンヤ：では、若わかいのを捕つかまえて「おぬしが師の剣風を一番継いでおる、後は任せたぞ」と、道場を後にしよう。

ＧＭ：とまあ、こんな感じで。

レンヤ：では。さて、あと三日も行けば、ジジイの言っていたデュラン伯領だが……と被っている笠かさを上げて、あたりの様子をうかがう。

ＧＭ：すると、あなたの目の前にふらふらと何者かがやってきます。

レンヤ：おや、誰だ？

ＧＭ：それは、追われてきたリオナです。というわけで、リオナ登場を。

リオナ：じゃあ、ふらふらと。……って、やっぱり追われてるの？

ＧＭ：そりゃもう。鉄仮面を被った謀む反ほん人にんの姫様となれば。

リオナ：めちゃくちゃ目立つわ！（笑）

レンヤ：じゃあ、そんなリオナがやってきて、目の前でべしゃーっとみっともなく倒れたりするわけだな。

リオナ：じゃあ、べしゃーっとみっともなく倒れるわ（笑）。

ＧＭ：リオナがせっせと貯めた金貨がチャリン、チャリーンと（笑）。

リオナ：きゃあああ！　わたしのお金！　お金が！　急いでかき集めます。

レンヤ：……これ、そこの娘。何をそんなに慌あわてておる？

リオナ：あ、あなたこそ、何を呑のん気きに突つっ立たってるのよ！　と、せっせと金貨を拾いながら。

レンヤ：ところで、西では女子がそのような面を被る風習があるのか？

リオナ：ないわよそんなの！　……って、レンヤはわたしの仮面を見ても驚おどろかないのよね？

レンヤ：ああ、そのくらいでは動じないな。

リオナ：……これには事じ情じようが、と暗い顔をしますが、仮面で見えない。

レンヤ：ほ～う事情がなぁ、と笠の下の顎あごをなでながら納なつ得とくしよう。

リオナ：なによ、あなたこそ変な格かつ好こうじゃないの！　と言い返します。

レンヤ：たしかに旅の途と中ちゆうゆえ、まともな身なりとはいえんが（笑）。

ＧＭ：すると街道の向こうから兵士が。「見つけた、いたぞ！」「あの仮面の女だ！」とか、わらわらと。

ナジャール：そりゃすぐ見つかるわな。

リオナ：はっ、もう追っ手が！　思わず、このサムライの後ろに隠かくれます！

レンヤ：なんだおぬし、追われておるのか？　それは難なん儀ぎをしておるな。

ＧＭ：ざっと二、三十人ってとこで。

リオナ：ここで、レンヤの腰に差した刀に気づくわ。……あなた、強いの？

レンヤ：ん？　ああ、俺は強いぞ。

リオナ：じゃあ、わたしに雇やとわれてみない？　出しゆつ世せ払ばらいで！

レンヤ：出世払いか（笑）。そういえば、長旅で路銀が尽つきて手元不如意でな。それで、俺は何をすればいい？

リオナ：ちょっとひとりで城を取り返してほしいの。

レンヤ：城を!?　そいつは剛ごう毅きな。

ＧＭ：「おいそこの、その娘を渡してもらおうか？」と、兵士がすごんできますが。

リオナ：まずは、この連中を何とかしなさい！　レンヤの背せ中なかから指差して。

ＧＭ：承しよう知ちした。そのかわり今こん晩ばんの晩ばん飯めしを用意してくれんか？　なにしろ、昨日から何も食ってなくてな（笑）。

リオナ：わかったわ、いっぱい食べさせてあげるから！

レンヤ：にいっと笑い、「商談成立だ」

ＧＭ：「おい、ごちゃごちゃ言ってないで早く渡わたせ！」「この数相手に逆さからうと、痛いたい目を見るぞ」とか言ってきますよ。

シノブ：「兄あに貴き、こんなヤツやっちまいやしょうぜ」とか。

ナジャール：「おいおい、こいつ何か言ってるぜえ」とか。

ＧＭ：ああ、フォスター伯の手下が途と端たんにちんぴらに（笑）。

リオナ：雇い主の人望よ、きっと。

ＧＭ：「へへへ、もう逃にげられねえぜ」と、兵たちはレンヤたちを囲んでいきます。

レンヤ：こいつらはモブか？

ＧＭ：は、そのとおりです。

レンヤ：なら、稽けい古こをつけてやろう。《トルネードブラスト》（＊）を使用！　８レベルだとシナリオ中八回も使えるからな、遠えん慮りよなく使える。




　まさに、一いつ瞬しゆんの出来事であった。

　鍔つば鳴りがしたかと思うと、レンヤは見る間に兵士たちを叩たたき伏ふせていく。




ＧＭ：あれだけいた兵士たちが、ばたばたばたーっと倒れていく。

レンヤ：安心しろ、峰みね打うちだ。

リオナ：つ、強い……と、呆あつ気けにとられます。あれだけいた兵士が一瞬で。

レンヤ：ま、こんなもんだろう。

ＧＭ：じゃあ、まだ無事な兵が「……つ、強い！　ヒョウゴ様にお知らせしなくては！」と、逃げ出していきます。

レンヤ：……なに、ヒョウゴ？　やつら、気になることを言ったな。

リオナ：あなた、一体何者なの!?

レンヤ：俺か？　俺はレンヤという。ゆえあって、この地を旅している。

リオナ：わたしはリオナ。デュラン伯の娘よ。ここで名乗っておきましょう。

ＧＭ：そのときです。リオナの仮面にすうーっと亀き裂れつが走り、割われます。

リオナ：……え？

シノブ：じゃあ、ここで画面にソフトフォーカスが入って、風がさわさわ～と。

リオナ：わたしの頬ほおに、風が当たっているわ……。と、ちょっと感動。

ＧＭ：しかし、リオナの素顔をレンヤは見てしまうわけで。

リオナ：駄目よ、見ないでっ!!　……と顔を隠かくそうとするけど。

ＧＭ：呪いの発動です。リオナの顔を見てしまったレンヤは、難なん易い度ど10の【精せい神しん】で判はん定ていをしてください。

レンヤ：失敗したらどうなる？

ＧＭ：可か能のうなかぎり、リオナとエンゲージする行動を優ゆう先せんしなければならなくなります。

レンヤ：何とも厄やつ介かいな呪いだな。

ＧＭ：ひと目見たリオナのために戦うってのも、アリな展てん開かいですよ。

レンヤ：難易度10か……。《ギフト》（＊）を使うか。そうすれば判定にダイスを追加できる。

ＧＭ：さっそく使いますか！

レンヤ：使ってやらねば、リオナを救ってやれない気がするからな。（ダイスを振る）……出目は12だ。合計14！

一同：よしっ！

ＧＭ：呪いの誘ゆう惑わくに耐たえた!?

リオナ：わたしのために……って、《ギフト》をここで使って大だい丈じよう夫ぶ？

ナジャール：いや、戦せん術じゆつの制限を回かい避ひしたと考えると悪くない。

リオナ：……あなた、わたしの顔を見ても平気なの？　自分の顔を見ても平へい常じようでいる男だん性せいって、初めてですよね？

ＧＭ：そうなりますね。

レンヤ：なんだ、わざわざ隠かくすような顔でもないだろうに。

リオナ：ちょっとドキッとする（笑）。

レンヤ：まだ決めてなかったリオナへのコネを〝庇ひ護ご〟にしよう。

ＧＭ：こうしてふたりは出会いました。情報交こう換かんはミドルフェイズに用意しています。





（＊）六尺豊か　一八〇センチ以上。

（＊）《トルネードブラスト》　メジャーアクションで宣言するとエンゲージしているモブを一掃するサムライの自動取得スキル。一掃できるモブは、使用するＰＣのレベル以下である。

（＊）《ギフト》　シナリオ中一回、判定にダイスを＋２個できるヒューリンの種族スキル。









◆Opening 04◆新たな五人衆




　陥かん落らくしたデュラン伯の元もと居きよ城じよう。

　フォスター伯は、リオナ姫を連れ帰ったという報ほう告こくを、今や遅しと待っていた。

　傍らには、落葉五人衆が控ひかえていた。




ＧＭ：それではシノブのシーン。

シノブ：はーい。

ＧＭ：城では、フォスター伯が「それで、リオナ姫はいかがした？」と、手ぶらで帰ってきた兵を詰きつ問もんしています。「そ、それが思わぬ邪じや魔まが入りまして……」

ナジャール：お約束じゃな。

ＧＭ：「そいつは滅めつ法ぽう腕の立つサムライで、三十人もいた仲間があっという間に……」と兵士が報告すると、フォスター伯は「ええい！　言いい訳わけはよいわ！　……ヒョウゴよ、お前たちの腕を貸してもらうぞ」と、控えているヒョウゴに言います。

シノブ：フォスター伯が「落葉五人衆などと大きなことを言っておきながら、今ではたった四人ではないか！　一体これからどうするのじゃ！」と（笑）。

リオナ：すごいテンパッてる!?　あんなに超ちよう余よ裕ゆうで城を落としたのに。

ＧＭ：フォスター伯の小しよう胆たんな性格があらわになってしまった（笑）。

シノブ：ヒョウゴが「ご安心召めされよ。先ほどやられたラ・ニンジャは、我らの中でももっとも小物」と（笑）。

ナジャール：でた！　定番のセリフ！（笑）

ＧＭ：このセリフ、シナリオ中に必ず言おうと決めていたのに（笑）。

レンヤ：なんたら五人衆で最初にやられるヤツは決まってそうだよな（笑）。

シノブ：じゃあ、そこでヒョウゴが「おい、ザンマ。呼よんでこい」というシーンの展開で、あたしが登場していい？

ＧＭ：ああ、はい。どうぞ。しかし、シーンの描びよう写しやをしなくていいので楽だ（笑）。

シノブ：まず、画面にはあたしの手だけがアップで映うつってる。で、指先でくるくると髪かみの毛けを巻まいていたりする。

ＧＭ：お、髪の毛を使う忍にん法ぽうですか？

シノブ：そうそう。《ウェポンクリエイト》（＊）で武ぶ器きを作るのを、何でも切せつ断だんする髪の毛を飛ばすという演出にしたいんだけど、いい？

ＧＭ：髪の毛を武器にですか？　すると『風来忍にん法ぽう帖ちよう』の忍法風かぜ閂かんぬき（＊）や『ゲゲゲの鬼き太た郎ろう』の毛け針ばりみたいな感じで？

シノブ：そう、名づけて忍法〝黒くろ刃やいば〟！

ＧＭ：忍法黒刃……は、了解しました。

シノブ：じゃあ、そこにフッと息を吹ふきかけ、あたしの顔がアップに。

ＧＭ：おお、ここでシノブの忍法が披ひ露ろうされるという場面ですね。

シノブ：「……はぁ～。最近、枝えだ毛げが多いのよねー」（一同笑）

レンヤ：枝毛探さがしかよ！（笑）

ナジャール：急に面白いキャラに（笑）。

ＧＭ：では、ザンマがやってきて「ギョッギョッ。シノブ、お館がお呼びだ」

シノブ：ふーん。じゃあ、ザンマの顔をかすめるようにさっき抜いた枝毛を投げよう。

ＧＭ：かすめるんですか？　「……外れたぞ、まだまだの腕だな」なんて言いますが。

シノブ：じゃ、行きましょう、とにっこり笑って歩き出す。が、そのとき！




　シノブの〝黒刃〟は、ザンマの顔をかすめたにとどまった、かに見えた。

「……ふん、所しよ詮せんは小こ娘むすめの技よ」

　そう、ザンマが呟つぶやいたときであった。

　その背後にあった大木が───ゆっくりと倒れ始めた。




シノブ：突とつ然ぜん、ザンマの背後にあった大木が、ドドドドーッと倒れる！

一同：おお、すごい！

ＧＭ：では、ザンマがそれを見て肝きもを冷やしつつ「……思わぬ拾い物をしたわ」と、意味深に笑っておきましょう。

リオナ：なんかザンマが偉えらそう（笑）。

ＧＭ：きっと落葉五人衆の参さん謀ぼう役やくと言われるんですよ、ザンマは。

ナジャール：「ギョッギョッギョッ、知ち恵え者しやと呼よばれたこのザンマ」（笑）

シノブ：サンマなのに（笑）。

ＧＭ：頭の良さそうなの、他にいないもので（笑）。

シノブ：そのままヒョウゴのところに行くよ。お呼びでしょうかヒョウゴ様。

ＧＭ／ヒョウゴ：「シノブ、今日からお前は落葉五人衆のひとりだ」

シノブ：やったー！　出世よ出世、今日からあたしは落葉五人衆よ！

ＧＭ：なんかすごく嬉うれしそうですね。

シノブ：落葉五人衆、シノブ見参!!　と、くるっと回って決めポーズ（笑）。

ＧＭ：ゴウハが頭をなでなでしながら「よく頑がん張ばったのう」とか。

ナジャール：ゴウハ、いいヤツに（笑）。

ＧＭ：フォスター伯は納得してないようです。「こ、こんな子こ供どもで大丈夫なのか!?　相手は三十人を一瞬で倒した東方渡りのサムライだというぞ！」

シノブ：「おじさん、あれ見なよ」と窓まどの外を指差し、さっき切きり倒たおした大木を見せよう。

ＧＭ／フォスター伯：「な、なに!?　あれをやったというのか……」

シノブ：にこにこ笑ってます。

ＧＭ：「……落葉五人衆、恐るべきヤツら」

レンヤ：おい、フォスター伯！　さっきから言ってることがコロコロ変わってるぞ！（笑）

シノブ：評ひよう価かの上り下りが激しい（笑）。

リオナ：よく居酒屋で、点取られてると「今年のジャイアンツはダメだー」と言ってるくせに、逆ぎやく転てんすると「今年のジャイアンツは強いなー」とかいうオヤジみたいな（笑）。

ナジャール：ああ、いるいる！

ＧＭ：というわけで「聞いたか、シノブよ」とヒョウゴが。

シノブ：聞いた聞いた！　あたし、今日から落葉五人衆！　くるっと回って……。

ＧＭ：「それはもういい」

リオナ：ヒョウゴも呆あきれ気味よ（笑）。

ナジャール：ヒョウゴ、頑がん張ばれ（笑）。

ＧＭ：「三十人の兵を一瞬で倒したその腕うで前まえ、その風体……。おそらくそのサムライ、アケボシ・レンヤに相そう違いあるまい」

シノブ：なんですってー!?　と、ここでハンドアウトに書いてあったことを思いだし、突然真しん剣けんな顔に。ボオオオオッと燃もえ上あがる里の回想のカットバックが。

ＧＭ：炎ほのおの中で「我が名はアケボシ・レンヤだぁーアケボシ・レンヤだぁーアケボシ・レンヤだぁー（エコー）」という声が。

シノブ：あたしは、涙ながらにその名を噛かみしめる。おのれ、アケボシ・レンヤぁー!!

ＧＭ：で、回想を終えたところでヒョウゴが言います。「……あのとき、お前はひとりで泣いておったな？　今こそその恨うらみを晴らすときだぞ、シノブ」

シノブ：ああ、また枝毛が（聞いてない）。……あ、だ、大丈夫です。

ナジャール：聞いとらんし（笑）。

ＧＭ：心配だな（笑）。するとヒョウゴが「ガント、一いつ緒しよに行け」と言うのですが、当のガントは「これと？」みたいな顔をしています。

シノブ：じゃあ、背の低いガントとあたしが一緒にちょこちょこと歩いていきます。

ＧＭ：ガントが心配そうについて行くところでシーン終了です。





（＊）《ウェポンクリエイト》　武器を作り出すアルケミストのスキル。シノブが黒刃と言ったら、このスキルによって武器を作っていると思っていただきたい。

（＊）忍法風閂　山田風太郎の『風来忍法帖』に登場する風魔忍者・戸来刑四郎が使う忍法。髪の毛を環のように結んで飛ばし、相手を切断する忍法である。









MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆一六年前の約束




　一六年ぶりに訪おとずれたデュラン伯はく領りよう。

　領りよう主しゆは国王への反はん乱らんを企たくらんだとして討とう伐ばつされ、兵士たちに蹂じゆう躙りんされていた。

　その地に集まるとの約束を果たせたのは、ナジャールだけであった。




ＧＭ：ミドルシーンはナジャールから。ナジャール以外、登場不ふ可かです。

ナジャール：了りよう解かいじゃ。いやー、ここも懐なつかしいのう。

ＧＭ：着くなり、カラスがギャアギャア鳴いて、そこらの死体をつついてます。

ナジャール：……なんじゃこの荒こう廃はいぶりは。

ＧＭ：領りよう民みんたちが「みんな戦で死んじまいましたよ。この世は地じ獄ごくでさあ」

ナジャール：戦ぁ？　ヴァンスターとの戦争も終わったと聞いたんじゃが。

ＧＭ：領民は事じ情じようを語ってくれます。領主のデュラン伯はく爵しやくは、国王への反はん逆ぎやくのため、フォスター伯爵に滅ほろぼされたということです。

ナジャール：まさか、かつて円えん卓たくの騎き士しとして名を馳はせたデュラン伯が!?　とデュラン伯が、円卓の騎士（＊）だったことにしよう。

ＧＭ：では円卓の騎士だった、と（笑）。

ナジャール：うむ、そのデュラン伯ほどの者が反はん逆ぎやく者しやとなろうとは。

ＧＭ：「これも、デュラン伯のご令れい嬢じようリオナ姫ひめのせいですよ」

リオナ：えっ？　わたしのせい!?

ナジャール：「ほほう、一体それはどういうことじゃ？」聞いてみるぞい。

ＧＭ：「リオナ姫には呪のろいがかかっていて、必ずこの地に災わざわいをもたらすと伝えられてきましたから」

シノブ：呪いの話が変へん質しつしている（笑）。

ＧＭ：一六年も前の話だし、リオナは鉄の仮か面めん被って塔とうの中に閉とじこめられてあやしい研究してたし、おまけに実じつ際さいデュラン伯領に災い起きたし。

リオナ：うっ、それは……。

ＧＭ：領民がそう思うのも宜むべなるかなといったところじゃないですか。

ナジャール：これも落葉の呪いか。そういえば、ライドウは？

ＧＭ：そうですね。風の噂うわさに、弟子に斬きられたと聞いたことにしましょう。

ナジャール：そうか、ライドウに続いてデュラン伯も。落葉の呪い恐おそるべし。……って、ここまで呪いの言葉どおりに展てん開かいしておるじゃないか！　次はワシの番じゃん!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：たしかに、あなた以外のふたりは順当に呪いによって倒たおれてますね。

ナジャール：ここにきて落葉の呪いにガクブルし始める、ワシ（笑）。

ＧＭ：「姫ひめ君ぎみは落おち延のびたと聞きます。呪いの噂が本当なら、まだまだ災いは増ふえるでしょう。恐ろしや恐ろしや……」

ナジャール：うむ、これは放っておくわけにはいかん。

ＧＭ：一六年前の約束がありますしね。

ナジャール：デュラン伯には世話になったしのう。おもに金きん銭せん面めんで（笑）。

シノブ：それに、急がないと呪いが降りかかってくるしね。

ナジャール：うむ、このままだとワシの身が危ないし。

レンヤ：おもに自分の身のためじゃねーか（笑）。

ナジャール：ともかく、ワシは落ち延びたというリオナを捜さがすのじゃ。

ＧＭ：では、シーン終しゆう了りようです。





（＊）円卓の騎士　エルーラン王国の近衛騎士。団員の幾人かは諸国を旅して回っているという。









◆Middle 02◆師し匠しようと弟子と




　エルーランの街道沿ぞいの山中。

　パチパチと焚たき火びが燃もえ、ふたりの男女を照らしていた。

　アケボシ・レンヤとリオナである。




ＧＭ：では、レンヤとリオナのふたりのシーンです。登場難なん易い度どは７です。

レンヤ：では、焚き火を囲みながら、先ほどの礼分をいただくとしよう。

リオナ：携けい帯たい食しよくくらいしかないけど。

レンヤ：それで十分、遠えん慮りよなく食らう。

ＧＭ：この辺で情じよう報ほう交こう換かんですね。

リオナ：じゃあ、レンヤに事情を話すわ。フォスター伯に父を殺され、潔けつ白ぱくを証しよう明めいする手紙を持って、王都に向かっていることと、落葉五人衆しゆうのこと。

レンヤ：話が繋つながるわけか。では、俺おれもヒョウゴとの因いん縁ねんを語ろう。

ＧＭ：ちょうど、レンヤの過か去こを回想するシーンを用意していたのです。

レンヤ：おお、そうなのか。

ＧＭ：画面がフェードアウトしてヒョウゴとの因縁があった過去の場面に。




　見事落葉を討うち、東方へと戻もどったライドウはみずからの技わざを伝でん授じゆする者を育成すべく、道場を開く。その道場に入門し、すぐに頭角を現あらわしたふたりの剣けん士しがいた。

　ヒョウゴとレンヤである──。




ＧＭ：ライドウの道場で竜りゆう虎こと称されるヒョウゴとレンヤが稽けい古こをつけているわけですね。この頃ころのヒョウゴは、まだエルダナーンだったりします。

レンヤ：その頃の俺は、兄弟子を超こえようと躍やつ起きになっている。本気で打うち込こんで、ヒョウゴを負かそうとする。

ＧＭ：「くっ……！」と、さすがのヒョウゴも押おされ気味です。

レンヤ：一気に決着をつけようと、上じよう段だんから本気で打うち込こもうとするんだが、師匠に止められてしまうんだな。

ＧＭ：なるほど。では、見守っていたライドウが「それまで！」と。

レンヤ：じじい、何故止めた！　俺の勝ちだったはず！

ＧＭ：おお、血けつ気き盛さかんですね。

レンヤ：そんな俺に「おぬしの剣けんには驕おごりが見える。まだまだ自分の未み熟じゆくさがわかっておらぬ」とライドウが言うんだ（笑）。

ＧＭ：わかりました、ライドウははやるレンヤを未熟者扱あつかいする、と。

レンヤ：真しん剣けんを取ればヒョウゴより俺の方が上のはず！

ＧＭ：なら「どうせ口で言って聞くおぬしでもあるまい」と真剣を取ります。

レンヤ：望むところよ！




　相対する、師匠と弟子。

　獣けもののような殺気を放つレンヤに対し、師匠ライドウは漣さざなみも立たぬ湖面を思わせるほど、静かであった。まさに明鏡止水の境きよう地ち──。

（これは、斬きり込こめぬ……）

　袈け裟さに斬れば返され、突つけばこれも返される。そのように思えてならない。




ＧＭ：「どうした？　かかってこぬか」ライドウは平然と構かまえている。

レンヤ：俺は手も足も出ないんだが、がむしゃらに斬りかかっていく！




　レンヤはままよとばかり斬りかかる。

　だが、切っ先は空を切るばかり。

　ライドウは、いつの間にか視し界かいから消え、レンヤの真後ろにいた。




ＧＭ：しかし、レンヤの斬ざん撃げきはかわされ、逆ぎやくに道着だけがはらり……と斬られてしまいます。

シノブ：ライドウが「これぞ、無明剣の奥おう義ぎ」とかなんとか（笑）。

ＧＭ：これが無明剣なんですね（笑）。

レンヤ：くっ……!?

ＧＭ：「武ぶ士し道どうとは死ぬことと見つけたり」（＊）と、ここで有名な一節を。

レンヤ：くそう！　ジジイ、あんたの下につくのはやめだ！　あんたを超こえるには、外で修しゆ行ぎようしなければ駄だ目めだ！

ＧＭ：わかりました。では、ライドウが「よかろう、おぬしは破は門もんじゃ！」

レンヤ：そのまま道場を飛び出そう。これが、俺が破門された経けい緯いだな。

ＧＭ：で、レンヤが去って行った後、ライドウの着物がはらりと斬れて「惜おしい……。ヤツなら無明剣の極意を体得できたかもしれぬのに」と。

リオナ：暗い目をしたヒョウゴが。

ＧＭ／ヒョウゴ：「くっ！　無明剣、この私わたしに体得できぬということか……」




　そして、それから数年のち──。

　轟ごう々ごうと流れる滝裏の祠ほこらには怨おん念ねんを宿した妖刀・落葉が清められている。

　その妖刀に、すっと伸のびる影かげがあった。




ＧＭ：では、レンヤが飛び出したのちに起こった事じ件けんも演えん出しゆつしましょう。

レンヤ：わかった。すると、ライドウがヒョウゴに斬られるとこか？

ＧＭ：はい、レンヤは弟子から事情を聞いていたことにして構かまわないです。

レンヤ：ああ、了解した。

ＧＭ：ライドウの道場の裏うらには滝があって、その裏の祠に魔族・落葉の怨念を宿した妖刀が納おさめられています。

リオナ：ライドウは、妖刀・落葉の怨念を浄じよう化かしているのね。

ＧＭ：その祠に何者かが侵しん入にゆうし、刀を抜ぬいて「なんと美しい……この沸にえの冴さえ（＊）はどうだ」と魅み入いられていきます。

レンヤ：ヒョウゴか？

シノブ：レンヤよぉ、俺は人間をやめるぞぉぉーっ!!　みたいな？（爆笑）

ＧＭ：まさに妖刀・落葉の影えい響きようで、ヒョウゴはエルダナーンをやめてヴァンパイアと化していくのですが（笑）。

ナジャール：闇やみの剣士、爆誕じゃな。

ＧＭ：そこにライドウが駆かけつけ、「ヒョウゴ!?　その刀を抜いたのか！」

シノブ：ヒョウゴがブウン！　と妖刀を振ふると、みるみる月が隠かくれ「体得した……。これぞ闇月無明剣!!」

ＧＭ：そして、暗くら闇やみの中でライドウの悲鳴が響ひびき、回想終了。




　──と、焚き火に当たりながらレンヤはこれまでの経緯を語った。

　妖刀・落葉……。

　そのひと振ふりの刀に縁を持つ者たちが集まり始めていた。




レンヤ：……思えば、兄弟子にはそんな兆しがあったのかもしれん。

リオナ：ここで、わたしとレンヤはお互いに落葉と関わりがあることがわかるのね。

ナジャール：ここでワシ登場ってとこじゃな。登場は可か能のう？

ＧＭ：登場難易度は７です。

ナジャール：（ダイスを振ふり）９で成功じゃ。そこに「魔族・落葉に縁があるのは、おぬしたちだけではないぞ」と、ひょっこり現あらわれるのじゃ。

リオナ：あなたは落葉を倒たおした三英えい雄ゆうのひとり、ナジャール・コジャール!?

ナジャール：おお、ワシ偉えらい。

リオナ：ほら、ナジャールには《ハーミット》の効こう果かがあるっていうし。

ナジャール：出てきて一六年前のことを話そう。デュラン伯との約束を果たすため、おぬしを捜さがしておったんじゃよ。

リオナ：……ですが、今はもう。

ナジャール：一足遅おそかったか？　……いや、王都に行けばまだ望みもある。

レンヤ：まあ、事情は聞いたんだな。ジジイの知り合いのジジイか。紛まぎらわしいので、ナジャールは〝じいさん〟と呼よぼう。

ＧＭ：では、ナジャールは【精せい神しん】で判はん定ていをしてください。

ナジャール：……は？　何故？

ＧＭ：リオナの顔を見たでしょう？

ナジャール：ワシにもその呪い効果あるの？　難易度はたしか【精神】で10だっけ？

ＧＭ：そうです。判定をどうぞ。

ナジャール：それならなんとかなるわい。（ダイスを振る）お、15！

ＧＭ：なら、大だい丈じよう夫ぶですね。

リオナ：味方でも油ゆ断だんできないのね、わたしの呪いって……。

ＧＭ：強力な呪いですから。

ナジャール：その呪いどおりにライドウが斃たおれ、デュラン伯も斃れた。魔族・落葉の三つの呪いのうち、ふたつまでが実じつ現げんしてしまったようじゃな。

レンヤ：最後のひとつはなんだ？

ナジャール：ワシが妖刀・落葉に貫つらぬかれて死ぬという恐おそろしい呪いじゃ。

レンヤ：なら、いいかという目に（笑）。

ナジャール：ちょっ……そんな目をしないで！

レンヤ：まあ呪いの話が本当なら、妖刀・落葉はこのじいさんを貫くためにやってくるしな。一いつ緒しよの方が都合がいい。

ナジャール：……ほ、本当じゃ！　おぬしら頼たのむぞ、これからは若わかい者の時代じゃ！

レンヤ：さあて、勝負は時の運だ。

ナジャール：おぬし、ライドウの弟子なんじゃろう？　どーんと任まかせろくらいのこと言ってみたらどうじゃ。

レンヤ：言っておくが、俺は破門された不ふ肖しようの弟子だぜ（笑）。

ナジャール：なんじゃとー!?

リオナ：はぁ……。こんなんで王都に辿たどり着つけるのかしら（笑）。





（＊）武士道とは～　江戸時代中期の武士、山本常朝が武士の心得について綴った『葉隠』に記されている一説。

（＊）沸の冴え　日本刀の製造過程で刀身に浮き出る結晶の様子を「沸」と呼ぶ。細かい粒子が沸騰しているように見えるのがその由来。この沸の様子が素晴らしい様子を「沸冴える」などと表現する。









◆Middle 03◆地摺りの剣




　王都ログレスに続く街道──。

　シノブとガントは、フォスター伯の兵とともにリオナとレンヤを待ち受けていた。

　息を潜ひそめ、敵てきがやってくるのを待つ。シノブの初仕事であった。




ＧＭ：シノブのシーンです。シノブはガントとともに、ログレスへ続く道を張はっています。

シノブ：じゃあガントと茂しげみに隠れて、まだかなー？　と枝えだ毛げ探さがしながら。

ＧＭ：ガントが「仕事中は集中しとけ」と、先せん輩ぱいとして注意を。

シノブ：はーい。

レンヤ：ガント面めん倒どう見みがいいな（笑）。

ＧＭ：あと、フォスター伯の兵士が全部で２モブほど。

シノブ：せいぜい足止めってとこねー。

ＧＭ：すると、街道の向こうからリオナたちがやってきます。ガントが「おい、来たぞ」と、声をかけます。レンヤ、リオナ、ナジャールは登場です。

ナジャール：では、ワシは名物のエルーランまんじゅうを食いながら歩いておるぞ。

レンヤ：うっかり八兵衛かよ（笑）。

シノブ：……ダメだ、せめて団だん子ごにしたらと突つっ込こもうとしたけど、そういえば団子も東洋のものだった（笑）。

ＧＭ：すると「見つけたぞ、リオナ姫だな！」と、ガントがザザッと立たち塞ふさがろう。同時にモブの兵士たちも。

シノブ：お前がアケボシ・レンヤか！　許さーん！　と、おじいちゃんを指差し（笑）。

ナジャール：ぶるるるる！　慌あわててこっちこっち、とレンヤを指差す。

シノブ：あれぇー？

レンヤ：娘むすめ、俺に何の用だ？

シノブ：お前に滅ぼされた忍しのびの里の恨うらみ、思い知るがいい！

レンヤ：忍びの里？　覚えがないな。

シノブ：今こそ恨みを晴らすため！　落葉五人衆、シノブ見参!!　くるっと回ってポーズ！

ＧＭ：ガントがいいぞーと頷うなずき「同じく、ガント推すい参さん！」と同じくポーズを（笑）。

ナジャール：ヤツらノリノリじゃ。友達になった方がよくないか？（笑）

リオナ：気をつけて、ああ見えてあいつらはかなりの手練れよ！

シノブ：アケボシ・レンヤ、覚かく悟ご！

レンヤ：たしかに人はたくさん斬きってきたが……。忍びの里に押おし入いったこともなければ、おぬしにも覚えはない。

シノブ：ええーい、白々しいウソを！

ＧＭ：「口ではどうとでも言えるわ！」ガントもシノブを焚たきつけるように。

レンヤ：やれやれ、これでも女おんな子こ供どもは手にかけたことはないんだが。

シノブ：問答無用っ!!
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レンヤ：てことは、やり合うのか？

ナジャール：ＰＶＰ（＊）というやつか。

ＧＭ：正せい確かくには〝シノブ、ガント、兵士２モブ〟対〝レンヤ、リオナ、ナジャール〟という組み合わせですね。ガントと兵士はＧＭが担当します。

シノブ：【ＨＰ】を０にしても即そく死しじゃないから、一回くらい本気でやっていいよね？（笑）

リオナ：まずいわ、シノブのプレイヤーがやけに楽しそうよ（笑）。

レンヤ：戦せん闘とうの前に一いち応おう訊きこう。「娘、誰だれから俺が里を滅ほろぼしたと聞いた？」

シノブ：えーと「みんな言っている！」と、ここは誤ご解かいしたままでいよう。

ナジャール：……レンヤよ、おぬしどれだけ悪いことをしてきたんじゃ？

レンヤ：あんたほどじゃねえ（笑）。

ナジャール：ワシは人じん畜ちく無む害がいじゃよ？





（＊）ＰＶＰ　ＰＣ対ＰＣの戦闘。






▼第１ラウンド
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ＧＭ：ではセットアッププロセスです。

シノブ：《クイッククリエイト》で、黒刃を作成します！

リオナ：レンヤに《ヘイスト》。レンヤ、【行動値ち】に＋７して。

ＧＭ：ガントはオリジナルのエネミースキル、《地擂りの構え》を。地面すれすれの構えを取ります。低いので、命中のダイスはマイナス一個こされます。
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ナジャール：おお!?　ワシより低い。

レンヤ：足狙ねらいの異い形ぎようの剣か。

ＧＭ：はい、当たるとダメージとともに［転てん倒とう］を与あたえます。

レンヤ：ほう、剣の正道にない外道の技か。面白い、相手になってやろう。

ＧＭ：「ふん、戦いに正道も外道もないわ！　勝てばいいのよ！」

ナジャール：ワシは理知の宝ほう玉ぎよく（＊）。【ＭＰ】を３点消費、【行動値】を＋８して17になったぞい。

ＧＭ：では【行動値】の順に……と、その前にやることがありました。

リオナ：え、なに？

ＧＭ：今、リオナは素す顔がおを見せているわけですから、呪いの判定です。

リオナ：うわ……。

ＧＭ：（ダイスを振ふって）全員失敗。「おお、美しい娘だ！」「俺のだ！」「いや俺のだ！」目を血走らせてリオナに向かいます（笑）。

リオナ：いや～っ!!　こないでっ!!

ＧＭ：ガントまで「うおお、俺のものにする！」とリオナに向かっていく。

シノブ：ガント、どうしちゃったの!?

ＧＭ：ガントだけではなく、シノブも判定しないと。

シノブ：……は？　あたしまで!?

ナジャール：この呪い、惹ひきつける対象の性せい別べつは関係なしか？

ＧＭ：ええ、まあ（笑）。

シノブ：なんて恐ろしいー（笑）。

ＧＭ：【精神】で難易度は10です。

シノブ：【精神】は２だから８以上。（ダイスを振る）……出目は８！

ＧＭ：なら、ちょうど成功ですね。……ちっ、ＰＣが誰だれも引っかからないとは。

リオナ：このＧＭ、呪いに引っかかることを期待している!?

ＧＭ：そりゃしますとも（笑）。

リオナ：でも、お父様がわたしに仮面を被かぶせた理由が、よくわかったわ……。

ＧＭ：では【行動値】17から。ナジャールとレンヤですか。

ナジャール：ワシからいこう。マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《オブストラクション》を使用。命中すると、このラウンドの間スキルを使うたび【ＨＰ】８点減げんじゃ。

シノブ：なんですってー!?（笑）

ナジャール：ほれ、達成値19。

ＧＭ：……回かい避ひは11。ガントは当たった。

シノブ：あたしには、回避の判定にダイス＋１個がつく《バタフライダンス》がある！　えいっ（ダイスを振る）15！　しまった、かわせない!?

ＧＭ：ふたりとも命中しました。

ナジャール：すると、足元から謎なぞの紋もん章しようが浮うかんで光るんじゃ。ぴかーっと。

ＧＭ：構えを低くしたら足元から！

ナジャール：ふぉっふぉっふぉっ、おぬしだけが低いと思うなよ。

レンヤ：低さを競ってどうする！（笑）

ＧＭ：では次、レンヤの番。

レンヤ：まず、モブから片かたづける。マイナーで移い動どう、《トルネードブラスト》！

ＧＭ：では、レンヤが舞まうように立ち回ると、ばたばたばたーっと倒たおれる。

レンヤ：安心しろ、峰みね打うちだ。……しかし、そちらの方は峰打ちとはいかんようだな。

ＧＭ：「おぬし、やるな」と、ガント。

シノブ：次は【行動値】14であたし。《クイックアクション》（＊）を使用。

ナジャール：【ＨＰ】８点減げん少しようじゃ。

シノブ：くっ！　で《ウェポンクリエイト》と《ディスアピア》（＊）を使う。

ナジャール：それぞれ８点減少じゃ。

シノブ：……い、痛いたい。それでも［隠おん密みつ状じよう態たい］になって《ウェポンシュート》（＊）でレンヤを攻こう撃げき！　達成値は17。細い髪かみがひゅーんと飛んで鋭するどい刃に！

レンヤ：きたか、忍にん法ぽう黒刃！

シノブ：でも【ＨＰ】が一気に半分に。

ＧＭ：仇のために命を捨すてた攻撃が。

レンヤ：（ダイスを振り）だめだ、食らってしまった。

シノブ：髪の毛がシュパ！　シュパパパッ！　とレンヤを斬きり裂さく！　《ウェポンクリエイト》５レベルで15点がふたつ、高級忍具で＋５点、《コンシールアタック》の＋５点がついて……ダメージは合計40＋２Ｄ６点！

レンヤ：なんだ、その高い固こ定てい値ちは!?

シノブ：固定値は裏うら切ぎらない、誰かがそう言った！　（ダイスを振る）48点！

リオナ：《プロテクション》で15点止めるわ！　「危あぶない、レンヤ！」

ナジャール：《サモン・アラクネ》（＊）じゃ。（ダイスを振る）４点止め。

レンヤ：物理防ぼう御ぎよ点12点を引いて、17点が抜ぬけてくる。

シノブ：こっちのダメージが三分の一に。《プロテクション》ずるい！（笑）

ＧＭ：では【行動値】11のリオナの行動。

リオナ：レンヤに《ジョイフルジョイフル》（＊）。給料分は働いてもらうわ。出しゆつ世せ払ばらいで（笑）。

レンヤ：出世払いかよ（笑）。まあいい、それで俺が即そく座ざに行動だな。ならガントとやる前に、シノブを気き絶ぜつさせよう。しばらく眠ねむっていてもらうぞ。

シノブ：くっ、なにを！

レンヤ：（ダイスを振る）あ、18か。これだと避けられてしまうな。

ナジャール：《ディビレテイト》で、シノブにダイスマイナス１個の呪いじゃ！

シノブ：またひどいのがきた!?　（ダイスを振る）でも出目は10、合計18！

ＧＭ：リアクション優ゆう先せんでシノブが回避。幼おさなさゆえにレンヤの切っ先も鈍にぶったか。

レンヤ：娘、よくかわした。だが、顔が青いぞ？　大丈夫か。

シノブ：ひらりとレンヤの攻撃をかわし、「今よ、ガント！」と。

ＧＭ：「お前を殺せば、姫は俺のものよぉーっ！」とガントがレンヤの足元を薙なぐ。とう！　命中の達成値は18！

レンヤ：きたか、ならばここで《ストライクバック》（＊）を宣せん言げんしよう!!

ＧＭ：《地摺りの構え》の効果で命中ダイスはマイナス一個してください。




　通つう常じよう、刀は円を描えがき振ふり下おろされるため、低い位置取りは死角となる。

　地面すれすれに構かまえるガントを、その殺さつ傷しよう圏けんに捉とらえるのは容よう易いではない。

　すべるようなガントの横薙ぎが、レンヤの足元を狙う！




レンヤ：ダイスマイナス１個こならフェイトを使用。《ストライクバック》の達成値はぴったり18。やはり手て加か減げんのできん相手だ。

ＧＭ：では、お互たがいにダメージを振ります。こっちは……低い、29点。

リオナ：《プロテクション》で19点止め。

レンヤ：防御点で全部止まった。下げ段だん狙いの攻撃を読んで跳ちよう躍やくし、斬きり返かえす！　天てん狗ぐ飛び切りの術じゆつってヤツだ！

ＧＭ：では、そちらのダメージを。

レンヤ：こっちのダメージか。22＋８Ｄ６点がいくぞ。（ダイスを振る）ダメージは53点！

ＧＭ：うお!?　ガントが一いち撃げきで［戦闘不ふ能のう］に!?　「バカな……」

レンヤ：所しよ詮せん、外道奇き策さくの剣。正せい統とうな剣を修おさめなかったのがおぬしの不幸であった。

ＧＭ：「これが、我が流りゆうの限げん界かいか……」と言いながら、どさっと倒たおれます。

レンヤ：さて、もうよさんか……と言ってやめる相手でもないか。

シノブ：よくもガントをっ!!





（＊）理知の宝玉　使用者の【行動値】をプラスするマジックアイテム。

（＊）《クイックアクション》　セットアッププロセスで武器を作るアルケミストのスキル。

（＊）《ディスアピア》　隠密状態になるレンジャーのスキル。

（＊）《ウェポンシュート》　武器を投げるニンジャのスキル。

（＊）《サモン・アラクネ》　範囲の対象が受けるダメージを減少させるサモナーのスキル。

（＊）《ジョイフルジョイフル》　対象を即座に行動させるバードのスキル。

（＊）《ストライクバック》　リアクションをせず、相撃ち覚悟で対象を攻撃するサムライのスキル。






▼第２ラウンド

　シノブは奮ふん戦せんするも、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。１ラウンド目で《オブストラクション》によって大きく【ＨＰ】を減へらされたことが影響し、結局は倒たおれたのだった……。




シノブ：やられたー。【ＨＰ】０、ぱた。これで［戦闘不能］。

ナジャール：ふう、手強い相手じゃった。

リオナ：そういえばナジャールって、シノブのコネ持ってたんじゃ？

ナジャール：いかん、すっかり忘わすれとった。ＰＶＰで盛もり上あがり過すぎた（笑）。

レンヤ：年長キャラはこういうときに、いいこと言ってまとめるもんだが（笑）。

ＧＭ：シノブは次のシーン【ＨＰ】１点で回かい復ふくします。

リオナ：わたしたちの回復は？

ＧＭ：回復のシーンはのちに用意してあります。さすがに、ＰＶＰをやって、ＰＣのリソース削けずりっぱなしって訳わけにはいかないので（笑）。

ナジャール：それはありがたい。

リオナ：あと、ドロップ品よ！　小さなお金でもコツコツ貯めるわ。さあ、振りましょう！

レンヤ：……さすがというか（笑）。

ＧＭ：では、ドロップ品の処しよ理り終わったら、次のシーンということで。







◆Middle 04◆有う情じようの剣けん




　レンヤたちは小さな小屋を見つけた。

　一行は、気を失ったシノブをそこに運び、介かい抱ほうしてやることにした。




シノブ：あたしは、次どうなるの？

レンヤ：なんか、適てき当とうな小屋みたいなとこに連れていって、介抱してやろう。

ＧＭ：わかりました。シノブが気がついたところのシーンとなります。

シノブ：じゃあ、シーンの冒ぼう頭とうは、ぐるぐる巻まきに縛しばられたあたしが「殺せー！　悪あく逆ぎやく非ひ道どうのアケボシ・レンヤめー！」と叫さけんでいるところから（笑）。

レンヤ：あー、うるせえ（笑）。

シノブ：これ以上仇から辱はずかしめを受けるものか！　殺せー！　さもなくばお前ののど笛を噛かみ切きってやるぅー！

リオナ：だめよ、大声出しては！　その口を手で塞ふさぎます。

シノブ：もごもごもご～！

ナジャール：じゃからー、もう一回説明するとじゃな？（笑）

ＧＭ：何度説明しても聞かないと（笑）。

ナジャール：レンヤはおぬしの里のことなど知らんと言うておるじゃろう？

シノブ：（リオナの手を払はらって）そんなの嘘うそだー！　あたしを殺せー！

ナジャール：そもそもそんな話、誰だれから聞いたんじゃ？

シノブ：えーと……ヒョウゴ様だ！　落葉五人衆しゆうは正しきを守り、悪を討うつ正せい義ぎの味方なのだ！（一同爆ばく笑しよう）

レンヤ：今、すごい面白い話が（笑）。

シノブ：ところでガントは？

レンヤ：シノブの手前、斬きるわけにもいかん。とどめは刺さしていないし、同じく縛しばっておいたことにしよう。

ＧＭ：では、ガントは縛られて神しん妙みようにしていましょう。《地擂すりの構かまえ》を破やぶられて、ショックを受けてます。

シノブ：ガント、しっかり！

リオナ：あ、ガントがいるのならベールか何かで顔を隠かくしてていいですか？　呪のろいがまた発動すると面めん倒どうなので。

レンヤ：それがいい。隠していれば発動しないのは仮か面めん被っていたことで証しよう明めいされているからな。

リオナ：では、顔は隠してます。以後、人前に出るときはそういうことで。

ＧＭ：はい、了りよう解かいしました。

ナジャール：ともかく、こいつらはどうしたもんかの？

レンヤ：まあ、しかたない。ここは、こいつらの縄なわを解といてやろう。

ナジャール：お、おぬし本気か!?　こやつ、また殺しに来るぞ！　と、止める。

シノブ：じゃあ、ちょっとびっくりした顔で「……あたしを殺さないの？」

リオナ：城しろを落とした落葉五人衆を助けるなんて……。こいつらはお父様を殺した仇なのよ！

シノブ：落葉五人衆が殺したのなら、お前の父は悪者だったに違ちがいない！

リオナ：……は？

レンヤ：また話が面白い方向に（笑）。

リオナ：ちょっ、ちょっと待ってよ!?　なんでそーなるのよ！（笑）

ＧＭ：いやまあ、たしかにデュラン伯はくは反はん逆ぎやくの容よう疑ぎで討うたれてますが。

シノブ：そうだったー！（笑）　デュラン伯はく爵しやくは、国王に反逆を企くわだてたと聞いてるぞー！

リオナ：それは濡ぬれ衣ぎぬだわ！

ナジャール：たしかに濡れ衣かもしれんが、世間はそう思ってはくれん。

ＧＭ：いまや、正義のフォスター伯が反はん逆ぎやく者しやを討とう伐ばつしたともっぱらの評ひよう判ばんに。

レンヤ：いや、どう見ても正義って感じじゃないだろ、フォスター伯（笑）。

ＧＭ：まあ、世よ論ろんというものはそんなものでして。

リオナ：なんて世せ知ち辛がらい世の中……。やっぱりお金がないと駄だ目めね（笑）。

シノブ：やっぱり悪者だ！　国を滅ほろぼす傾けい国こくの姫ひめとそれに荷か担たんする悪の剣けん士し、アケボシ・レンヤめー！

レンヤ：おっ、俺おれもか。

ＧＭ：そして賞金首のナジャール。

シノブ：賞金首のーっ！

ナジャール：なんかワシら悪いな。

レンヤ：本当に悪いのは最後のだけだ（笑）。とにかくシノブたちの縄を解といてやる。

リオナ：でもっ……、とまだ納なつ得とくしない。

レンヤ：おぬしならわかるだろう？　故こ郷きようを失った、この娘むすめの気持ちが。

リオナ：……はっ!?　その言葉が胸むねに響ひびいたので、思わず顔を伏ふせてしまいます。

シノブ：縄が解かれたのなら、ガントに肩かたを貸かしつつ「くそぉー！　覚えていろー！」と言って、ここは去るよ。

ナジャール：うーむ……。本当によかったのかのう？

レンヤ：構かまわんさ、連中の技わざはもう見切っている。何度でも相手をしてやるさ。

ＧＭ：シノブが去っていったところでシーン終しゆう了りようです。







◆Middle 05◆非ひ情じようの剣




　シノブは、ヒョウゴの待つ城へ戻もどった。

　憎にくい仇に助けられたという屈くつ辱じよく……。その一方で、本当に里を滅ほろぼしたのはレンヤなのだろうか？　という疑ぎ問もんもまた、生まれつつあった。




ＧＭ：続いてシノブがヒョウゴのもとに戻ったところ。他のＰＣは登場不ふ可か。

シノブ：では、ガントとともにヒョウゴの前へ。場所は元デュラン伯の城？

ＧＭ：そうです。ふたりして戻ってくると、まずザンマが出で迎むかえます。「ギョッー、ギョッギョッ！　もしやしくじったか、シノブぅ～」（一同爆笑）

ナジャール：いかん、ザンマが出てくるだけで面白くなってしまう（笑）。

シノブ：くっ……ともかく、唇くちびるを噛かんでこの屈辱に耐たえよう。

ＧＭ：「そのうえ敵てきに情なさけをかけられるとは呆あきれたヤツ。里の者も墓はかの下で泣いておるわ」

リオナ：この魚類、悪いヤツだわ（笑）。

シノブ：……だけど、なんか面白くなってしまう（笑）。

ＧＭ：そこにヒョウゴとフォスター伯が現あらわれます。フォスター伯はやっぱり焦っているようです。「だから言ったのだ、このような小こ娘むすめに任まかせてよいのかと！」

リオナ：またフォスター伯がテンパってるわ（笑）。

ナジャール：落ち着きのないキャラ性せいは、すっかり固定されたのう（笑）。

ＧＭ：するとガントがずいっと出て「お館、後れを取ったが、次は必ず……！」

シノブ：もう一度機会を！

ＧＭ：ヒョウゴは冷たい笑みを浮うかべます。次の瞬しゆん間かん、抜ばつ刀とうとともにガントを斬きり捨てます。

ナジャール：なんと！

レンヤ：（ガントになって）「な、何故なぜだ……お館ぁっ！」

シノブ：……そんな、ガントは一いつ生しよう懸けん命めいやったのに!?

ＧＭ／ヒョウゴ：「そやつの剣は奇き襲しゆうの剣。一度種が割われれば二度と通じぬ。もはや用よう済ずみの者を飼かっておくほどこのヒョウゴ、甘あまくはない」

リオナ：なんて冷れい酷こく非情!?

ＧＭ：すると、ゴウハは「だが、シノブの心はまだ萎なえておりませぬぞ」とシノブを庇かばうので、ヒョウゴも剣を収めます。「シノブよ、次はないぞ」

シノブ：は、はい……。

ＧＭ：ザンマは「片づけておけ」とまるでモノのようにガントの亡なき骸がらを扱あつかいます。

シノブ：ガントのお墓を作ってあげよう。悪逆非道のアケボシ・レンヤはあたしを助け、正義の落葉五人衆は味方を斬る。あたしにはもうわからないよ……。







◆Middle 06◆姫と剣士




　カポ───ン……。

　リオナは温おん泉せんで旅の疲つかれを癒いやしていた。

　旅の途と中ちゆう、落ち着けそうな温おん泉せん宿やどを見つけ、逗とう留りゆうすることに決めたのだ。




ＧＭ：では、次のシーンはリオナのシーンにしようかと思います。適当な宿かどこかで。

リオナ：じゃあ、温泉宿かなにかで。

ＧＭ：温泉宿？　わかりました、一いち応おうエリンディルにも温泉は出るみたいですしね。

リオナ：旅の疲れを癒し、ゆったりしながら、いろいろ考えています。

ＧＭ：湯気の向こうにリオナがいるって感じのシーンですね。

ナジャール：湯気にシルエットが映うつり……それが晴れると、ワシが「いやん♪」と。

レンヤ：誰もよろこばねえよ！（笑）

ＧＭ：はっ、同感です。

リオナ：「ふー……っ」と大きなため息をして湯に浸つかります。『アリアンロッド』のシーンプレイヤーって同行者指定できたっけ？

ＧＭ：（『上級ルールブック』を確かく認にんし）できるようですよ。

リオナ：では、レンヤを同行者に指定。

レンヤ：ご指名とあらば登場しないわけにもいくまい（笑）。

リオナ：「アケボシ・レンヤか……」とか、呟つぶやきながら考えを巡めぐらせてます。

レンヤ：そこにざばーん、と（笑）。おおー、なかなかよい湯ゆ加か減げんだー。

リオナ：きゃーっ、ちょっと!?　なんで入ってくるのよ！　と身体を隠して。

シノブ：こっち見ないでよーって？　自分で呼よんでおいて（笑）。

レンヤ：おや、ここは混こん浴よくか？

リオナ：少しは気にしなさいよ！　と、岩を挟はさんで背せ中なか合あわせになる感じで。

レンヤ：盆ぼんに徳とつく利りを乗せて、一いつ杯ぱいやっている。そんなにツンケンするものではないぞー。
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リオナ：レンヤがあんまりにも落ち着いているから、どうなのかなー？　と、岩の影かげからうかがってみたり。

レンヤ：そうやって素す直なおになれんのも、呪いのせいか？　呪いになど負けてはいかんぞ（笑）。

リオナ：「呪いは関係ないわよ！」と言いながらも……わたしって素直じゃないのかな、なんて思ったり。

ＧＭ：何か、このふたりまんざらでもないような雰ふん囲い気きが（笑）。

リオナ：……ところで、ここでレンヤから何故なぜ王都への旅を続けている的なことを訊きいてもらえると助かるんだけど。

レンヤ：じゃあ「おぬしは何故王都へ行こうとしているのか？」と（笑）。

リオナ：決まっているでしょう、お父様の仇を討うって領りよう地ちを取とり戻もどすためよ。

レンヤ：……その気になれば、誰も知らない土地へ逃にげることもできたろう？

リオナ：そんなことできないわ！

レンヤ：父の仇や領地を取り戻すのは、そんなに大切なことなのか？

リオナ：それは……大切なことよ、きっと。今までそんなこと考えてもみなかったので、ちょっと言葉を濁にごす感じで。

レンヤ：だが、愉ゆ快かいな旅にはならんぞ。

リオナ：勝手なこと言わないでよね！

ＧＭ：スイッチが入った!?

リオナ：みんなわたしを呪のろわれていると疎うとんじてきたわ。でも、わたしは誓ちかったの。こんな呪いになんか負けないって。だから錬れん金きん術じゆつを研究してお金を貯めて、呪いを解とく方法を見つけてやろうと思って……。

レンヤ：金にこだわる理由はそれか。

リオナ：それがいけない？　わたしは今までそうやってきたの。

レンヤ：それは思おもい違ちがいというものだ。世の中、金で買えないものもある。

リオナ：そんなことないわ。召めし使つかいのメリーも家庭教きよう師しのエリックも、お金を与あたえたら心が変わっていったわ。

レンヤ：……おぬし、金を積まれれば父の仇を討つのを諦あきらめるのか？

リオナ：はっ!?　それは……。

レンヤ：あいにくだが、俺は金をいくら積まれてもお前を見み捨すてるつもりはないぞ。

リオナ：……なっ？　と思わず顔を赤らめます。

レンヤ：そいつは、俺の武ぶ士し道どうがすたることになるからな、と。

一同：おお、かっこいい！

リオナ：リオナ的には知らないので。武士道？　騎き士し道どうとは違ちがうの？

レンヤ：ほう、西方には騎士道というものがあるのか。武士道とはサムライの道だ。

リオナ：どういうこと？

レンヤ：「武士道とは死ぬことと見つけたり」だ。

リオナ：それは、なに？

レンヤ：武士道の極意らしい。




　そう言ってレンヤは空を見上げた。

　──武士道とはなにか？

　自問自答するも、答えは出せない。




リオナ：……あなた、変わってるわね。

レンヤ：そうかな？

リオナ：絶ぜつ対たい変わってるわよ、わたしの呪いもぜんぜん平気みたいだし。

レンヤ：どうかな？　俺が落葉の力に魅み入いられているだけかもしれんぞ？

リオナ：……そんなことで、あのヒョウゴに勝つことができるの？

レンヤ：どうだろうな？　師匠ライドウを倒たおした奴やつの闇月無明剣……破れるかどうか。

リオナ：お父様はその技で敗れたわ。……あれは、闇を呼よぶ技よ。

レンヤ：闇を呼ぶ魔ま性しようの剣か。

リオナ：それでも、あなたは戦うの？　あなたは逃にげたりしないの？

レンヤ：戦うとも。それが剣士の性さがだ。

リオナ：やっぱりあなたは変わってるわ……なんて言いながらも、レンヤを意い識しきします。




　金、金、金と───。

　常つねに金を求めてきたリオナだった。

　だが、レンヤはそうではないと言う。

　自分が求めてきたのは、本当に金だったのだろうか？

　ふと、自問するリオナであった。







◆Middle 07◆落葉の呪い




　リオナとレンヤが温泉に浸つかっている頃ころ───。

　ナジャールは宿の一室で、とある馴な染じみと東方の遊ゆう戯ぎ〝将しよう棋ぎ〟を指していた。

　相手は、置物のように小さく、ローブをすっぽりと被った老ろう婆ばであった。




ナジャール：次、ワシのシーン？

ＧＭ：その予定です。

ナジャール：どういうシーンの予定？

ＧＭ：情じよう報ほう収しゆう集しゆうの予定ですが。

ナジャール：では、少しやりたい演えん出しゆつがあるのじゃが。

ＧＭ：どんなのでしょうか？

ナジャール：こう、ワシが東方を放ほう浪ろうしていた頃に覚えた〝将棋〟というゲームに興きようじておるわけじゃ。

シノブ：放浪じゃなくて、単に借金から逃げてたんだよね？

ナジャール：見ようによっては、そのように見えるかも知れん。

ＧＭ：では、ナジャールは将棋を指し。

ナジャール：ワシの相手をしているのは小さなばあさんなんじゃ。「ふーきーつーじゃー」とか言ってる（笑）。

ＧＭ：ああ、占うらない師しのばーさんか（笑）。




占うらない師のばーさん

　ご存ぞんじない方に説明しておくと、この占い師の小さなばあさんは、『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズに登場する占い師のばーさんである。

　詳くわしくは同シリーズを読んでいただきたい。
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ナジャール：で、将棋を指しながら馴染みであるばーさんに落葉の話をして、呪いについて聞いておくみたいな。

ＧＭ：【知力】判はん定ていで情報を収集するシーンを想定していましたので、うまい手で追おい詰つめていくと情報が得られるとか、そういう演出にしましょう。

ナジャール：ワシが勝ったら知っておる情報を語ってもらうぞ、みたいな？

ＧＭ：はい、では難なん易い度どは12で。

ナジャール：（ダイスを振ふる）……あ、出目は４。失敗じゃ！　おかしい、相手は王おう将しようと歩だけだったのに!?（笑）

レンヤ：駒引きすぎだ、それ（笑）。

ＧＭ：それなら、一〇Ｇ払はらえば振り直せるとします。

ナジャール：その手待った！

シノブ：「待つなら、更さらに一〇Ｇ」（笑）

ナジャール：（ダイスを振る）……ふう、今度は成功。

ＧＭ：「それで、何を訊ききたい？」

ナジャール：一六年前に死んだ魔族、落葉。その呪いについて聞きたいのじゃ。

ＧＭ：「不ふ吉きつじゃあ～っ!!」

ナジャール：びっくりしたぁっ!?　ちょっと！　ワシ、心しん臓ぞう弱いんじゃから！

ＧＭ：「落葉は滅ほろびてはおらぬ。みずからを斬った刀に、魂たましいを宿しておる」

ナジャール：むむ、やはりか。

ＧＭ：「落葉はおのれに仇なした者たちを滅ぼし、復ふつ活かつしようと企たくらんでおるのじゃ……占いにはそう出ておる」

ナジャール：復活？　肉体を失っておるというのにか？

ＧＭ：「それ以上はわからん」

ナジャール：むーんそうか。では、この呪い、いかにすれば解くことができる。

ＧＭ：「落葉の魂を滅ぼすしかない」

ナジャール：しかし、あの刀はバケモノのように強いサムライが持っておる。

ＧＭ：「つまりは、そやつを破らねばならぬ、そういうことじゃ」

ナジャール：リオナの運命は、やはりあの男に賭かけるしかないということか。




　リオナにかけられた魔性の呪い。

　これを解くのは、レンヤにかかっている、ということだ。




リオナ：あのとき仮面が割われたのは、そういうことだったのね。

レンヤ：これは、本ほん格かく的てきに俺が闇月無明剣を破らないといかんな。

ナジャール：あとなにか情報は？

ＧＭ：フォスター伯の動向とかです。難易度12の【知力】判定で。

ナジャール：（ダイスを振り）成功！

ＧＭ：街道に兵士百名以上の大部隊を配置して、本格的にリオナが王都へ向かうのを妨ぼう害がいしようとしてます。

リオナ：うわ……。

ナジャール：さて、どうしたものかのう、と月を見上げてシーン終了じゃ。







◆Middle 08◆真の仇かたき




　その夜───。

　シノブは、川の中を泳いでいた。気配を殺し、音を立てないように。

　この近くの温おん泉せん宿やどに、レンヤたちの一行が立たち寄よったとの情じよう報ほうを得たのだ。

　レンヤに対しては、まだ疑ぎ念ねんがある。

　本当に、里のみんなを殺していないのだろうか？　だとしたら……。




ＧＭ：シノブのシーンです。レンヤも登場してください。

シノブ：あー、寝ねてたり温おん泉せん入っていたりするレンヤを襲しゆう撃げきするのか。

レンヤ：俺おれはどうしていようか？　まだ温泉入っているとかでもいいが。

シノブ：ああ、だったら宿の近くに川があることにして、月でも眺ながめていてよ。

レンヤ：では、風ふ呂ろ上がりで川風に当たって涼すずんでいよう。月は、西で見ようが東で見ようが変わらんな～、とか適てき当とうなことを呟つぶやきつつ。

シノブ：川の中から突つき出でた竹たけ筒づつがプカプカと近づいてきます（笑）。

レンヤ：俺は、そのあからさまにあやしい竹筒に気づいていいのか？（笑）

ＧＭ：まあ、シノブに隠れるつもりがないようですので。

リオナ：この竹筒がザンマだったら、ものすごい衝しよう撃げきよね（一同爆ばく笑しよう）。

ナジャール：ザンマがエラ呼吸できないとしたら、たしかに衝撃的じゃ（笑）。

シノブ：ＧＭ、ここはあたしとレンヤの誤ご解かいを解とくシーン？

ＧＭ：というのを想定しています。

シノブ：だったら、レンヤには気づいてもらった方がいいかな。

レンヤ：おっ、これは？　と、竹筒の穴あなを指先で塞ふさいでみよう。

シノブ：……ぶっはー!!　と、我が慢まんできなくなって飛び出てきます（笑）。

レンヤ：お、おぬしは？（笑）

シノブ：あっ、アケボシ・レンヤ！　と気づき、落葉五人衆しゆうシノブ！とポースを決める！

リオナ：今は四人衆。

シノブ：今は四人衆に減へったけど──なんとしても、お前を斬きる！

レンヤ：だから、知らぬと言っておろう。

シノブ：黙だまれ、忍にん法ぽう黒刃を受けるがいい！　……はっ!?　髪かみが濡ぬれて、うまく抜ぬけない！

ナジャール：ええぇー!?（笑）

ＧＭ：ドジッ子属性まで加わった!?

シノブ：だが、お前を斬きる！

レンヤ：戦うつもりはないが……さて、どうやって誤解を解くか。

シノブ：里を滅ほろぼしたのはレンヤじゃないという証しよう拠こがほしいとこだけど。

リオナ：過か去こ、シノブが里を襲おそった犯はん人にんに傷きずをつけていたとか？

シノブ：あ、それだ！

ＧＭ：では、それを採さい用ようしましょう。ていうか同じをことを考えていました。

シノブ：じゃあ、ここで回想がカットバックする。燃もえる里の中で、レンヤの脇わき腹ばらを刺さしたという記き憶おくが甦よみがえります。

ＧＭ：「はははっ、俺はアケボシ・レンヤなるぞーっ！」と、面をつけたサムライが大おお暴あばれしているわけですね。

シノブ：幼おさないあたしは、死ねレンヤー！　と脇腹を刺して傷をつけた、と。

ＧＭ：では、「こざかしいわー」と跳はね飛とばしましょう。

シノブ：「うっ……!?」と、壁かべにぶつかって気を失う。それで回想は終わり。

ＧＭ：そして、あのときのように斬りかかっていくシノブ。

レンヤ：じゃあ、おっと危あぶないとよけた拍ひよう子しに着物がはだけ、俺の脇腹に傷がないのがわかるって感じか。

ＧＭ：レンヤの脇腹には、あるべきはずの傷がない。シノブにも、それがわかります。

シノブ：お前、何故なぜ、傷がない……？

レンヤ：傷？　何のことだ？

シノブ：あたしがここを短たん剣けんで刺しただろう！

レンヤ：だから、俺には覚えがないと言っておるだろう。

シノブ：がーん、がーん、がーん……。真っ青になって、その場にがっくりと。




　その場に、がっくりと膝ひざをつくシノブ。

　今までの思いはなんだったのか？




レンヤ：……おい、大だい丈じよう夫ぶか？

シノブ：うう……まだ立ち直れない。

ＧＭ：では、そこで月を背せ負おった人ひと影かげが。

レンヤ：何者だ!?　まさか───。




　月を背せ負おい、現あらわれたのは───。

　月すら霞かすむ美しいサムライであった。

「憎にくしみの刃はも、曇くもったか……」

　冷たく声が響ひびいた。

　その名は、闇やみ月のヒョウゴ。




レンヤ：……ヒョウゴか!?

ＧＭ：そのとおり。シノブを一瞥し「久ひさしいな、レンヤよ。貴き様さまを始末させるためだけの刃を育ててみたのだが……大して役に立たなかったようだ」と。

シノブ：そ、それはどういう意味ですか、ヒョウゴ様!?

ＧＭ／ヒョウゴ：「身に覚えなき者から復讐の刃を向けられれば、アケボシ・レンヤといえど剣けんを鈍にぶらせると思ってな」

シノブ：アケボシ・レンヤが里を滅ぼしたというのは……ウソだったの!?

ＧＭ：「いかにも──」

レンヤ：なんというむごいことを！

ＧＭ：そこでザバーッと川からザンマが。「ギョーギョッギョッギョッ」（爆笑）

レンヤ：いたのかお前！　やはり、ザンマが水の中にいた！（笑）

ＧＭ／ザンマ：「シノブよ、お前の里を滅ぼしたのはこの俺よぉ！」

レンヤ：ええええっ!?（一同爆笑）

シノブ：そんな、あまりにもシルエットが違ちがいすぎるのに！（笑）

レンヤ：どうやっても俺に化けられんだろう、お前じゃあ！

ＧＭ：「それはこの魔ま性しよう面さえ被れば」と、こうザンマが魔性面を取り出して。




魔性面

『アイテムガイド』Ｐ[image: ]参照。般はん若にやの面のような形けい状じようをしている。妖よう魔まの戦士が身につけていたとされ、つけた者は絶ぜつ大だいな力を得るが心は凶きよう暴ぼうになるという。

　ちなみに、ギルマンがこれを被ったからといって人間になりすませるような設せつ定ていや能のう力りよくはないので、あしからず。
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シノブ：うそーっ（笑）。……はっ！　そのお面は!?（爆笑）

ナジャール：シノブがＧＭのゴリ押おしを拾った!?（笑）

レンヤ：いや、たしかに俺も魔性面を持ってはいるが……（笑）。

ＧＭ：「覚えがあるだろう？」

シノブ：お、お前だったなんて……！

ＧＭ／ザンマ：「そうよ！　ヒョウゴ様は追ってくるアケボシ・レンヤへの刺し客かくを欲ほつしていた。そこで、このザンマ様がひと肌はだ脱ぬいだのよ！　ギョッギョッギョッ!!」

シノブ：じゃあ……じゃあ、あたしは今までなんのために……。

ＧＭ／ザンマ：「健気だったぞぉ、仇の傍かたわらで修しゆう練れんを積む様はな。ギョッギョッギョ！」

シノブ：「……許ゆるさぬ、絶ぜつ対たいにっ！」と、黒刃で攻撃すると、近くの岩がスパスパーッと切れていく。

ＧＭ：しかし、ヒョウゴは黒刃を的てき確かくに薙なぎ払はらっていく。すぱん、すぱーんっ。

レンヤ：ここは怒おこるところだ。この外道が！　年とし端はもいかぬ娘むすめを復ふく讐しゆうに駆かり立たて道具に仕立てるとは。貴様ら魔性の剣に魅みせられて人の心もなくしたか!!　……まあ動物だからな、ザンマ（一同爆笑）。

ＧＭ：「もとより俺は魚、人の心など持ち合わせておらぬわぁ～！」（笑）

ナジャール：サンマだしのう。

シノブ：いいシーンなのに。ザンマが登場すると、やっぱりなんか面白くなってしまう。

ＧＭ：「すべては貴様が悪いのだ、私わたしの天てん稟ぴんを超こえようとするから……」するとヒョウゴの美しかった顔に、くらい翳かげりが差していきます。

レンヤ：「何を言うヒョウゴ？　ジジイは、俺よりお前の方によほど目をかけていたではないか！」破は門もんされたしな、俺は。

ＧＭ：「ちがーうっ！　師し匠しようは常つねに貴様のことを気にかけていたのだ。無明剣を託たくすのはレンヤの他にないとな」

レンヤ：だとしても……貴様、ただそれだけのために師匠を斬きったのか？

ＧＭ：「〝ただそれだけ〟？　貴様には〝ただそれだけ〟なのだろうな。剣の奥おう義ぎさえも」

レンヤ：人の命、まして師の命を奪うばうまでのものではなかろう。

ＧＭ：「貴様にはわかるまいよ」とヒョウゴは薄うすく笑い、すうーっと剣を抜ぬきます。それは、ぬめるような光を放つ妖刀・落葉。「抜ぬけッ！」

レンヤ：やるか！　俺も剣を抜こう。

ナジャール＆リオナ：登場判はん定てい！

ＧＭ：登場難なん易い度どは７。（判定の結果を見て）ふたりとも成功していますね。

リオナ：胸むな騒さわぎがして駆かけつけます。

ＧＭ：「おっと、邪じや魔まはさせねえ！」と、ザンマがふたりの前に。

ナジャール：ザンマが!?

シノブ：ここは戦せん闘とうになるの？

ＧＭ：クライマックスでの対決もあるので、ここはイベントとして処しよ理りするつもりです。

レンヤ：なるほど、了りよう解かいした。

ＧＭ：「では見せてやろう──秘ひ剣けん、闇月無明剣を」するとヒョウゴが構かまえた落葉の切っ先が、月を指すように。

レンヤ：ついにくるか。だが、そのような邪じや法ほうの剣で、俺は斬きれんぞ！

ＧＭ：「フッ……果たしてそうかな？」すると月が霞かすんでいきます。まるでヒョウゴの美しさに恐おそれをなしたかのように。

リオナ：真っ暗な闇に包まれるのね。

レンヤ：なに、ヒョウゴの姿すがたが!?　しかし、これって一体どういう理り屈くつだ？

シノブ：ルール的にはどんな感じ？

ＧＭ：ヒョウゴがいるエンゲージが［明度１］になります。続いてヒョウゴが［隠おん密みつ状じよう態たい］に。ヒョウゴはエンゲージしていても隠密が可か能のうです。

レンヤ：［明度１］っていうのは？

ナジャール：エンゲージしている対象しか射線が通らず、すべての行動にダイスマイナス一個こという完全な闇の状態じゃ。

リオナ：エンゲージの外から攻撃できないし、わたしのサポートも届とどかない。

ＧＭ：［隠密状態］なので発見しないと攻撃やスキルの対象にできません。

シノブ：［隠密状態］の敵てきを見つけるには、メジャーアクションで【感知】同士の対決だよね？　……あっ、ダイスマイナス一個こだから見つけられない!?

ナジャール：なんじゃこのハメ技（笑）。

レンヤ：しかし、この闇はヒョウゴにも適てき用ようされるんじゃないのか？

ナジャール：いや、ヒョウゴはヴァンパイヤじゃ。エネミースキルを取れる。

レンヤ：なるほど！　《暗あん視し》（＊）か！

リオナ：そのためだけに不死に（笑）。

ＧＭ：「見たかレンヤ。この技わざのために、私は人の命を奪うばって生きる道を選んだのだ！」

レンヤ：兄弟子よ、どうやら越えてはならぬ一線を越こえてしまったようだな。




　一寸の先も見えぬ闇の中で、レンヤはヒョウゴの気配を探さぐっていた。

　だが、ヒョウゴの気配は一切辿たどれない。これが、恐おそるべき魔性の剣か。

「そちらではないぞ、こちらだ」

　ヒョウゴの声は、そこかしこで木霊こだまし、まるで居い所どころを捉とらえることができない。

　恐おそるべし、闇月無明剣──。




ＧＭ：こう、闇の中でヒョウゴの声がいろいろなところから聞こえるのです。

リオナ：サラウンド状態に（笑）。

レンヤ：気配を読まねばと思うが……。

ＧＭ：そして、ズザンッ!!　……と。

シノブ：あたしはここでレンヤをかばおう。かばうは宣せん言げんできる？

ＧＭ：わかりました、許可しましょう。シノブは直前までレンヤと戦ってましたし、エンゲージしていたということで構かまいません。

シノブ：あぶなーい！　……あうっ!?

レンヤ：……やられた！　と思った瞬しゆん間かん、少女の声が響ひびく。

ＧＭ：戦闘ではありませんが、かばったシノブのダメージは出すことにしましょう。

シノブ：それで構かまわない！　ダメージが出ればヒョウゴの強さもわかるし。

ＧＭ：（ダイスを振ふる）……あ、目が低い、39点になります。これでヒョウゴの隠密も解とけ、月の光が戻もどります。

シノブ：ＰＶＰの負け以来【ＨＰ】は１点のまま回かい復ふくしてない。なので、その攻撃でバッタリ倒たおれてしまいます。

レンヤ：何故飛とび込こんだのだ!?

シノブ：よかった……と微笑ほほえんで、ぱた。

ＧＭ／ヒョウゴ：「チッ、いらぬ邪魔が入ったか」

レンヤ：貴様を信じていた娘を斬って、なんら恥はじるところはないのか！

ＧＭ／ヒョウゴ：「曇った刀に情じようなど注がぬ」

リオナ：シノブはあくまでも道具にしかすぎないっていうのね？

ＧＭ：「……む、夜明けか。今日は刻こく限げんが過すぎた。まあよい、シノブに免めんじて命は預あずけておいてやる。また会おう」と、ザンマとともに去っていきます。

ナジャール：余裕っ面じゃ、こいつ。

ＧＭ：「ギョー、ギョッギョッ、命拾いしたな、レンヤぁ！」と、ザンマが。

レンヤ：シノブを放っておけんし、ヒョウゴの技を破やぶる算さん段だんがない。仕方ない。

ＧＭ：最後に【感知】判定をどうぞ。

シノブ：戦闘不ふ能のうなのでできない。【感知】は６もあるのに～（笑）。

レンヤ：実は、【感知】は４しかない。

ナジャール：難易度は？

ＧＭ：難易度は高めの15です。

リオナ：《ダンシングヒーロー》（＊）があるから封ふう印いんを解かい除じよして、３Ｄ６で判定できるわ。さらにフェイトも１点使っておきましょう。

ＧＭ：では、どうぞ。

リオナ：（ダイスを振る）出目は12、【感知】は４だから16で成功！

ＧＭ：では、リオナはヒョウゴが去ると同時に羽音のような音を聞きます。

リオナ：……羽音？

レンヤ：羽音か……ああっ、なるほど！




　ここで、レンヤのプレイヤーがぽんと手を打った。




レンヤ：わかった！　あっはははははっ、これはすごいっ!!

シノブ：こっちも大体わかった。気き絶ぜつしてて何も言えないが（笑）。

ＧＭ：お、気づかれましたか。




　どうやら、レンヤとシノブのプレイヤーは闇月無明剣の秘ひ密みつに気がついたようである。




レンヤ：（素すに戻もどって）なんという荒あら技わざ!?　とんでもないな、これ（笑）。

ＧＭ：まあ、我われながらあり得ない技だと思います（笑）。

レンヤ：なら、俺はダイスは振ふらないでおこう。リオナからヒントをもらう形でいい。

リオナ：では。レンヤ、さっきなにか羽音のような物音を聞いたのだけど？

レンヤ：何、羽音だと？　とあらためて驚おどろこう。

ＧＭ：シーンを終しゆう了りようということで。

レンヤ：しかし、つくづくすごい技だ。

リオナ：一体どういう秘密が？

レンヤ：今はまだ言えない（笑）。





（＊）《暗視》　暗闇の中でもペナルティを受けなくなるエネミースキル。

（＊）《ダンシングヒーロー》　ダンサーのスキル。あらゆる判定にダイス＋１個できる。ダンサーの自動取得スキル。リオナはフェイト１点を払い、使用できるようにした。









◆Middle 09◆暁あかつきの騎き士し団だん結成




　一行は部屋に傷きずついたシノブを運び、リオナが傷の手当をする。

　さいわい傷は浅く、シノブはほどなくして目を覚ました。

　彼かの女じよの側で、レンヤが見守っていた。




ＧＭ：全員登場です。シノブが目を覚ますシーンですね。

レンヤ：では、部屋に連れて行ってシノブを手当しないとな。

ナジャール：ワシも一いつ緒しよにおるぞ。

ＧＭ：全員温泉宿でゆっくりしたので、【ＨＰ】【ＭＰ】ともに全部回復してよいです。

シノブ：よかったー、一時はどうなることかと。でも、あたし【ＨＰ】１でよくレンヤを殺しにいったよね（笑）。

ナジャール：よほど焦あせっておったんじゃろう。ここで失敗したらダメだ、と。

シノブ：じゃあ目を覚まして「ヒョウゴ様……いえ、ヒョウゴは？」

レンヤ：お前を置いて、立ち去ったぞ。

シノブ：あたしの人生はなんだったの。……落葉五人衆は正せい義ぎの味方だと信じていたのに！

レンヤ：気づかなかったのか（笑）。

ナジャール：この子は純じゆん真しんなんじゃよ。疑う心をしらんのじゃ。

レンヤ：それで、どうする？

シノブ：必ず里の仇を討うつ！　許さないぞヒョウゴ！

レンヤ：待て、おぬしがひとりで行っても返かえり討うちに遭あうだけだ。

シノブ：そんなの関係ない！　あたしはどんな敵でも恐おそれたことはない！

ナジャール：といっても、シノブはこれが初うい陣じんじゃろ。

シノブ：そこは心意気の問題で。そういえば、おまえたちは何をしようとしているの？

レンヤ：ちょっと待て！　さんざん俺たちを追ってきたおぬしが知らぬはずはなかろう。

シノブ：実は、明めい確かくな目的はヒョウゴからも聞かされてなかったり。

ナジャール：とりあえず殺してこいとしか言われてなかったんじゃな。

レンヤ：なるほど、鉄てつ砲ぽう玉だま扱あつかいか。

リオナ：では、父の無実を晴らすため、王都へ向かっている事じ情じようを話すわ。今まであったことをかくかくしかじかと。

シノブ：すると、あたしはおいおい泣き出してしまいます。なんてかわいそうなお姫ひめ様さま～!!

リオナ：ちょ、ちょっと、どうしたの？

シノブ：お父さんを殺され、国を追われ……そんなお姫ひめ様に、あたしはなんてことを～！　と、同どう情じようすることで合流しようと思う。

レンヤ：……シノブ、いい子だな。なんとか合流できてよかった（笑）。

リオナ：そこまで哀あわれまれると、自分の方が落おち込こんでしまうわ。もういいから泣きやんで。

シノブ：あたしを許ゆるしてくれるのね。なんて心の広いお姫様なの～と、さらに泣く（笑）。

リオナ：駄だ目め、この子と一緒にいると、わたしまでダメージを食らうわ（笑）。

シノブ：じゃあ、突とつ然ぜんリオナの手をガシッと取り、今までの罪つみ滅ほろぼしです。これよりリオナ姫にお供します！

レンヤ：おお、これでシノブも仲間に。

リオナ：仕官してくれるの？

シノブ：は、喜んで！

リオナ：じゃあ、未成年だしお給料はこれくらいで……と算盤そろばんでパチパチと（笑）。

シノブ：あー、でもこのくらいは実費でいただけると（笑）。

ナジャール：したたかじゃのう。

レンヤ：いや、じいさんはそれに輪をかけてしたたかだろう。

ＧＭ：では、この辺でギルドを組むということでどうでしょう？

リオナ：そうね。ＰＣ全員合流したし。

ナジャール：では、ギルドのレベルは？

ＧＭ：今回は、組んだばかりなので１レベルということにしましょう。

リオナ：じゃあ、ギルドマスターは？

ナジャール：そういうことなら、ワシが引き受けてもよいぞ。

リオナ：おじいちゃんが？

ナジャール：うむ！

一同：…………。




　深い沈ちん黙もくが、その場を支し配はいした。




ナジャール：すみませんすみません！　言ってみただけです。

シノブ：やっぱり、ここはリオナで。

レンヤ：うむ、異い議ぎなし。

リオナ：じゃあ引き受けましょう。ギルドスキルは……やっぱり《値ね引びき》（＊）と《目利き》（＊）（笑）。

レンヤ：ここに至いたっても、あくまで金にこだわるのか（笑）。

ナジャール：ドロップ品よりも勝利を目指すべし。やはり、《蘇そ生せい》（＊）と《祝福》（＊）じゃな。

シノブ：それが鉄板だよね。

ＧＭ：では、ギルド名はどうします？

リオナ：ダイスで振ふって決めましょう。シノブじゃあ、ギルド名決定表を。




　そしてダイスを振って決めた結果……〝暁の騎き士し〟と出た。ギルド名は、〝暁の騎士団〟に決定した。




ナジャール：暁の騎士団かー。わりとよいギルド名に決まったのう。

レンヤ：しかし、名前に反しているのは騎士ではなく、サムライだけどな（笑）。

シノブ：まあ、姫を護まもる一いち団だんだから、騎士団は悪くないと思う。

リオナ：ギルド名も決まったことですし、あらためて王都へ向かいましょう！

ＧＭ：次はクライマックスとなります。その前にフォスター伯はくの様子を演えん出しゆつしましょう。

リオナ：わたしたちが王都へ向かう一方その頃ころ、フォスター伯は……みたいな演出ね。




　王都ログレスへ続く街道──。

　フォスター伯が、大おお勢ぜいの兵士たちの前で号令をかけていた。その数は軽く見積もっても、百を超こえる規き模ぼであった。




ＧＭ：フォスター伯が兵を募つのり、ログレスまでの道を塞いで待ち受けています。「よいか、必ずやリオナ姫を捕とらえるのだ！　もし捕らえた者には、報ほう酬しゆうは思いのままであるぞ！」

シノブ：リオナを狙ねらっているの？　なにかの弾はずみで呪のろいにかかったとか。

ＧＭ：みんなが美しいとか言ってるうちに興きよう味みを持ったのでは？　それを聞いて「是ぜ非ひ、我わが寵ちよう姫きに加えたい」とか思い始めているのではないかと。

リオナ：絶対いやっ!!　……このモテモテの呪い、さっきから判定に失敗してるの、ろくでもないのばかりじゃないの！

ＧＭ：そりゃまあ、呪いですし。

シノブ：フォスター伯はく爵しやく、ほんとダメなヤツに（笑）。

レンヤ：その急な豹ひよう変へんっぷりはもう頭から離はなれんよ、フォスター伯。

ナジャール：「使えないヤツめ！」と言った側から「恐おそろしいヤツらよ」だし。

リオナ：フォスター伯自身は？

ＧＭ：王都に向かい、国王にデュラン伯の反はん逆ぎやくについて釈しやく明めいしにいきます。

リオナ：わたしたちはそこに乗のり込こんでいくってわけね。

ＧＭ：そうです。というところでシーンは終了です。





（＊）《値引き》　アイテムを購入するとき、価格が安くなるギルドスキル。

（＊）《目利き》　よいドロップ品を拾えるようになるギルドスキル。

（＊）《蘇生》　一シナリオに一回、ギルドメンバーのＨＰが全回復する。

（＊）《祝福》　一シナリオに一回、ギルドメンバーのＭＰが全回復する。









CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆闇月無明剣破れたり




　レンヤたちは、王都ログレスまでの道を歩いている。さまざまなことがあったこの旅も、あとわずか。

　だが、一行の前を待ち受けていたのは、百を超こえる軍ぐん勢ぜいだった。




ＧＭ：皆みなで王都へ向かうということで。

レンヤ：もはや逃にげ隠かくれはしない。堂々と王都への街道を進もう。

ＧＭ：では、フォスター伯はくの軍勢と鉢はち合あわせます。ざっと百名以上の規き模ぼですね。

ナジャール：やはり待まち伏ぶせておった。

ＧＭ：もう水も漏もらさぬよう、十重二十重にしっかりと陣じんを張はっています。

リオナ：無茶よ、あの数相手じゃあ。

レンヤ：所しよ詮せん、数を頼たのむ烏う合ごうの衆しゆう。あの程てい度どのヤツらなら、どうにでもなる。

ナジャール：エネミー識しき別べつしていい？

ＧＭ：どうぞ。

ナジャール：達成値ちは14じゃ。

ＧＭ：全部傭よう兵へいです。10体ほどいますが、レベル３のモブです。
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ナジャール：なるほどなるほど。まあ見ておれ、レンヤに任まかせるのじゃ（笑）。

ＧＭ：どこかのご隠いん居きよみたいですね。

レンヤ：では、そいつらに向かっていく。

ＧＭ：おお、来ますか。

レンヤ：おぬしら、道を空けんか。こんなところで命を捨すててもつまらんぞ。

ＧＭ：レンヤが歩いてくる、と。「おい、こいつこの軍勢の中を通る気だぜ？」とか「頭おかしくなったんじゃねえのか？」とか傭兵たちは言ってます。

リオナ：（傭兵になって）「おい、見ろよみんな！　東方の連中は数も数えられないと見えるー！」（爆ばく笑しよう）

シノブ：（傭兵になって）「おいみんな、笑ってやれ。ワーッハッハッハッ！」……ダ、ダメだ、フォスター伯の部下は、とにかく下品になってしまう（笑）。

ナジャール：所詮、金で集めた連中じゃしのう（笑）。

リオナ：それでわたしはお金のむなしさに気づくのね。お金では、あんな兵しか雇やとえない。でも、レンヤは……。

レンヤ：そこで気づくのか（笑）。まあ、いいか。で、譲ゆずる気はないんだな。

ＧＭ：いやもう、さらさらないですよ。

レンヤ：そうか、なら仕方あるまい。押おし通るぞ！　と、タタタタターッと駆かけ出だし、《トルネードブラスト》だ！




　兵士たちは百を超こえる軍勢だった。

　だが、圧あつ倒とう的てきな数をもってしても───レンヤを止められはしなかった。

　連なるように刃の音が響ひびいたかと思うと、兵士たちは一いつ斉せいに伏ふしてゆく。

　まさに、電光石火の早業であった。




ＧＭ：カキキキキン！　キ───ン！　と刃の音が連なり、「ぎゃっ！」「ぐわっ！」「うぎゃ！」と、悲鳴が上がる。

レンヤ：チャキン！　刀を鞘さやに収おさめる。

ＧＭ：それを合図に兵士たちがバタバタバターっと倒たおれていきます。「バ、バカな、百人の部隊が一いつ瞬しゆんで……」

ナジャール：これだけやれば、残りの連中も逃にげるじゃろ。

レンヤ：「まだやるか？」と獣けもののような目で、残ってるヤツらにガン飛ばそう。

ＧＭ：兵士たちは気け圧おされて士気崩ほう壊かいし、雪崩なだれを打ったように逃にげ出だします。

リオナ：さすがはレンヤ。

ＧＭ：さて、彼かれらが逃にげる先には一本の橋があるんですよ。我われ先さきに争って橋に殺さつ到とうするんですが……そこに幽ゆう鬼きのように佇たたずむ人ひと影かげが──。

レンヤ：……ヒョウゴか。

ＧＭ：はい、その通りです。《トルネードブラスト》を使用。




　我先にと橋を渡わたろうとする兵士たち。

　ヒョウゴは、ゆっくりと剣を抜ぬいた。

　日は落ち始め、夜の訪おとずれは近い。

「今こ宵よいはよい晩ばんになりそうだ……」

　空を見上げ呟つぶやくと、無む造ぞう作さに刀を振ふるう。すると、殺到した兵士たちは次々に斬きられ、川を朱しゆに染そめていった。




ＧＭ：「今宵はよい晩になりそうだ」ヒョウゴは兵士をなで斬ぎりにしていく。

シノブ：斬られたことに気づかず、走はしり抜ぬけた兵士が急に真っぷたつに。

ＧＭ：「……人を斬きるにはよい晩になる」と、川は血で朱に染そまり、死体の山が。

ナジャール：……むごいことを。

リオナ：ひどい……。彼らはあなたの味方じゃなかったの？

シノブ：味方でも平気で斬きってしまう人なんです……と、ガントのことを思い出しながら言います。

レンヤ：ヒョウゴよ、気づいておるか？　貴き様さまが妖刀に魅み入いられていることに。

ＧＭ：そこで気づきますが……ヒョウゴは妖刀・落葉を持っていません。

一同：なにぃっ!?

ナジャール：持っておらんのか!?

レンヤ：……貴様、妖刀はどうした？

ＧＭ：「貴様ごときに妖刀などいらぬ」

ナジャール：なんという自信。

レンヤ：ヒョウゴよ、ともかく貴様を野放しにはしておけん。これ以上無む駄だな血が流れる前に、決着をつけよう。

ＧＭ：「フッ、いいだろう。ではレンヤ、この橋をひとりで渡わたってこれるか？」

レンヤ：おうよ！　堂々と渡っていく。

シノブ：その前に。レンヤ、ナイフ、いる？

レンヤ：ナイフ？

シノブ：ほら、いざというときに射しや撃げき攻こう撃げきできる武ぶ器きだし。

レンヤ：……ああ、なるほどな！　シノブ、すまんがナイフを貸かしてくれ。

リオナ：一体、何に使うの？

レンヤ：まあ、見ておれ。

ＧＭ：「今宵は満月。我わが秘ひ剣けんも血を吸すいたがっておるようだ」とヒョウゴが月を背せ負おい、闇月無明剣の構かまえに。

レンヤ：来るか！

ＧＭ：「迷まよわず黄泉よみ路じへ行くがいい。ゆくぞ───闇月無明剣ッ！」
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　ヒョウゴが闇月無明剣の構えを取るとともに、レンヤは闇に包まれる。

　ふたたび、手もなく斬られるのか？

　いや、違ちがった───。




レンヤ：───ここで俺おれが《トルネードブラスト》を宣せん言げんすると、ヒョウゴの闇月無明剣は破やぶれるよな？

ＧＭ：はい、破やぶれます。

リオナ：……は？

ナジャール：そんなんで破れるのか？

ＧＭ：ええ、それで闇は晴れます。

ナジャール：いやそんなバカな。闇ってモブじゃないじゃろ？

ＧＭ：いえ、モブでいいんです（笑）。

レンヤ：つまり、なんかの群むれが集まって月を覆おおい隠かくしているんだよ。それが闇月無明剣の正体──だよな？

ＧＭ：はい、ご名答です。

レンヤ：そのモブの居い所どころは？

ＧＭ：ヒョウゴと同じエンゲージです。

レンヤ：なら《トルネードブラスト》で一いつ掃そうできるのか。対象は、このエンゲージにいるモブ全部！　シノブから借りたナイフを天に向かって投げるって演えん出しゆつにしよう。




「闇月無明剣、破れたりッ!!」

　言うやいなや、レンヤはシノブから借り受けたナイフを天に向けて放った。

　ナイフは星のように輝かがやき、飛ひ翔しようする。

　すると、月を覆おおう闇が追い立てられるように散っていった。

　それは、コウモリの群れであった。




ＧＭ：すると、無数のコウモリの群れがバサバサと落ちていきます。月を隠かくしていた闇は、ヒョウゴに操あやつられたコウモリのモブだったのです。

リオナ：……え？　コウモリ？




一同：………………………………。




ＧＭ：おや？　反はん応のうが。

一同（レンヤ以外）：えええーっ!?

シノブ：タネはわかっていたけど、あらためて驚おどろく。……コ、コウモリだったんだ!?（爆笑）

ＧＭ：はい、〝無明コウモリ〟というオリジナルのエネミーです。

ナジャール：……無明コウモリ？

ＧＭ：ええ、自分のいるエンゲージを［明度１］にする《無明の闇》というスキルを持っていました。今回オリジナルのエネミーです。

リオナ：それで、あのとき羽音が！

レンヤ：ヒョウゴはヴァンパイアになっていたからな。羽音と言ったとき、コウモリを操あやつってるんじゃないかと思った。この辺は長年ゲーマーやってる経けい験けんで（笑）。

シノブ：海外ゲームのヴァンパイアは、大たい抵ていコウモリやオオカミを操るしね。




　レンヤとシノブのプレイヤーは、多くのゲームを遊んできたベテランゲーマーである。




レンヤ：それと《トルネードブラスト》を使う場面が何度もあったのも、この技わざを破やぶるためのヒントなんだろ？

ＧＭ：は、そのとおりであります。

ナジャール：で、モブだから《トルネードブラスト》で一掃できる、と（笑）。

リオナ：なんてバカな技……。

ナジャール：バカすぎるわい！（笑）

シノブ：もしエンゲージの外にモブがいたら、ナイフの射しや程ていで《トルネードブラスト》を使ってもらおうと思って渡わたしたんだけど、大だい丈じよう夫ぶだった。

レンヤ：なので演出で使った。

ＧＭ：「……いつ、見み破やぶっていた？」と、愕がく然ぜんとしたヒョウゴが聞きます。

レンヤ：貴様がシノブを斬った後だ。リオナが手がかりをくれた。所詮、師し匠しようの無明剣に及およばぬまやかしだったな。

ＧＭ：「黙だまれ！　まだ私わたしが敗れたわけではないわ！」すると、今まで隠かくれていたゴウハが現あらわれ、橋を塞ふさぎます。

ナジャール：お、五人衆の残りか！

ＧＭ：さらに「ギョーッ、ギョッギョッギョッ！　かかったな」と、ザバーッと橋の下に潜ひそんでいたザンマが！

シノブ：やはり水の中からザンマ!?（笑）　危なーい、レンヤ！

ＧＭ／ザンマ：「ギョギョギョ、まんまと誘さそい出だされたなぁ、レンヤ！　水中なら敵てきなし、天てん然ねん魚ぎよ人じん流りゆうの秘ひ技ぎを見せてくれる！」

ナジャール：普ふ通つうは水の中に入るとダイスマイナス１個こじゃが、魚には関係ない。

レンヤ：卑ひ怯きようなりヒョウゴ、一対一で戦うことすらできぬ男に堕おちたか！

ＧＭ：「兵法に卑怯も何もあるか。勝てばよいのよ」というわけで戦せん闘とうに。

リオナ：じゃあ、ザンマも「これが実戦の兵法よ。お座ざ敷しき剣けん法ぽうの養よう殖しよく魚ぎよ人じん流りゆうとは違ちがうわぁっ！」と（一同大だい爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：ちょっ!?　なんですかそれ（笑）。

ナジャール：養殖魚人流……。

レンヤ：お座敷剣法って……（笑）。

リオナ：天然があるなら、きっと養殖もあるんじゃないかな～、なんて（笑）。

ＧＭ：ま、まあともかく戦闘ですよ！　レンヤが不利なのは変わらず……。

リオナ：その前に……、ザンマッ！

ＧＭ：「ギョッ？　何だ小こ娘むすめ！」

リオナ：そこで、はらりとベールを取ります。わたしの顔、見えますよね？

ＧＭ：ええ、見えますが……あっ!?

リオナ：そう、呪のろいの効こう果かよ。

ＧＭ：しまった───っ!?（爆笑）

リオナ：これでレンヤへの攻撃より、わたしにエンゲージしようとするはず。

ＧＭ：「ギョッギョッギョッ……はっ、う、美しいっ!?」バカすぎる（大爆笑）。

リオナ：さ、判はん定ていなさい。

ＧＭ：仕方ない、ヒョウゴは特とく徴ちようの〝天上の美〟（＊）を使おう。これでリアクションに＋５がつく！　（ダイスを振ふる）判定は、成功！

レンヤ：データ的にも美形だったのか、ヒョウゴ（笑）。

ＧＭ：ザンマとゴウハの判定を。（それぞれダイスを振る）ザンマは案の定失敗。おっ、ゴウハはクリティカル！

レンヤ：さすが硬こう派はキャラ！

リオナ：失敗したのザンマだけ？　本当にろくでもない呪いねっ（笑）。




　呪いの効果によって、ザンマはリオナへエンゲージしなくてはならない。

　戦闘プランがだいなしである。




ＧＭ：では、レンヤとヒョウゴがひとつのエンゲージ、リオナ、ナジャール、シノブが20メートル離はなれた位置でエンゲージ。ゴウハは橋の前に立って［封ふう鎖さ］、ザンマはヒョウゴとレンヤの５メートルの位置……配置は終しゆう了りよう、戦闘です。




▼第１ラウンド
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ＧＭ：では、セットアッププロセスです。

シノブ：じゃあ、《クイッククリエイト》で、忍にん法ぽう黒刃！

リオナ：《エントリーマカブル》（＊）をシノブに。これで出目に６がひとつでも出ればクリティカルよ。

レンヤ：俺は《パワースマイト》（＊）。ラウンドの最後になれば、《レイジ》（＊）を打うち込こまれることもないだろう。

ナジャール：ワシは理知の宝ほう玉ぎよくを使って【行動値】17じゃ。

ＧＭ：ヒョウゴ、ザンマ、ゴウハはセットアップでは何もしません。では、【行動値】は、ナジャールが一番か。

ナジャール：ワシじゃ、20メートルなら……届とどくな。《マジックサークル》（＊）＋《デイメア》。装そう甲こう無む視しの呪いを、ザンマに。（ダイスを振る）18で命中。

ＧＭ：（ダイスを振る）11、駄だ目め！

ナジャール：ダメージは７Ｄ６＋８！　……よし目がいい、ダメージは37点じゃ。これがシャーマンの術じゆつの力よ。

ＧＭ：37点が直ちよく接せつきたか！

ナジャール：では、身体が焼かれる幻げん影えいを見せてやろう。

レンヤ：このままだとサンマの塩焼きができあがるぞ（笑）。

ＧＭ：「ギョーッ！　し、しかし美しい。と、止まらぬ！　足が止まらぬ！」と、ザンマはリオナしか目に入らず。

ナジャール：ザンマの目がハート形に。

リオナ：いやー、魚類はいやー！（笑）

ＧＭ：では、次。

シノブ：シノブいきまーす！　絶ぜつ対たいに許ゆるさないぞザンマ！

ＧＭ：「えーい、貴様には用はない、リオナ姫ひめを渡わたせ！」

ナジャール：ザンマ、超ちよう見みてない（笑）。

シノブ：では、マイナーアクションで《クイックアクション》使用！　《ウェポンクリエイト》と《フェイドアウェイ》を使います！

ＧＭ：お、どこに移い動どうします？

シノブ：まず、ゴウハにエンゲージ。

ナジャール：ゴウハがワシら後こう衛えいにエンゲージしないように移動したのか。さすがシノブ。

シノブ：メジャーはザンマを《ウェポンシュート》で攻撃！　二本の黒刃が、ヒュルヒュルヒュル～ッと。さらにフェイト１点と《ギフト》。これで一個こでも６が出ればクリティカルに！

リオナ：５Ｄ６なら、きっと出るわ。

シノブ：たあっ！　（ダイスを振る）……出た、クリティカル！

ＧＭ：クリティカルは……ダメ！

シノブ：ダメージが１個増ふえて、ていっ（ダイスを振る）合計41点。

ＧＭ：ザンマの物理防ぼう御ぎよは18点です。

レンヤ：……硬っ！

リオナ：次はわたしね？　《ポーションホルダー》（＊）を使用し、マイナーでＭＰポーション飲んで……（ダイスを振る）うわ、ひどい出目！

ナジャール：さて、レンヤを支し援えんするかシノブを支援するかじゃが？

リオナ：ここはシノブを支援よ。ザンマが攻撃する前に何とかしないと。というわけで、メジャーは《ジョイフルジョイフル》、シノブに。

シノブ：わかった、頑がん張ばってみる。ザンマに《ウェポンクリエイト》＋《ウェポンシュート》！　フェイト１点使っておこう。（ダイスを振る）20！

ＧＭ：その達成値をかわせるのはクリティカルのみ……惜おしい、出目は10！

シノブ：あぶなかった。ということでダメージ……42点。クリティカルしたさっきより、１点大きい（笑）。

ＧＭ：おっ！　それなら生きてますよ。

ナジャール：しまった!?

ＧＭ：では、次はザンマか。喜び勇んでリオナとエンゲージします（笑）。

リオナ：ぎゃー！　来るなー！

ＧＭ：ザンマは水から出て全力移動で終わりです。そのうえスキルは水中戦専せん用よう……陸に揚あげられると何もできなくなってしまった（笑）。

ナジャール：ダメなヤツじゃ。

ＧＭ：次はヒョウゴですね。「貴様が破やぶったのは秘剣のみ。私ではないわ！」と、斬きりかかってきます。《スマッシュ》（＊）＋《バッシュ》（＊）！　（ダイスを振る）……ぐっ、目は16、低い！

レンヤ：んー、16でも回かい避ひは厳きびしい。

ナジャール：出目で11以上必要じゃな。フェイト２点使えば、回避の目はまだあるのう。

レンヤ：だったらカウンター入れた方がいい。《ストライクバック》！　セットアップで《パワースマイト》も使ってるから、ダメージにこれが乗る！

ナジャール：おおー、強ぇー。

レンヤ：（ダイスを振ふり）よし、18！

ＧＭ：双そう方ほうの攻撃が命中ですね。では、ヒョウゴは《ボルテクスアタック》を乗せます。「死ね、レンヤ！」

レンヤ：さあこい！

ＧＭ：ダメージを出します。（ダイスを振る）ちょっといい、合計79点!!

ナジャール：《サモン・アラクネ》で５点止めじゃ。

リオナ：《プロテクション》で19点。

ナジャール：合計24点止める。

レンヤ：物理防御点が12点、合計36点だから……43点受けた。残り39点。

ＧＭ：チッ、ダメージ半はん減げんか!?

レンヤ：では俺のダメージを出そう。（ダイスを振る）合計64点！

ＧＭ：うおお、高い！　52点入った!?　……だが、まだ立っている！

ナジャール：次はゴウハじゃの。

ＧＭ：今ゴウハにエンゲージしてるのは……シノブだけか。《スタンアタック》（＊）と《ハリケーンブロウ》（＊）でシノブの距きよ離りを離はなす！　命中は17！

シノブ：17？　ならかわせる目！

ＧＭ：《ワンツーブロウ》（＊）で振り直す。……低くなった!?（爆笑）

レンヤ：出目は７か（笑）。３Ｄ６振ふって。

ＧＭ：というわけで14になりました。

シノブ：14なら平気。（ダイスを振る）あ、大だい丈じよう夫ぶ。むしろクリティカル。

ＧＭ：やはり、ゴウハには迷まよいが。

シノブ：ゴウハ、殺意がないわ。

ＧＭ：「俺に、お前は殴なぐれん」（笑）

ナジャール：こいついいヤツじゃ（笑）。

ＧＭ：「だが、死してもここは通さん。それがヒョウゴ様との約束！」なんか、しゃべるたびにいいヤツになってしまうゴウハ（笑）。

レンヤ：俺の番か。さてどうする？

シノブ：向こうも《ストライクバック》してきたりして。

レンヤ：そいつは怖こわいが、いくしかない。《スマッシュ》と《バッシュ》で攻撃！（ダイスを振る）命中は16、低いな。

ＧＭ：（ダイスを振る）お、こっちは高い！　……同じく16！　防ふせいだ！

レンヤ：ぬ、腐くさっても兄弟子だな。





（＊）〝天上の美〟　『リインフォース』の追加出自表で、〝容姿端麗〟の特徴として得られる。シナリオ中一回だけリアクションに＋５する。

（＊）《エントリーマカブル》　《ダンスマカブル》をセットアッププロセスに使用するダンサーのスキル。

（＊）《パワースマイト》　行動を遅らせて、ダメージを増やすサムライのスキル。

（＊）《レイジ》　自分が受けているダメージを上乗せして攻撃するサムライのスキル。

（＊）《マジックサークル》　マイナーアクションで魔法の効果を増大させるサモナーのスキル。

（＊）《ポーションホルダー》　マイナーアクションでポーションを使用するアルケミストのスキル。

（＊）《スマッシュ》　マイナーアクションで攻撃力を上げるウォーリアのスキル。

（＊）《バッシュ》　メジャーアクションで攻撃力を上げるウォーリアのスキル。

（＊）《スタンアタック》　対象にマヒを与えるモンクのスキル。

（＊）《ハリケーンブロウ》　対象を吹き飛ばすモンクのスキル。

（＊）《ワンツーブロウ》　命中判定を振り直す一般スキル






▼第２ラウンド
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ＧＭ：２ラウンド目、セットアップです。

ナジャール：【行動値】は、ザンマとゴウハが11、ヒョウゴが８。こっちは、シノブとリオナが先手を取れるのか。

シノブ：《ウェポンクリエイト》。

ナジャール：理知の宝玉でワシの【行動値】17じゃ。

レンヤ：今回は《パワースマイト》はなし、ヒョウゴの先手を取る。

ＧＭ：では、ナジャールから。

ナジャール：ゴウハに《マジックサークル》＋《デイメア》！　命中は18。

ＧＭ：（ダイスを振る）かわせません。

ナジャール：ダメージは32点じゃ。

ＧＭ：このくらいならまだ平気。

シノブ：ザンマに《ディスアピア》からの《ウェポンシュート》！　命中は21！

ＧＭ：「ギョッ!?」クリティカル以外は無理……かわせない。シノブの攻撃が命中です。

シノブ：ダメージは44点。ザンマが進む先に、髪かみの毛けが張はり巡めぐらされる。

ＧＭ：「ギョ───ッ!?」ザンマはその身を切きり刻きざまれ、倒れてしまいます。哀あわれ、刺さし身みに。

シノブ：里のみんな、仇は討うったわ！　手を合わせ、みんなに報ほう告こくします。

リオナ：ありがとうシノブ。これで魚類の恐きよう怖ふから解かい放ほうされたわ（笑）。

ＧＭ：すると、次は？

リオナ：わたしの番よ。レンヤに《ダンスマカブル》（＊）！　お願い、お父様の仇を！




　レンヤに、リオナの想いが届く。

　それは、父を無む惨ざんに斬きり捨すてたヒョウゴを討うちたいという願いであった。




レンヤ：これで次の攻撃で一個でも６が出ればクリティカルか……よし！

ＧＭ：ゴウハがシノブを攻撃します。マイナーで《ヴァイタルフォース》（＊）、そして《ペネトレイトブロウ》（＊）！　命中は15。

シノブ：では、……18でひらりと回避。

ＧＭ：くう～っ！　当たれば12Ｄ６＋11点のダメージだったのに。

シノブ：なにそのダメージ!?

ＧＭ：《豪ごう腕わん》と《ヴァイタルフォース》はそれぞれ５レベルですので。

シノブ：そんなの食らったら死ぬわ！

レンヤ：では、俺の番だ。この一刀で決める。勝負だ、ヒョウゴ！




　レンヤが剣を上じよう段だんに構かまえる。ヒョウゴは、返かえし技わざの構えを取る。同門同士、手の内を知った戦い。お互たがい、何度も稽けい古こした型であった。

　くん──っと、レンヤの刃が風を巻まき、速度を増ます。

　それは、ヒョウゴの返し太刀より疾はやい。

　勝敗は決した……。




レンヤ：（ダイスを振る）よし、６の目が出た！　リオナの《ダンスマカブル》のおかげで、クリティカルだ！

ＧＭ：《ストライクバック》はクリティカルしないと駄目か……ぐっ、駄目！

レンヤ：ダメージは現げん時じ点てんで29＋７Ｄ６。（ダイスを振る）出目は……37！　合計66点。

ＧＭ：なら「バカな……！」とヒョウゴは倒たおれます。

レンヤ：闇月無明剣、おぬしを弱くしたな。

ＧＭ：「……所しよ詮せんは、私など捨すて石いしに過すぎんということか」と、自じ嘲ちようします。

レンヤ：……なんだと!?

ＧＭ：「心してかかるがいい、次の相手は……」と、ヒョウゴはゆらりと崩くずれ、橋から川に落ちてしまいます。

レンヤ：一体どういうことだ……。

ＧＭ：残るはゴウハのみとなりました。

シノブ：ゴウハとは戦いたくない。降こう伏ふくをうながしてみよう。

レンヤ：これ以上、義ぎ理り立だてして戦ってどうする、とかいうのはどうだ？

シノブ：では、そう言います。ゴウハ、あなたたちの戦いは終わったわ。

ＧＭ：「そう、だな……。オレの拳こぶし、もう使う場所、ない」

レンヤ：突とつ然ぜん片かた言ことになった（笑）。

ＧＭ：今まで片言でしゃべるロールプレイの機会がなかったのです。いやまあ、いいヤツになったのは皆さんの発言を拾ったからですが。

シノブ：ゴウハは、きっとどこかの山に帰っていくのね。

リオナ：とりあえず、みんなで回かい復ふくしておきましょう。





（＊）《ダンスマカブル》　対象は判定時、６の目をひとつでも出せばクリティカルとなる。ダンサーのスキル。

（＊）《ヴァイタルフォース》　マイナーアクションで素手の攻撃力を上げるモンクのスキル。

（＊）《ペネレイトブロウ》　物理防御点を無視するモンクのスキル。









◆Climax 02◆秘剣無明剣




　ヒョウゴを倒たおし、先を急ぐ一行。

　だが、ヒョウゴの手には妖刀・落葉はなかった。では、一体落葉はどこに？

　その答えは、すぐにあきらかとなる。

　その前には、東方の甲かつ冑ちゆうに身を包んだサムライが、床しよう几ぎに腰こしを下ろし、待ち受けていた。

　その手にあるのは、妖刀・落葉！




ＧＭ：ではシーンが変わります。

リオナ：なんか、空も不ふ吉きつな暗雲が立ちこめてたりするのね？

ＧＭ：すると陣じん幕まくが張はられ、床几に腰を下ろした甲冑武む者しやが待ってます。

レンヤ：……何者だ？

ＧＭ：鎧よろい武者はゆっくり立ち上がり、刀を抜ぬきます。それはまさしく妖刀・落葉です。

リオナ：何者、名を名乗りなさい！

ＧＭ：すると「来おったな、レンヤよ」

レンヤ：その声、聞き覚えは？

ＧＭ：はい、レンヤにはもちろん聞き覚えのある声です。




　頬ほお当てで顔を隠しているものの、その声、その構かまえを忘わすれようはずもない。

　まさしくそれは──。




レンヤ：……まさか、ジジイか!?

ＧＭ：はい、剣の構えもその声も、まさしくレンヤの師し、ライドウです。

ナジャール：バカな、ライドウが!?

シノブ：でも、レンヤのお師匠ってヒョウゴに殺されたんじゃなかったの？

レンヤ：そのはずだ。ジジイが往おう生じようしたのは、この目でしかと見ている。

ナジャール：ならば、何故なぜこんなところに？　そんな姿すがたで？

レンヤ：ヒョウゴの手に妖刀・落葉がなかったときに胸むな騒さわぎがしたが、まさかこのようなことになるとは……。

ＧＭ：「ククククク、ライドウ一門はここで滅ほろびる！」と甲かん高だかい声が響ひびく。




　甲高い哄こう笑しようが響くとともに、ライドウが構えた刀身に不気味な影かげが映うつる。

　女じよ怪かい、落葉の姿である───。




ＧＭ：妖刀の刀身には、滅ほろびたはずの女怪、落葉の姿が映ります。

レンヤ：……出たな、落葉！

ＧＭ／落葉：「わらわの怨おん念ねんの刃に触ふれた者は、思うがままに操あやつれるのじゃ」

ナジャール：つまり、ライドウは落葉に操られておるのか？

ＧＭ：ヒョウゴに斬られたときに、すでに落葉の瘴気に侵おかされたのです。しかし、もう死んでいるので、ライドウはアンデッドという扱あつかいになります。

ナジャール：貴様、なんということを！

ＧＭ：ちなみに［戦闘不ふ能のう］になると落葉に操られてしまいますので、お気をつけを。

リオナ：それ、かなりまずいわ！

レンヤ：うっかり斬られると操られてしまうのか……。

ＧＭ／落葉：「すべては思おも惑わく通り！　わらわを殺したライドウに報むくいを与あたえ、ディラン伯は滅びた。あとひとつは、おぬしを貫つらぬくのみ！」と、ナジャールに。
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ナジャール：ワシのこと、忘わすれてなかったのっ!?（笑）

ＧＭ：そりゃ、一六年の怨念ですから。

ナジャール：じゃが貴様の呪いはかなわぬ。ライドウの遺い志しを、その太刀を継けい承しようした者がここにおるからな！

レンヤ：しかし、俺にライドウの無明剣を破れるかどうか……。ヒョウゴが使った闇月無明剣はまやかしの技だったが、こっちは本物だからな。

ナジャール：いや、おぬしならできる。一六年前のライドウとおぬし……同じものを感じる。

レンヤ：……できるか、俺に？

ナジャール：できる！　それにおぬしはひとりではない。ディランの娘むすめとライドウの弟子、それにワシ。あとシノブがいれば……。

シノブ：あたしはオマケ!?（笑）

ナジャール：いやいや、ワシら暁あかつきの騎き士し団だん四人衆じゃよ（笑）。

シノブ：はっ！　そうだ。あたしは暁の騎士団四人衆（笑）。

レンヤ：残念だが、今の俺には師匠の無明剣、破やぶれそうにない。だが、命に代えても隙すきを作ってみせる。その隙に、今度こそジジイの魂たましいを冥めい土どに送ってやってくれ。

リオナ：自分が犠ぎ牲せいになるなんてらしくないわよ。四人でエルーランまで行くんだから！

ＧＭ：「クククク、健気よのう」と笑う。そしてリオナに「美しく育ったのう。新しい身体としては十分じゃ」

リオナ：どういうこと？

ＧＭ／落葉：「その若わかい身体をもらい受け、わらわは復ふつ活かつするのじゃ！」

リオナ：わたしの身体を!?

レンヤ：そういう企たくらみだったのか！

ＧＭ／落葉：「クックックッ……この世ならざる魔ま性しようの美、すべては新しきわらわの身体としての宿命なのじゃ」

ナジャール：そうか、それでリオナにあのような呪いをかけたんじゃな。

シノブ：こいつ、結けつ構こう計算高い。

ＧＭ／落葉：「そしてその身を使い、思うがままに戦せん乱らんを起こしてくれる！　そなたたちも見てきたであろう、その身体を求めて争い合うさまを」

レンヤ：たしかに、戦が起こっても不思議じゃない勢いきおいだった。

ナジャール：まさに魔性の美じゃな……。

リオナ：でもキモいの限げん定ていじゃない！　サンマだったり落ち着きのない貴き族ぞくだったり！（笑）そのうえ身体を寄よこせなんて……。

ＧＭ：魔性の呪いですから（笑）。

レンヤ：だが、これでますます放っておけなくなったな。

ＧＭ：「さあライドウ！　こやつらを斬ってしまえ！」と言うと、甲冑姿のライドウが「……この世のすべてのモノを、斬る！」と構える。

レンヤ：ジジイ……いや、師匠。迷まようて出られましたな。不ふ肖しようの弟子が、その悪い夢ゆめから覚まして進ぜましょう。

ＧＭ：では戦闘に移うつります。妖刀・落葉とライドウはふたり一組として扱います。そういうスキルを持っているので。

レンヤ：それは強そうだな、確たしかに。

シノブ：落葉は行動済？

ＧＭ：落葉とライドウを狙ねらうのとでは、微び妙みように違ったりします。

リオナ：刀に【ＨＰ】があるのね。

シノブ：ライドウがウォーリアだったら、落葉を狙ったとき《カバーリング》してくる可か能のう性せいもあると。

ナジャール：で、実はどっちを狙っても命中の難なん易い度どはかわらない。

ＧＭ：距離は10メートル。皆同じエンゲージでよろしいかと思います。

レンヤ：了りよう解かいした。

ＧＭ：では、戦闘の開始となります。




▼第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：セットアップです。ちなみにライドウの【行動値】は12です。

シノブ：あたしから？　《クイッククリエイト》を12点使って忍法黒刃。

リオナ：《ヘイスト》をレンヤに。ライドウの先手を取れれば。

ナジャール：先手を取られて《ブランディッシュ》されると全員死ねそうじゃ。

レンヤ：今回《パワースマイト》はなし。【行動値】は、12さえ超えればライドウの先手を取れる。

ナジャール：極きよく端たんな話１ゾロでも先手は取れるのじゃ（笑）。

リオナ：（ダイスを振る）……４（笑）。

ナジャール：１ゾロでもいいからって、１、１、２とは（笑）。

シノブ：気合いを入れずに振るから。

リオナ：わ、わざとじゃないのよ。

ＧＭ：ライドウは、セットアップでオリジナルのエネミースキル《笹ささ隠がくれの構え》を。

[image: ]

ナジャール：なんか構えを取った！

ＧＭ：左手を先に突つき出だし、刀身を背せに背せ負おうような構えです。これで行動済に。

ナジャール：行動済になる!?

シノブ：突つきだした左手に気を取らせて右手で斬る、そういう構え？

レンヤ：香取神道流（＊）の構えだ。介者剣法（＊）独どく特とくのな。

ナジャール：理知の宝玉で先手じゃ。

ＧＭ：はい、ナジャールから。

ナジャール：ワシはライドウといつものコンボで妖刀・落葉を呪のろう。フェイトも使おう。

ＧＭ：（ダイスを振る）……ファンブル！　ライドウがファンブりました。落葉も受けてしまいます。

ナジャール：これから、スキルを使うたびに８点のＨＰダメージじゃ。

ＧＭ：おおお……地味に痛ぇ。

ナジャール：一いち応おう使っておこう。

ＧＭ：次はシノブです。

シノブ：二本の忍法黒刃が一本になり、シュルシュルと風を切って飛んでいく。えーと、やっぱり刀の方を狙ってみます。

ＧＭ：ではどうぞ。

シノブ：たぁぁー！（ダイスを振る）　……ショボい、出目が５。

ナジャール：フェイトを１点使って振り直してもよさそうじゃな。

シノブ：じゃあ振り直します。

ＧＭ：実はこっちもあんまりよくない。

シノブ：（ダイスを振る）あ、さっきよりはよくなった！

ＧＭ：しかし！　ライドウは《リフレクション》（＊）によって黒刃を弾はじき返かえせるのです。

シノブ：そうか、落葉に向かって攻撃すると、ライドウがリアクションくるんだった。

ナジャール：黒刃を切きり裂さきながら、その衝しよう撃げき波はが飛んでくるって感じか。

ＧＭ：では、衝撃波を避さけてください。

シノブ：（ダイスを振る）かわせません。

ＧＭ：さらに《豪腕》８レベル！　ダメージのダイスに＋８Ｄ！

ナジャール：うっそー!?（笑）

ＧＭ：ダメージは48点！

リオナ：危あぶない、シノブ！《プロテクション》で24点止めるわ。

シノブ：うん、こっちの防ぼう御ぎよ力りよくは25点あるからそれで大丈夫。

一同：硬っ!!




　シノブは物理防御が10点あるうえ、さらに短剣で受けて防御力を上昇させる《ナイフパリィ》の効果によって15点を追加できるのである。




ナジャール：髪かみと《プロテクション》の壁かべで受けきるって感じじゃな。

シノブ：攻撃一いつ辺ぺん倒とうのバカだと思わないでもらいたい、とりあえず（笑）。

ＧＭ：では、続いてレンヤ。

レンヤ：エンゲージして殴なぐるしかないが、あのリアクションはどうなんだ？

ＧＭ：先に言いますが《笹隠れの構え》の効果は１ラウンドに一回です。

レンヤ：ならマイナーアクションで移動、ライドウと妖刀ごと薙なぎ払はらう！

ＧＭ：では、それをライドウが《ストライクバック》で反はん撃げき！

レンヤ：そうか、そっちがあったか！

ＧＭ：（ニヤリ）かかりましたね。お互い、攻撃は命中です。

レンヤ：ダメージの振ふり合あいか。（ダイスを振る）こっちは50点だ！

ナジャール：おおっ、レンヤのダイス目は輝かがやいておる（笑）。

ＧＭ：ではこちらも振ります。フッフッフッ、ダイスは一一個も振ふれるのですよ。

リオナ：やっぱりいっぱい振るわね。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は……22ぃ？　一一個振って？　平へい均きん２って。

ナジャール：逆ぎやくにＧＭはダメじゃ（笑）。

ＧＭ：落葉が「どうしたライドウ、まだ師し弟ていの情じようを感じておるのか！」と。

リオナ：《プロテクション》をレンヤに。

ナジャール：一応《サモン・アラクネ》も使っておこう。

レンヤ：ふたりが合計25点減げん少しようさせてくれたから……抜ぬけてくるのは５点か。

ＧＭ：たった５点とは……。しかし、《スキルマスター：サムライ》５レベルがあるので、本番はこれからですよ。

ナジャール：うえぇ!?　ヤバい、それはヤバいのじゃ！

リオナ：《スキルマスター》って？

ナジャール：指定したクラスのスキルをみんな取れるんじゃ。サムライだと《レイジ》が５発ある。愕然とした（笑）。

リオナ：それはなんとかしないと！　ともかく《ダンスマカブル》をシノブに。





（＊）香取神道流　日本に伝わる古流武術。

（＊）介者剣法　甲冑の装備を前提とした剣術のこと。甲冑をまとった際の剣の構え方や鎧の隙間を狙う技法がある。

（＊）《リフレクション》　射撃攻撃を白兵攻撃の命中判定で弾き返すサムライのスキル。






▼第２ラウンド
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ＧＭ：では、セットアッププロセスです。

シノブ：黒刃を作ります！。

ＧＭ：ライドウは構えを解といて積せつ極きよく策さくで行くことにしましょう。

リオナ：レンヤに《エントリーマカブル》。ここで決めてもらいましょう！

レンヤ：今回は力を溜ためるため、行動を遅おくらせよう。

ナジャール：ライドウが構えを解いたので理知の宝玉を使用し、先手を取る。

ＧＭ：では、ナジャールから。

ナジャール：《ディフレクション》（＊）が怖いが……持てる最大の力を注そそぎ込こんで、ライドウを呪いで攻撃じゃ。

レンヤ：高い目だ、これは打ち返せまい。

ナジャール：しかし、ライドウのクリティカルが怖い。呪いの力でダイスを一個減へらすぞ。

ＧＭ：さすがにそれは跳はね返かえせません。

ナジャール：ならば《マジックフォージ》！　48点のＨＰダメージ！

ＧＭ：ぐ……。これでライドウは合計90点食らいましたが、まだまだです。

ナジャール：みたか、この日のために一六年間貯めておいた魔ま術じゆつ具の数々！　すべての借金はこのためじゃ！

一同：なんだって───!?（爆笑）

ナジャール：……ただ、ちょっと賭かけ事ごとで減へっちゃって、本来ならこの五倍くらいのダメージが出るはずだったんじゃが（笑）。

一同：おいっ!!（爆笑）

レンヤ：今、がっくりきたぞ（笑）。

リオナ：やっぱり、いざというときはお金が必要なのね。




　いや、そうじゃないと思う。




シノブ：じゃ次、あたし。ライドウからしゅたっと離はなれて黒刃で攻撃！

レンヤ：どっちに撃うち込こみます？

シノブ：じゃあ、ライドウの方に。フェイトを１点使って（ダイスを振る）……ダイス三個のクリティカル!!

ＧＭ：く、それは弾はじけない！

シノブ：《ブルズアイ》を使います。……ダメージは合計して82点！

ＧＭ：82点？　それは痛いたい！　しかし、これを待っていた！

レンヤ：待っていた？　あっ、そうか！

ＧＭ：ライドウの行動です。マイナーアクションで《レイジ》を宣言！　これで、今まで食らっているダメージを攻撃力に上乗せできる！

ナジャール：ついに、このときが来てしまったか……。ちなみに、ダメージはどのくらい出そうなんじゃ？

ＧＭ：今は……合計[image: ]点食らってるんで、これが上乗せされます（笑）。

レンヤ：さすがにそれは死ぬ！

ＧＭ：（サムライのスキルのページを見ながら）メジャーは何をしますかねえ……おおっ、《アウトストリップ》が使える。軌き道どうを読ませない攻撃、これぞ無明剣って感じで！

レンヤ：《アウトストリップ》の効果は、リアクションのダイスマイナス１個か！

ＧＭ：では、命中の判定をします。（ダイスを振る）……くっ、惜しい！

レンヤ：危ない、クリティカルしたかと思った。

ＧＭ：達成値は28です。

レンヤ：さて、どうするか……？

シノブ：ここでレンヤが《ストライクバック》を使ってしまうと、その反撃に《ダンスマカブル》の効果が乗っちゃうのね？

ナジャール：ここで《ストライクバック》をせず、次のメジャーアクションで全力で攻撃するという手もある。そういうジレンマじゃな。

レンヤ：《ストライクバック》！　「武ぶ士し道どうとは死ぬことと見つけたり」覚かく悟ごを決める!!

ＧＭ：おお、ここで武士道の極意が！　では、ライドウとレンヤのものすごい一いち撃げきと一撃が交差する!!

レンヤ：ダイスはマイナス一個されるが……いろいろつぎこんで四個振れる！

ＧＭ：では、勝負ですね。

レンヤ：行くぞ！　６が一個でも出れば（ダイスを振る）く……出ねえ！

ＧＭ：なら、こっちの反撃ですね。

レンヤ：いや、フェイトを１点使って振り直す！　……よし、６！　出た！




　キイ──────ンッ!!

　師匠と弟子、ライドウとレンヤ。

　ふたりの斬ざん撃げきが交差する。

　生に執しゆう着ちやくすれば未練が残る。未練が残れば覚悟が鈍にぶる。覚悟が鈍れば剣も鈍る……。

　だが、死ぬと覚悟を決め、一切の雑ざつ念ねんを捨すてたとき、光明が見える。

　両者の剣は、風を超え、音を超え……雲うん燿ようの域いきへと達した。

　これぞ秘剣、無明剣──。

　無明剣とは、相手を無明に陥おとしいれる技にあらず。

　迷いを捨すてることで、無明の闇より出でるための技である。




ＧＭ：ライドウのダメージを出します。──合計[image: ]点がレンヤに（笑）。

ナジャール：げええっ!!

レンヤ：それは三回くらい死ねる!?

ＧＭ：では、レンヤのダメージをどうぞ。

レンヤ：《ボルテクスアタック》を使おう。ここは使ってもいい場面だ。

リオナ：その攻撃に《ディスコード》も乗せるわ。ダメージにダイスを八個足して！

レンヤ：（ダイスを振る）……よし、ダメージは合計86点！　わが師ライドウよ！　これが俺なりに見つけた無明剣の極意だっ!!




　交こう錯さくした両者の刃──。

　一瞬の静せい寂じやくののち。

　ゆらりと……一方の体が崩くずれた。




ＧＭ：ライドウは総そう計けい[image: ]点のダメージを受けました。ゆらりと体が崩れたかと思うと、そのまま地に倒れます！

ナジャール：やったか!?

シノブ：でも、まずいんじゃない？

レンヤ：シノブのいうとおりだ。このままだと、俺も倒れてしまう。俺は、落葉に操られてしまうのか……？

ナジャール：ならばレンヤに《ガーディアン》（＊）じゃ！　ダメージはすべて無む効こうにする。ファミリアのあやしい影がライドウの剣を止める！

ＧＭ：おお、例のなんかよくわからない影がこんなところで活かつ躍やくしている!?

リオナ：ほっ……。（←安あん堵どのため息）

ＧＭ：ではライドウは「見事だ……。体得したか、無明剣……！」と（笑）。

レンヤ：え？　今のが無明剣なのか!?

ＧＭ：実は、無明剣についてシナリオでは何も用意してなかったりします（笑）。

レンヤ：……は？

リオナ：そういえば、無明剣がどうの言いだしたのって、レンヤのプレイヤーだっけ？

レンヤ：ああっ、そうだった！（笑）

ＧＭ：そんなわけで、無明剣がどんな技かはＧＭも知りません（笑）。

ナジャール：そりゃ謎なぞの技になるはずじゃな、無明剣（笑）。

ＧＭ：ライドウを破ったことですし、レンヤなりの無明剣の極意を見つけたいところですね。

レンヤ：……う～ん、どうするか。




　考え始めるレンヤのプレイヤー。

　だが、間を置かずに答えは出た。




レンヤ：……わかった！　迷いのない一撃こそが、無明剣の極意だ！

ＧＭ：ほう！　その心は！

レンヤ：覚悟を決め、一切の迷いのない一撃は避さける間すらない。……無明剣とは相手を無明に堕おとす技にあらず。みずからの迷いを捨て、無明より脱だつする技なり!!

一同：おおおおお～っ!!（拍はく手しゆ）

ナジャール：さすが！

シノブ：まさに剣けん豪ごうの答え！

リオナ：いや、すごい。

ＧＭ：すると師匠の表ひよう情じようが、すうーっと安らかなものになっていきます。

レンヤ：師匠……成じよう仏ぶつなされよ。




　操っていたライドウが倒たおれると、妖刀はひとりでに動き出した。

　すると、鬼おにの形相をした落葉の幻影が浮うかび上あがった。




ＧＭ：しかし、まだ敵は残っています。「おのれ！」と浮き上がる妖刀・落葉。

シノブ：刀が浮うかんでいる！　こっちの方が残ってた。

ＧＭ：「……おぬしらの身体を突つき刺さし、ライドウのように操ってくれる！」

レンヤ：気をつけないとな。

リオナ：次はわたし？　なら、ＭＰポーションを飲んで回復したあと、《ダンスマカブル》でレンヤを支援するわ。

レンヤ：妖刀・落葉の行動は？

ＧＭ：クリンナップまでこのままです。

レンヤ：では攻撃しよう。妖刀滅ぶべし！　と言ってへし折る。ピキーン！

ＧＭ：そこで「太刀を折る技があるのですか、師匠？」みたいな話を思い出したりするわけですかね？

レンヤ：ああ、いいなそれ。フェイトを使って四個で判定しよう。（ダイスを振る）　……う、ダメだ！

シノブ：振り直す？

ナジャール：振り直すと、フェイトの分は消えてしまうがのう。

レンヤ：振り直そう。クリティカルしないと厳しいだろうからな。……（ダイスを振る）よし、６が出た!!

ナジャール：同時に妖刀・落葉を呪いでしばり、ダイスを一個減らす。

ＧＭ：（ダイスを振る）クリティカルは出ないので、反撃できません。

レンヤ：ダメージ65点！

ＧＭ：ぐわ、結構食らってしまった！

リオナ：よし、いい調子よ。

シノブ：あとはこの妖刀さえ倒たおせば。

ナジャール：これでこのラウンドは全員行動済じゃ。

ＧＭ：なら、このラウンドは終了です。





（＊）《ディフレクション》　魔法を白兵攻撃の命中判定で弾き返すサムライのスキル。

（＊）《ガーディアン》　シナリオ中一回、対称が受けたダメージを０にするサモナーのスキル。






▼第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では３ラウンド目のセットアップとなります。

レンヤ：《パワースマイト》を宣言。

リオナ：レンヤに《エントリーマカブル》。一個でも６を出せばクリティカル。

ＧＭ：妖刀はレンヤを攻撃対象！

レンヤ：俺にか？　わかった。

ＧＭ：ぶんっ！　浮き上がっていた妖刀はレンヤに斬きりかかります。

レンヤ：くっ、斬り返せない！

ＧＭ：ダメージは59点！

ナジャール：……59点か。《レイジ》のために減へらさない方がよいな。

レンヤ：このくらいなら大丈夫だ。

ＧＭ：ダメージ適てき応おうでよいですね？

レンヤ：ああ、構かまわない。

ＧＭ：かかった！　《エンカレッジ》（＊）を使用!!　返す刀で攻撃！

レンヤ：なにっ!?

ナジャール：まずいぞ！　さっき《プロテクション》せんかったから……。

レンヤ：ダメージによっては、落ちる！

シノブ：大丈夫！　ここで《インタラプト》を使ってスキルを打ち消す！　いつの間にか妖刀・落葉に絡からみついていた髪の毛が寸すん前ぜんで止める！

レンヤ：ふう……助かった。

リオナ：さすがはシノブ。

シノブ：次はあたしなんだけど……もう【ＭＰ】が足りない。

リオナ：じゃあ《祝福》を使いましょう。これで全員の【ＭＰ】が全ぜん快かいよ。

シノブ：それなら忍法黒刃が使えるわー！　さらに《ホーミングヒット》（＊）！　リアクションは不能よ！

レンヤ：おおーっ、やるじゃないか！

シノブ：さっきから髪の毛がからんでいたのよ！　もう逃にげられまい！

ＧＭ／落葉：「ば、バカな！　このような小娘にたばかられるとは……」

シノブ：（ダイスを振る）ダメージは45点。

ＧＭ：ま、まだまだ！

ナジャール：さすがにしぶといのう。

ＧＭ：ラスボスですからね。

リオナ：レンヤ、お願い。この連れん鎖さを断たち切きって！　と応おう援えんします。次の判定、一個でも６が出ればクリティカルよ。

レンヤ：その願い、聞き遂とげよう。

ナジャール：その間に《オブストラクション》で呪のろっておこう。じわじわとくるはずじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振り）……駄目です、リアクションできません。

レンヤ：次は俺か？《レイジ》を使用して最大の攻撃を放つ。６が一個でも出ればクリティカルだが……くっ、出ない!?

ＧＭ：どうします？

レンヤ：最後のフェイト１点で振り直す。（ダイスを振る）……来た!!

ＧＭ：こっちも切り返します!!

レンヤ＆ＧＭ：勝負！

ＧＭ：（ダイスを振る）クリティカル！

一同：あああああああ───っ!?

レンヤ：……出た！　出てしまった！

ＧＭ：クリティカル!?　ここで振ってしまう自分が怖い（笑）。では、レンヤのダメージから出してください。

レンヤ：（ダイスを振る）合計[image: ]点！

ＧＭ：さすがに砕くだけます。「……だが、わらわだけでは死なぬぞぇぇぇっ!!」

レンヤ：問題は落葉のダメージだな。

ＧＭ：《ボルテクスアタック》を宣言！　ダメージのダイスは二二個振ふれます！

シノブ：まさか、それ持ってたの!?

ＧＭ：（ダイスを振る）しかし目がよくない……ダメージは91点です。

シノブ：よくないって言ってもかなり大きい!?

レンヤ：これ、大丈夫か？

ナジャール：計算すると……57点削けずらないと、レンヤは操られてしまう!?

ＧＭ／落葉：「ホホホ！　次はライドウの弟子の身体をいただこうか！」

リオナ：《プロテクション》と《サモン・アラクネ》でそれだけ削けずるのは、無理かも……。

ナジャール：いや、まだ《蘇そ生せい》が残っておる。ダメージを食らう前に【ＨＰ】を全快させれば、大丈夫なはずじゃ！

リオナ：《蘇生》なら、レンヤがダメージを受ける前に宣言できるわ！

レンヤ：つまり、俺が【ＨＰ】75点まで回復したのち、俺は79点食らうことになるから……。

ナジャール：《プロテクション》で５点以上止めることができれば、レンヤは助かる！

リオナ：レンヤは連れて行かせないわっ！　《プロテクション》で22点！

ナジャール：おお！　高い目じゃ。

ＧＭ：ここで愛の力が（笑）。

レンヤ：食らうのは、57点！　【ＨＰ】は16点残る。心しん臓ぞうまで皮一いち枚まいで止まる！

リオナ：あんたには、もうちょっと働いてもらわなきゃ困こまるのよっ！（笑）

レンヤ：やれやれ……おちおち寝ねてもいられないのか。




　レンヤの心臓目め掛がけて、矢のように飛とび込こんでくる、妖刀・落葉。

　キン──────ッと。

　かすかに澄すんだ鉄の音が鳴った。

　一ひと呼こ吸きゆうの間ののち、落葉はその刀身の真ん中から見事に断たたれていた。

　これぞ降魔の一刀。稀き代たいの妖刀の最期であった。




ＧＭ：では、パキーンと剣は切せつ断だんされ「あああああ～っ！　口惜しや～っ!!」魔族・落葉の怨おん霊りようが消えていきます。

ナジャール：やった！

レンヤ：……終わったか。

リオナ：終わったみたいね。

ＧＭ：折れた刀から、みるみる瘴気が消えていきます。

レンヤ：……これで、もう落葉の呪いが誰だれかを苦しめることはないのか？

ＧＭ：ええ、落葉は滅ほろびましたから。

ナジャール：……ふう～。これで、ワシが貫つらぬかれるという呪いが実じつ現げんすることはなくなったわけじゃな？

ＧＭ：そうですね、刀は折れましたし。

レンヤ：ところで、リオナの呪いは？

ＧＭ：魔族・落葉の魂が滅びたことで、リオナの呪いも解とけます。呪いを持続させる大本がなくなりましたので。

ナジャール：おお、リオナの身から魔性が消えていくようじゃ。

リオナ：ああ、これでようやく人ひと並なみの暮くらしが……。




　リオナが物心ついたときから仮か面めんを被かぶせられ、暗い塔とうで暮らしてきたのもこの落葉の呪いゆえであった。

　その呪いも、今日で終わる───。




レンヤ：そうか、そいつはよかった。

ＧＭ：レンヤの一刀が、すべての元げん凶きようを断ったわけです。

シノブ：キョロッキョロッとあたりを見て……やっつけたの？　やっつけたの？（笑）。

ＧＭ：シノブ、おいしいキャラだ（笑）。

レンヤ：ともかく俺たちは勝ったんだ。

ナジャール：我われら暁の騎士団四人衆！　くるっと回って決めポーズ（笑）。

シノブ：それはもういいの！

ナジャール：おぬしが言うのかーっ！（一同爆笑）

レンヤ：その様子を見た俺は、思わず声を上げて笑ってしまうんだな。

リオナ：では、わたしも安堵とともに……。




　その様子にレンヤとリオナは笑った。

　ナジャールとシノブもつられて笑う。

　一六年前に放たれた落葉の呪いはすべて解とかれ、皆が笑顔を取とり戻もどした。





（＊）《エンカレッジ》　行動済みでも対象にメインプロセスを行なわせるダンサーのスキル。

（＊）《ホーミングヒット》　敵の動きを捉え、対象のリアクションを封じるニンジャのスキル。









ENDING PHASE







◆Ending 01◆謁えつ見けん




　エルーラン王都ログレスにある王城、銀ぎん嶺れい城じよう───。

　リオナは国王エル十三世に謁見する。

　大おお勢ぜいの宮きゆう廷てい貴き族ぞくが見守っているが、もうリオナに呪のろいの影えい響きようはない。安心して人の前に立つことができる。これで、父デュラン伯の無念も晴れるのだ。




ＧＭ：というわけで、リオナたちは王都ログレスの銀嶺城にやってきました。大勢の宮廷貴族が見守る中、リオナはエルーラン国王エル十三世に謁見しています。

[image: ]

リオナ：わたしの呪いは大だい丈じよう夫ぶなの？

ＧＭ：あなたを見ても誰だれも我われを忘わすれるようなことはありません。

レンヤ：ここはリオナに任まかせて、俺おれは近くに控ひかえていよう。

リオナ：では、国王にお父様から受け取った手紙をお渡わたしします。陛下、わが父デュラン伯爵が調査しました報告が書かれている手紙です。どうかご覧になってください。




　リオナは、フォスター伯が企んだ陰謀の証拠となる手紙を奏上した。

　国王がそれを受け取ると、列席していたフォスター伯の顔色がみるみる青ざめていった。




ＧＭ：横にいたフォスター伯が「な、なりませぬ陛下！　このような小こ娘むすめのことなど信じては！」とオロオロと。

シノブ：小者振ぶりが板についてる（笑）。

ＧＭ：国王は興きよう味みなさそうなんですが、とりあえず受け取って一読します。で、横に控えているルーファス・ラーケーシュに手紙を渡します。
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リオナ：どういうひと？

ＧＭ：近衛騎士団である円えん卓たくの騎き士し団長です。デュラン伯ともきっと知り合いでしょうね。

ナジャール：デュラン伯、円卓の騎士だしのう。

ＧＭ：国王が国こく政せいに興味を示しめしてないので、彼かれが代わりにいろいろと任まかされてるわけです。

リオナ：ああ、なるほどね。

ＧＭ：国王は「後はそちに任まかせる」と、ルーファスに言って退たい席せきします。

リオナ：国王陛下、下がっちゃうの？

ＧＭ：今度はルーファスが手紙を読み「……フォスター伯、どうやらゆっくりお話しをする必要がありそうですな」と。

シノブ：やった！　正せい義ぎは勝つ！

ＧＭ：フォスター伯は両りよう腕うでを兵士に押おさえられ、「ま、待ってくれえっ!?　離はなせ、これは何かの陰謀だ！」と（爆ばく笑しよう）。

ナジャール：まずい、こいつ最後の最後で一気にキャラ立ててきおった（笑）。

レンヤ：何が陰謀だー、だ（笑）。

リオナ：往おう生じよう際ぎわが悪いわ、本当に。

ＧＭ：「陛下ー、私わたしの話をっ！　最後まで話を聞いてくれぇーっ!?」とか言いながら連れて行かれてしまいます。




　フォスター伯の陰謀は露ろ見けんした。

　衛えい兵へいに脇わきを固められ、謁見の間から連れ出されていく。最後まで、往生際悪く無実を叫さけんだものの、もはや誰も聞く耳を持たなかった。




シノブ：バターン！　と扉とびらが閉しまる。

リオナ：……これで、お父様の疑いも晴れたわ、と目の端はしに涙なみだをためて。

ＧＭ：ルーファスが「姫ひめよ、大変でしたな。これであなたの領りよう地ちも戻もどるでしょう」

リオナ：ありがとうございます。

ＧＭ／ルーファス：「フォスター伯は、これまで大勢の軍ぐん勢ぜいや凄すご腕うでの傭よう兵へいを差し向けたといいます。よくご無事で」

リオナ：ええ。さるお方が、わたしをずっと守ってくれましたから。

ＧＭ／ルーファス：「いや、そのお方はさぞ名のある騎士なのでしょうな」

リオナ：騎士とは少し違ちがいますけどね、と小さな声で呟つぶやいておきます。

ナジャール：サムライじゃからな。

ＧＭ／ルーファス：「ともかく、これでフォスター伯の陰謀も阻そ止しされました。もし、望む物がおありなら何なりと仰おつしやっていただきたい」

リオナ：褒ほう美びが出るってこと？

ＧＭ：まあ、そういうことです。

リオナ：ええ、それでは……。と言いかけたところでシーンを切ってもらっていいですか？　ちょっと、考えておきますから。

ＧＭ：お、わかりました。では、このシーンはこれで終了です。







◆Ending 02◆懲こりない老人




　フォスター伯の陰謀を暴あばいた一行は、報ほう酬しゆうが与あたえられることになった。

　もちろん、ナジャールもそれにありつける。ひさしぶりのまとまった金だ。

　しかし、ナジャールの背はい後ごには黒服の男たちが迫せまっていた……。




ＧＭ：では、ナジャールのエンディングなんですが、どうします？

ナジャール：リオナのシーンで出てきた報酬の話を聞いて「報酬!?」と、色めき立つワシ。

リオナ：相変わらずね（笑）。

ナジャール：で、満足して報ほう酬しゆう額がくを計算していると、後ろに賞金稼かせぎたちが。

レンヤ：ああ、ナジャールにふんだくられた悪あく徳とく商人の手下か（笑）。

ＧＭ：「とうとう見つけたぜ、ナジャール・コジャール！」

ナジャール：やれやれ、しつこい連中じゃわい。

レンヤ：あの様子から見ると、ずいぶん手ひどくやったようじゃないか。

ナジャール：ヤツらがやったことに比くらべればワシなどまだまだじゃ。

レンヤ：じいさんが言うくらいだから、とんでもない悪あく党とうに違ちがいない（笑）。

ナジャール：さて、ワシはそろそろ退たい散さんしよう。ではな、リオナ。

リオナ：ええ、ほとぼりが冷めたらわたしの城にいらしてください。




　ナジャール・コジャールは、あわただしく去っていった。

「ちくしょう、どこ行きやがった！　まったく逃にげ足あしの速いジジイめ！」

　賞金稼ぎは毒づきながら追っていく。その様子に、一同は思わずふき出した。




ＧＭ：……ナジャールは物ぶつ騒そうな男たちに追われ、ふたたび逃とう亡ぼう生活へと戻もどっていく、と（笑）。

レンヤ：（賞金稼ぎになって）「今、このくらいのちっこいジジイが逃にげてこなかったか？」と聞いたりするんだな。

リオナ：そいつらにはナジャールが逃にげたのと全然違ちがう方向を指差すわ（笑）。

シノブ：白々しく口笛吹ふきながらな（笑）。

ＧＭ：すると賞金稼ぎたちも「おい！　あっちらしいぞ！」と駆かけていく（笑）。

レンヤ：俺たちは、それを笑いながら見送っているわけだな。

ナジャール：じゃ。ワシは最後に振ふり返かえって、ニカッと笑ってひと言。

ＧＭ：ほう、ではひと言どうぞ。

ナジャール：ワシ、こんなことではまだまだ懲りないもんね～。

レンヤ：最後までそんなんかよ（笑）。







◆Ending 03◆さらば暁あかつきの騎き士し団だん四人衆しゆう




　目的を果たした〝暁の騎士団〟の面々。

　これからどうしたものだろう？

　シノブは、新たな決意をしていた。




リオナ：ナジャールが去った後かな？

レンヤ：それにしても、最後まで騒さわがしいじいさんだった。

リオナ：でも、これですべては解かい決けつしたわ。あなたたちのおかげよ。

レンヤ：そうか、終わったか。

シノブ：レンヤはどうするの？

レンヤ：俺は国へ帰ってもいいんだが、まだ無明剣けんも体得したとはいえんし……。やり残しがある気がする。

シノブ：……そうなんだ。でも、誤ご解かいして悪かったね。身に覚えのないことで殺そうとしてごめん。

レンヤ：そういう意味では、まったく身に覚えがないともいえんのでな。

シノブ：ええーっ!!　じゃ、どこかの里を滅ほろぼしたりしたの？（笑）

レンヤ：いやいや、そうではない（笑）。剣けん士しという物は、おのれの身に恥はじぬ生き方をしても、どこかで恨うらみを買ってしまうものだ。

シノブ：ああ、そういう意味ね。

レンヤ：ところでシノブ、おぬしはどうする？　天てん涯がい孤こ独どくの身なんだろう？

シノブ：あたしは……騙だまされたとはいえ落葉五人衆として悪いこともしちゃったし。お詫わびの旅に出ようかと思う。

リオナ：シノブは落葉五人衆が悪いことしてるって知らなかったんでしょ？

シノブ：それでも、ずっと信じてたわけだし。

レンヤ：そうか。それはいい思いつきかも知れんな。

リオナ：あなたはどうするつもり？　と、レンヤを少し心配そうに見て。

レンヤ：俺は、そうだな……。

シノブ：じゃあ、ふたりがそう言っているうちにもう駆かけ出だしています。

リオナ：……え？

シノブ：じゃ、さよなら！　と、たたたたーっと走っていって。

リオナ：もう行ってしまうの？

レンヤ：ずいぶんとあっさりだな。

シノブ：長々とお別れすると、思わず泣いてしまいそうになるので。

リオナ：シノブ……。

ナジャール：泣かせる話じゃ。

レンヤ：……シノブ、いい子だな。

シノブ：じゃあねーと手を振ふって。




　シノブは軽やかに駆けていった。

　最後に一度だけ振ふり向むいて、大きく手を振った。そのとき見せた笑顔は、今までの中で一番の笑顔だった。

　レンヤとリオナは、その姿すがたが見えなくなるまで、ずっと見送るのだった。




リオナ：じゃあ、シノブの姿が見えなくなるまで見送っていましょう。

レンヤ：うむ、健気な少女であった。

シノブ：もし、また何かあったら、〝暁の騎士団四人衆〟として見参するから、そのときはよろしく（笑）。

レンヤ：あくまでも四人衆か（笑）。

ＧＭ：では、名残尽つきるまでシノブを見送るふたりであった、みたいな感じでシーンを終了しましょうか。







◆Ending 04◆アケボシ・レンヤよ何処どこへ行く




　事を成し遂げ、そして夜が白み始めた頃ころ──。

　レンヤは、次の旅へ立とうとしていた。それを見送るのは、リオナ。

　レンヤは風のような男である。引ひき留とめられはしないのは、わかっている。

　だからせめて、また巡めぐり会あうことを祈いのろう、リオナはそう心に決めていた。




ＧＭ：それでは、レンヤとリオナのエンディングにしたいと思います。

リオナ：レンヤは、やっぱりどこかへ去っていくのよね？

シノブ：レンヤのライフパスって、〝探たん索さくの旅〟とか〝放ほう浪ろう生活〟とかだしね。

レンヤ：そうだな。やはりひとところに腰こしを落ち着けられる性しよう分ぶんでなし。旅を続けるだろう。夜が明けきる前に、次の旅へ向けて出発するってところだな。

リオナ：風ふう来らい坊ぼうのレンヤを止められないので、ひとつ贈おくり物ものを。

レンヤ：贈り物？




　リオナがレンヤのために用意したのは、燃もえるような赤毛の馬だった。均きん整せいの取れた体たい躯くと凜りんとした顔立ちは、まさしく名馬と呼よぶにふさわしいのものであった。




リオナ：国王陛下との謁見のとき、ルーファスに褒美はと聞かれたときに名馬をもらったことにします。

シノブ：きっと赤毛の名馬なんだよ。

ナジャール：一日千里を駆かける（笑）。

ＧＭ：そんな、伝説で語られるようなレベルの名馬が贈られるということで。

リオナ：この国では、立りつ派ぱな騎士は必ず名馬に乗っているものよ。

レンヤ：……これは素す晴ばらしい。このような見事な馬、さすがに東方でも見たことがない。

リオナ：名前をつけてあげて。

レンヤ：名か……そうだな、〝夕雲〟とでも名づけよう。

リオナ：……ユウグモ？

レンヤ：東方の言葉で、夕焼けに染そまった美しい雲のことだ。

リオナ：そう、いい名前ね……。

レンヤ：しかし、本当によいのか？　俺なぞがもらっても。

リオナ：報酬は出しゆつ世せ払ばらいと言ってたし、ウチの領地に仕官してくれるってわけでもないし、お給金として払はらいようがないから、こういう形で渡わたすのがいいかなって。

レンヤ：最初の頃、金、金と言っていたお姫ひめ様さまとは思えんな（笑）。

リオナ：もう、意地悪なんだから、と照れたように笑って答えます。

レンヤ：では、遠えん慮りよなくいただいていこう。かたじけない、この恩おんは決して忘わすれん。

リオナ：レンヤは引き留められないけど、夕雲に乗っていれば、またこの国に巡めぐってくるかもしれない、なんて思っています。口には出しませんが。

ナジャール：……健気じゃ。

シノブ：いい話だ。

レンヤ：……うん？　何か言ったか？

リオナ：ううん、何でもないわ。それより、もうちょっと身なりは立りつ派ぱにしなさい。馬に見み劣おとりするわよ。

レンヤ：そうか（笑）。では、心映えが姿に出るように精しよう進じんしよう。

ＧＭ：そしてレンヤは名馬を得た、と。

レンヤ：あのとき、師しの剣に無明剣の神しん髄ずいを見た気がする。だが、その神髄を捉とらえきることはできなかった……。

ＧＭ：一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼうの中で見た境きよう地ち、というヤツですね。

レンヤ：それが捉えられるようになったなら、俺も奥おう義ぎを会得できるような気がする。

リオナ：あなたの言っていることは難むずかしいわ。捉えどころがないものを追っているみたいで。その捉えどころのないものを追っているのだから……引ひき留とめることはできないのでしょう。

レンヤ：おお、格かつ好こいいことを（笑）。では、そんなものなのかもしれんな、と答える。

リオナ：でも、もしそれを追うのに疲つかれたなら……またこの国に戻ってきて。

レンヤ：ああ、わかった。約束しよう。必ず戻ってくると。そう言って、馬を走らせよう。

ＧＭ：では、一声いななき、夕雲は駆け出していきます。白み始めた空には、ちょうど明けの明星が輝かがやいています。

リオナ：わたし忘わすれないから！　あなたと過すごした日々のことを！




　レンヤを乗せて夕雲は駆けてゆく。リオナは、いつまでも見送っていた。

　いつまでも、いつまでも。また、会える日を信じて。白み始めた空に、輝かがやく星がひとつ。それは、夜明けを告げる明けの星。

　稜りよう線せんに日が昇のぼり、緋ひに染そまる。

　この、エリンディルの広い大地。馬を走らせ、どこに向かうというのだろう。




　嗚呼ああ、アケボシ・レンヤよ何処へ行く───。




「アリアンロッド剣豪伝　明星連也降魔剣」

───完
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エリンディル大陸東方世界








[image: ]　　エリンディル東方とは？　　[image: ]




『アリアンロッドＲＰＧ』の舞ぶ台たい、エリンディル西方。当然その東には「東方」と呼よばれる世界が広がっている。エリンディル大陸において、前置きなしで「西方」と言えばキルディア共和国から西を指す。そこから東の土地はまとめて「東方」と呼ばれる。この記事中で断ことわりなく「東方」と書いてある場合、それはエリンディル大陸東方を指すものとする。

　なお、この記事の内ない容ようはエリンディル西方人であるベネットが、アルディオンという別の大陸の住人のアキナ・ブルックスに語った内容に基もとづくものという設せつ定ていだ。本ほん稿こうに書かれている内容が世界の真実であるかどうかは、それぞれのゲームマスターが決めてよい。




■エリンディル東方と主な国々

　エリンディル東方は西方に比くらべ一〇倍以上の面積を持つとされる。その北部は凍いてついた不毛の荒こう野やが広がり、南部はジャングルに覆おおわれている。東方のさらに東には果てのわからぬ大洋が広がっており、西部は広大な砂漠を経へてエリンディル西方世界とつながっている。また、東方世界中央のやや南寄よりには天てん至し大山脈と呼ばれる大山脈がある。

　東方には多くの国々が存そん在ざいするが、西方人に有名なのは次の三国である。




●ダイワ群ぐん島とう国

　サムライやニンジャの祖そ国こく。エリンディル大陸東方のさらに東にある大洋に浮うかぶ島国である。国の規き模ぼは小さいが争いが絶たえず、人口の割わりには戦争に強い。人口の半分ほどをヒューリンが、三割ほどをネヴァーフが締しめている。首長はタイクーンと呼ばれる。国内は多くの藩はんに分かれ、ダイミョウと呼ばれる領りよう主しゆが各々の土地を支し配はいしている。

　海洋国家であり、貿ぼう易えきのために海を伝ってエリンディル西方にやってくる者も多い。その結果サムライやニンジャの技わざが西方に伝わったものと思われる。

　名物は魚料理。水産資し源げんを巡めぐってギルマンの王国と抗こう争そう中である。




●セーリア大だい帝てい国こく

　エリンディル西方より広い地ち域いきを支配する大帝てい国こく。人口は億を遙はるかに超こえ、そのほとんどがヒューリンの農民である。首長は大だい皇こう帝ていと呼ばれ、セーリアの全ぜん権けん力りよくを握にぎっている。ただし、現げん在ざいは各地の軍ぐん閥ばつが割かつ拠きよした状じよう況きようで国力に衰おとろえがみえる。

　エリンディルの中ではもっとも文明的な国と考えられている。経けい済ざい、文化、技ぎ術じゆつ、魔ま法ほう、とあらゆる点で優すぐれており、中でも官かん僚りよう制せい度どはエリンディル大陸随ずい一いちの発達を遂とげている。ただし、軍事的にはタルタルに押おされ気味である。

　食文化も洗せん練れんされており、露ろ天てんで売られているファーストフードから、千人の客が一〇日間かけても食べ尽つくせない宴えん会かい料理まで、いずれも美味とされる。




●タルタル・ハン国

　遊牧騎き馬ば民族の国。エリンディル東方に広がる草原を統とう合ごうして出来上がった巨きよ大だいな帝国。面積はセーリアより広いが、人口はその一割にも満たない。豊ゆたかなセーリアを攻こう略りやくすべく、しきりに戦争を仕し掛かけている。首長はハン（ハーン）と呼ばれ、一族の合議により決定される。

　タルタルの支配階級である純じゆんタルタル人は、ほぼ全員が騎馬の扱あつかいに長けた戦士であり、また弓の扱いにも長じている。

　タルタルの皇こう帝ていは竜に認みとめられた者が即そく位いするとされ、皇帝とその一族は強力なドラゴンライダーでもある。

　食事は羊の肉やミルクを使った料理が有名。
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超☆あとがきという名の座ざ談だん会かい




きくたけ：『アリアンロッド』のデザイナー。きくたけこと菊きく池ちたけしでございます。

ゆーら：〝ルネス殺人事じ件けん〟の執しつ筆ぴつ者しや、久保田悠羅です。

たんどー：〝アリアンロッド剣けん豪ごう伝〟を執筆した丹藤武敏です。

きくたけ：……で、なんであとがきを座談会でやろうって話になったんだっけ？

ゆーら：富ふ士じ見みさんからの要望で、複ふく数すうの著ちよ者しやによる変へん則そくなリプレイ集だから、座談会形式にした方が面白い裏うら話ばなしなどが載のせられるんじゃないか、とのことです。

たんどー：面白い裏話？　……そんなのあったかな？

きくたけ：たんどーくんの場合、面白エピソードの存そん在ざいだけは疑うたがっていないよ。




＊　＊　＊




きくたけ：さて、それじゃゆーらさんから始めよう。〝ルネス殺人事件〟が書かれたのっていつだっけ？

ゆーら：二〇〇六年ですね。アリアンロッドのサポートをしている『ゲーマーズ・フィールド』の別べつ冊さつ、『ゲーマーズ・フィールド別冊Vol.12 鈴吹太郎の未来』に、なぜかアリアンロッドのリプレイが載りまして。

たんどー：不思議ですね（笑）。

ゆーら：実はその前に、『ゲーマーズ・フィールド 10th Season Vol.3～４』で、『アリアンロッド』の背はい景けい世界にある、温おん泉せんの街ルネスの、ムーンスター芸団という組そ織しきに所しよ属ぞくするＮＰＣの投とう稿こう募ぼ集しゆうをしていまして。

きくたけ：懐なつかしい！　『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ② ノエルと翡ひ翠すいの刻こく印いん』の発売された時期だったっけ？

ゆーら：その直後ですね。……で、応おう募ぼされたネタを採さい用ようするという企き画かくのリプレイでした。

きくたけ：そういやそうだったねー。

ゆーら：しかし、なぜベネットを出すことになったのか、よく憶おぼえていないんです（笑）。

きくたけ：まあベネットは、客がもっとも期待するキャラクターのひとりだからなあ。

たんどー：ベネットを見たいと思う読者の思いに影えい響きようされたんでしょう、きっと（笑）。

ゆーら：で、その後、アリアンロッドに関係の深いイラストレーターさんをふたり呼よぼうという話になって、ツジ先生と、安達先生をプレイヤーに迎えることになったんです。

きくたけ：ところでゆーらさん、何なに故ゆえに推すい理りものなんて、ＴＲＰＧでは難むずかしいジャンルに挑ちよう戦せんしたの？

ゆーら：推理ものをやりたいっていうよりは、時じ代だい劇げきなんかでよくある「本物が偽にせ物ものの主人公を演えんじる」っていう劇げき中ちゆう劇げきネタをＴＲＰＧでやってみたかったんですよ。

きくたけ：なるほど、ベネットにベネット役をやらせようってのが先にあったのか。

ゆーら：だからミステリーはあくまでもおまけだったんです（笑）。

きくたけ：収しゆう録ろくのとき苦労したことってあります？

ゆーら：苦労ってわけじゃないんですが。安達先生は『アリアンロッド』を熱心にやり込こんだプレイヤーなので、逐ちく一いちスキルのデータを憶えてて、「あ、これこのデータ」とか「これこのデータ」とか、見事に仕し掛かけを序じよ盤ばんで看かん破ぱされて（笑）。

きくたけ：ミステリーだから、クライマックスで「ああ、そういう真実だったんだ。じゃあ犯はん人にんはこいつだ」って展てん開かいになるかと思ったら、めっちゃ序盤にバレてましたな（笑）。

ゆーら：これこそＲＰＧの醍だい醐ご味み!!

きくたけ：……まあ醍醐味ではございますけどね（笑）。

ゆーら：でも、もちろん途と中ちゆうでばれても平気なようにシナリオ組んでいたから、ああいう形になった、という（笑）。

きくたけ：なるほどなるほど。……では最後に、なんかもう一ネタないかね。

ゆーら：ネタですか……。〝ルネス殺人事件〟では、菊池さんが書いた『銀の輪の封ふう印いん』のシリーズをベースに劇中劇をやって、実じつ際さいプレイ中は盛もり上あがったんですが……。

きくたけ：が？

ゆーら：いざ、リプレイを書いてみようと思ったら、そのままだとネタバレになっちゃう。

きくたけ：そりゃそーだ（笑）

ゆーら：そんなわけで、本文中に詳くわしい内ない容ようを書けなかった、っていうオチがつきました（笑）。

一同：（笑）。

きくたけ：ああ、だからぼかして書いてあったのか！　今の今まで知らなかったよ（笑）。




＊　＊　＊




きくたけ：みごとにオチが着いたところで、今度はたんどーくんの〝剣豪伝〟の話に移うつろう。

たんどー：私の方の初出は『ゲーマーズ・フィールド別冊Vol.16 菊池たけしがこりずにまいりました!!』という、菊池さんの名前を冠かんした書しよ籍せきです。

ゆーら：通つう称しようきくこりですね（笑）。

たんどー：剣豪伝を書いたのは『アリアンロッド・サガ』の企画が立ち上がったころでして。

ゆーら：あれ。そんな時期だっけ？

たんどー：そうですそうです。で、「『サガ』の舞ぶ台たいであるアルディオン大陸とは別に、エリンディルをフォローしないといけないねえ」、という話があって。エリンディルを舞台としたリプレイを私わたしが書くことになったんです。

きくたけ：そうだった、そうだった。で、それはそれとして……。

たんどー：はい。

きくたけ：だからってなんで剣豪伝に（笑）。

ゆーら：どこら辺がエリンディルのフォローなんだよって話だよな（笑）。

たんどー：いやいや。ちゃんと、今回予告の最後の一文を読むと、これは『アリアンロッド』以外の何ものでもないという気分になります。

きくたけ：ああ、あれを読んだときは爆ばく笑しようしたよ（笑）。……それはともかく、なぜ今まで誰だれも踏ふみ込こんでいなかった、「エリンディル東方を扱あつかう」という、恐おそろしいことをしたのかと。設定なにも決まってないのに（笑）。

たんどー：だってエリンディルには、サムライもニンジャもいるじゃないですか。

きくたけ：ひょっとして、……かなり好き？　時代劇系けい。

たんどー：かなり好きですよ。社長（Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社長の鈴吹太郎）と同等に盛もり上あがれるぐらいには。

きくたけ：しかしなんだよ天てん然ねん魚ぎよ人じん流りゆうって（笑）。

たんどー：は、天てん然ねん理り心しん流りゆうに材を取り、『アリアンロッド』の代表的エネミーに相応ふさわしい剣けん法ぽうの流りゆう儀ぎを必死に考えまして。

ゆーら：いやいや。ギルマンと剣法の組み合わせって時点でおかしいから（笑）。

きくたけ：たんどーくんは自分のユニークさを自覚した方がいい。

たんどー：社長もかわたなさんも嬉き々きとしてロールプレイをなさってましたが？

きくたけ：まあね。社長も時代劇大好きだからなあ（笑）。

ゆーら：まてまて。かわたなのキャラは時代劇関係ないだろ！（笑）

きくたけ：そーいやそうだった！　なんだよ〝仮か面めん被かぶって金に汚きたない令れい嬢じよう〟って。

たんどー：は、仮面も金に汚いキャラもご令嬢も、どれも時代劇ではお馴な染じみなのですが？

きくたけ：混まぜたらいかんだろ！　混ぜたら!!（笑）

たんどー：それもこれも『アリアンロッド』というゲームの懐ふところの深さがあればこそです。

ゆーら：いくらキレイにまとめても誤ご魔ま化かせないものはあると思うよ（笑）。

きくたけ：ま、まあＴＲＰＧは、多少趣しゆ味みが入って「あんのかよ！　それ！」ってツッコミが入るのは楽しいからね。




＊　＊　＊




きくたけ：さて、そろそろ締しめに入らなきゃいけないんだが。ページ数的に（笑）。

ゆーら：しめ[image: ][image: ]（笑）。はい。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズは、終しゆう盤ばんに向けて、これからツヴァイがとても大変なことになりますので！

きくたけ：そーなんだよ四巻かんの展開。なんだよ、あれ!!

ゆーら：というわけで、是ぜ非ひ、四巻も期待して下さい。菊池たけしが、もんどりかえるシーンが見られるはずです（笑）。

きくたけ：ありがとうございます（笑）。その笑顔がすごく嫌いやなんだけど。

きくたけ：一方、貧びん乏ぼう姉妹のほうはどうですか？

たんどー：は、三巻に向けて、頑がん張ばっております。また、変なヤツが、沢たく山さん出てくる（笑）。

きくたけ：君のリプレイはほんとーに変なＮＰＣしか出てこないよなあ（笑）。

たんどー：ご心配なく。ＰＣもみな変ですから。

ゆーら：フォローになってないよ、それ（笑）。

きくたけ：そんなこんなで変なＧＭふたりがお贈りした……。

ゆーら：うわっ！　一いつ緒しよにされた（笑）。

きくたけ：愉ゆ快かいなリプレイはいかがでしたでしょうか？　これからも愉快なリプレイを出していきたいと思いますので……。

一同：これからもよろしくお願いしまーす。

〈了〉










アリアンロッド・リプレイ・アンサンブル
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